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一
　
晩
年
の
作
物

　
　
天
皇






は
　
神
に
し
ま
す
ぞ
。
天
皇
の
勅





と
し
い
は
ゞ
、
畏
み
ま
つ
れ

　
　
天



の
下
清
く
は
ら
ひ
て
、
上
古






の
御

ま
つ
り
ご
と
に
復
る
　
よ
ろ
こ
べ

橘

曙

覧

が
、
越
前
福
井
三
橋
の
志
濃
夫
廼
舎
で
、
五
十
七
年
の
生
涯
を
終
へ
た

の
は
、
慶
応
四
年
八
月
二
十
八
日
で
あ
つ
た
。

「
此
日
、
早
旦
自
ら
起
た
ざ
る
を
知
り
、
一
二
、
後
事
を
遺
命
し
、
且
つ
、
如

斯
古
来
未
曾
有
の
大
御
代
に
遭
ひ
な
が
ら
、
眼
前
、
復
古
の
盛
儀
大
典
を
見
奉

る
に
至
ら
ず
、
況
や
、
か
ね
て
の
抱
負
も
、
将
に
達
す
る
に
向
は
む
と
し
て
、

今
日
は
か
な
く
世
を
去
る
こ
そ
、
返
す
／
″
＼
も
口
惜
し
け
れ
と
て
、
切
歯
瞑

目
せ
ら
れ
た
り
。
聞
く
人
、
其
志
の
ほ
ど
を
悲
し
ま
ざ
る
者
な
か
り
き
」
と
、

臨
終
の
様
を
追
懐
し
た
の
は
、
彼
の
長
男
井
出
今
滋
で
あ
る
。
（
明
治
卅
六
年

作
、
橘
曙
覧
小
伝
）

こ
の
英
雄
風
な
最
期
の
記
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
日
は
、
京
都
で
は
、
既
に
東
京
行

幸
の
為
の
訓
諭
が
出
る
ま
で
に
、
新
代






の
光
り
が
照
り
わ
た
つ
て
ゐ
た
。

そ
の
前
日
、
八
月
廿
七
日
に
は
、
紫
宸
殿
に
御
し
て
御
即
位
式
を
行
は
せ
ら
れ

た
。
大
礼
の
則
る
所
は
古
典
に
あ
つ
て
、
中
古
以
来
、
儀
装
・
冠
服
皆
唐
制
に

拠
つ
た
の
を
廃
せ
ら
れ
た
。
越
前
福
井
ま
で
は
、
ま
だ
其
御
儀
の
仔
細
が
、
伝

聞
せ
ら
れ
る
に
到
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
今
数
日
、
世
を
去
る
こ
と
が
遅
か

つ
た
な
ら
、
彼
の
末
期
の
心
は
、
如
何
ば
か
り
明
ら
か
で
あ
つ
た
こ
と
で
あ
ら

う
。
三
日
前
（
廿
五
日
）
に
は
、
越
後
柏
崎
で
、
日
柳
燕
石
が
死
ん
で
ゐ
る
。

彼
と
は
風
馬
牛
の
生
活
を
終
つ
た
の
だ
が
、
同
じ
越
路
に
来
て
、
同
じ
思
ひ
に

没
し
た
こ
と
が
、
あ
る
因
縁
を
感
ぜ
し
め
る
。
八
月
廿
三
日
に
は
、
会
津
城
の

一
部
が
落
ち
た
。
廿
二
日
、
嘉
彰
親
王
新
発
田
城
に
入
城
あ
る
。
廿
一
日
に
は
、

即
位
礼
を
行
は
せ
給
ふ
旨
の
奉
告
に
、
奉
幣
使
が
、
皇
大
神
宮
に
向
ふ
。
北
越

地
方
で
は
、
そ
の
十
六
日
に
、
長
岡
藩
の
反
将
河
井
継
之
助
が
敗
死
す
る
。
十

五
日
に
は
、
西
園
寺
公
望
が
、
村
松
に
入
つ
た
。
此
よ
り
先
、
六
月
、
北
陸
道

鎮
撫
使
を
罷
め
、
会
津
征
討
越
後
口
総
督
府
参
謀
と
な
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。

十
二
日
に
は
、
総
督
嘉
彰
親
王
、
越
後
三
条
に
進
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
六
月
、

軍
務
官
知
事
と
し
て
、
会
津
征
討
越
後
口
総
督
と
し
て
征
途
に
就
か
れ
、
廿
七

日
に
は
、
敦
賀
に
次



ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
二
日
前
、
八
月
十
日
に
は
、
鹿
児
島

か
ら
廻
航
し
た
西
郷
隆
盛
が
、
柏
崎
に
来
着
し
て
、
総
督
宮
に
拝
謁
し
て
、
新

潟
に
向
つ
て
ゐ
る
。
京
都
で
は
、
八
月
九
日
、
加
茂
社
行
幸
が
あ
る
。

彼
の
死
後
、
最
近
の
日
次





を
見
る
と
、
そ
の
翌
日
、
山
階
陵
・
後
月
輪
東
陵
に

御
参
拝
。
四
日
目
の
九
月
二
日
に
は
、
嘉
彰
親
王
、
新
発
田
城
を
本
営
と
せ
ら

れ
る
。
三
日
に
は
、
福
井
藩
主
松
平
茂
昭
、
命
を
受
け
て
、
永
平
寺
の
宗
規
を

調
べ
定
め
る
こ
と
ゝ
な
る
。
九
月
八
日
改
元
。
明
治
と
号
し
た
。
一
世
一
元
に

定
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
九
日
、
丹
羽
長
国
（
二
本
松
藩
主
）
降
る
。
十
一
日
、

上
杉
斉
憲
、
子
茂
憲
を
遣
し
て
、
嘉
彰
親
王
に
新
発
田
に
謁
し
て
謝
罪
し
、
会

津
征
伐
先
鋒
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
三
日
、
京
都
で
は
、
大
久
保
利
通
、
江
戸
の

事
態
を
陳
べ
、
発
輦
の
期
が
定
め
ら
れ
る
。
諸
侯
の
国
々
の
状
況
で
目
に
つ
く

の
は
、
九
月
十
九
日
、
仙
石
久
利
、
但
馬
出
石
城
を
毀
つ
こ
と
を
請
願
し
て
聴

さ
れ
て
ゐ
る
。
東
北
で
は
、
伊
達
慶
邦
（
仙
台
藩
主
）
謝
罪
降
伏
歎
願
書
を
、

奥
羽
追
討
平
潟
口
総
督
四
条
隆
謌
に
上
り
、
板
倉
勝
尚
（
福
島
藩
主
）
官
軍
に

降
る
。

十
六
日
に
は
、
皇
学
所
・
漢
学
所
が
設
け
ら
れ
る
。
十
七
日
に
は
、
和
気
清
麻

呂
・
楠
木
正
成
・
児
島
高
徳
を
岡
山
藩
下
に
合
祀
す
る
こ
と
を
許
し
て
ゐ
ら
れ

る
。
か
う
し
て
、
九
月
廿
日
に
は
、
愈
、
京
都
御
発
駕
あ
り
、
廿
一
日
石
部
、
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廿
二
日
土
山
に
著
か
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
日
初
め
て
、
天
長
節
の
御
儀
を
行
は

せ
ら
れ
、
賜
宴
が
あ
る
。
之
よ
り
先
八
月
廿
六
日
、
聖
誕
日
を
天
長
節
と
称
し
、

賀
宴
を
賜
ひ
、
刑
戮
を
止
め
る
よ
し
の
布
告
が
あ
つ
た
。
光
仁
天
皇
御
宇
の
旧

制
に
復
し
た
の
で
あ
る
。
此
日
、
東
北
で
は
、
輪
王
寺
宮
使
僧
、
総
督
四
条
隆

謌
の
下
に
到
つ
て
謝
罪
す
る
。
廿
三
日
、
酒
井
忠
篤
（
庄
内
藩
主
）
降
る
。

九
月
廿
四
日
、
途
上
、
皇
大
神
宮
御
遥
拝
、
四
日
市
に
入
ら
せ
ら
れ
る
。
南
部

藩
・
磐
城
泉
藩
。
湯
長
谷
藩
・
平
藩
皆
降
る
。
廿
五
日
、
桑
名
に
到
ら
せ
ら
れ

る
。
長
岡
藩
主
牧
野
忠
訓
、
謝
罪
降
伏
。
廿
六
日
、
熱
田
に
著
か
せ
ら
れ
る
。

翌
廿
七
日
、
熱
田
神
宮
御
親
謁
。
羽
後
松
山
藩
・
亀
田
藩
降
る
。
東
征
大
総
督

参
謀
西
郷
隆
盛
、
鶴
岡
入
城
。

十
月
三
日
、
掛
川
に
入
ら
せ
ら
れ
る
。
此
日
、
伊
達
・
上
杉
降
伏
の
報
せ
が
あ

る
。
又
、
六
日
、
越
前
鯖
江
前
藩
主
間
部
詮
勝
の
出
処
疑
は
し
き
に
よ
り
、
帰

国
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
十
月
十
日
、
藤
沢
に
入
ら
せ
ら
れ
る
。
諸
大
名
の
扈

従
を
多
く
し
て
、
自
尊
す
る
弊
を
除
か
し
め
る
命
が
出
た
。
十
一
日
、
神
奈
川

を
過
ぎ
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
際
、
諸
外
国
の
船
艦
祝
砲
を
奉
る
。
十
二
日
、
品
川

に
入
り
給
ふ
。
此
日
、
榎
本
武
揚
・
大
鳥
圭
介
等
、
八
隻
を
率
ゐ
て
箱
館
に
出

奔
。
大
和
柳
本
城
主
織
田
信
及
、
崇
神
・
景
行
二
聖
陵
修
繕
の
許
し
を
請
ふ
。

翌
十
三
日
、
東
京
著
御
。
江
戸
城
を
皇
居
と
定
め
、
東
京
城
と
称
す
る
。
十
七

日
、
朝
堂
に
臨
ま
せ
ら
れ
、
万
機
親
裁
の
事
告
げ
給
ひ
、
詔
し
て
、
祭
政
惟
一

の
大
典
に
基
く
こ
と
を
示
し
給
ふ
。

こ
れ
が
、
曙
覧
死
去
前
後
の
世
間
の
姿
で
あ
つ
た
。
彼
で
な
く
と
も
、
此
間
に

生
き
て
光
栄
を
感
じ
、
こ
の
休
光
を
見
ず
し
て
死
な
む
こ
と
を
悲
し
ま
ぬ
者
は

な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

彼
は
さ
す
が
に
、
詩
人
で
あ
る
。
死
ぬ
る
恰
も
三
月
前
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
五
月
廿
八
日
よ
り
、
病
床
に
あ
り
け
る
ま
ゝ
に
、
野
山
の
け
し
き

　
　
　
　
　
も
見
難
く
、
臥
し
て
の
み
あ
り
け
る
に
よ
り
、
つ
れ
／
″
＼
な
ぐ

　
　
　
　
　
さ
む
た
め
、
大
き
な
る
う
つ
は
も
の
に
水
い
れ
、
小
き
魚
放
ち
お

　
　
　
　
　
き
て
、
朝
夕
う
ち
な
が
む
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
湛
へ
つ
る
器
の
水
に
　
鰭
ふ
ら
せ
、
海﹅
川﹅
見﹅
ざ﹅
る﹅
目﹅
を﹅
よ﹅
ろ﹅
こ﹅
ば﹅
す﹅

　
　
顔
の
う
へ
に
　
水﹅
は﹅
し﹅
ら﹅
せ﹅
て﹅
飛
ぶ
魚
を
、
見
か
へ
る
だ
に
も
、
眉﹅
た﹅
ゆ﹅

　
　
き﹅
な﹅
り﹅

　
△
窓
の
月
　
浮
べ
る
水
に
魚
躍
る
。
わ
が
枕
辺
の
広
沢
の
池

　
　
ひ
れ
は
ね
て
　
小
き
魚
の
飛
ぶ
音
に
、
寝

る﹅
と﹅
も﹅
な﹅
く﹅
て﹅
　
寝﹅
る﹅
目﹅
　
あ﹆

　
　
け﹆
ら﹆
る﹆

恰
も
明
治
代
の
正
岡
子
規
の
境
地
で
あ
る
。
而
も
其
よ
り
も
、
深
く
没
入
す
る

所
が
あ
り
、
又
、
時
代
の
早
さ
か
ら
来
る
う
は
調
子
の
中
に
も
、
彼
ら
し
い
も

の
が
あ
る
。
曙
覧
が
か
う
し
て
臥
し
て
ゐ
る
間
に
も
、
天
下
の
あ
り
様
は
、
刻

々
に
著
し
く
維
新
の
大
業
に
向
つ
て
変
改
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
敏
感

で
あ
ら
う
と
も
、
一
介
の
市
井
の
隠
士
に
過
ぎ
な
い
彼
で
あ
る
。
松
平
春
嶽
や
、

中
根
靱
負
（
雪
江
）
や
、
橋
本
左
内
等
の
福
井
藩
の
主
従
が
、
此
間
に
経
過
し

た
苦
悩
を
、
身
を
以
て
感
じ
る
こ
と
は
、
固
よ
り
出
来
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

江
戸
将
軍
家
の
親
藩
で
あ
つ
た
ゞ
け
に
、
春
嶽
主
従
の
忠
誠
は
目
立
つ
た
が
、

其
と
共
に
、
板
挟
み
の
境
遇
に
苦
し
み
、
又
薩
州
そ
の
他
の
圧
迫
に
堪
へ
難
か

つ
た
こ
と
は
察
し
る
に
も
、
余
り
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
此
等
の
人
々
の
苦
し
み

は
、
地

下

の
彼
の
心
に
も
、
通
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
家
に
来
遊
し
、
又
彼
に

4橘曙覧評伝



学
ん
だ
人
々
に
、
歌
を
詠
ん
で
は
与
へ
〳
〵
し
て
ゐ
る
。
北
陸
道
鎮
撫
使
に
従

つ
て
、
会
津
其
他
の
征
討
に
向
ふ
こ
と
を
奨
め
た
の
で
あ
る
。
各
藩
共
に
、
藩

論
が
一
決
し
た
後
す
ら
、
個
々
の
人
の
志
は
、
各
別
途
に
向
う
て
ゐ
た
。
だ
か

ら
、
容
易
に
藩
士
の
動
向
は
定
ら
な
か
つ
た
。
殊
に
福
井
藩
で
は
、
藩
主
初
め

在
京
す
る
時
の
方
が
多
か
つ
た
か
ら
、
一
致
し
た
気
勢
が
、
湧
き
立
た
な
か
つ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
佐
幕
の
気
勢
は
示
さ
な
か
つ
た
ま
で
ゞ
、
進
ん
で
従

軍
し
よ
う
と
は
せ
ぬ
者
も
多
く
、
又
其
を
鞭
撻
す
る
こ
と
も
、
強
く
は
出
来
な

か
つ
た
で
あ
ら
う
。
故
老
の
間
に
は
、
春
嶽
が
他
家
よ
り
入
つ
て
、
藩
の
運
命

に
心
を
用
ゐ
る
こ
と
の
少
い
の
を
怨
ん
だ
も
の
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
又
、
主
の

意
の
ま
ゝ
に
精
励
し
て
刑
死
す
る
に
到
つ
た
の
を
、
見
殺
し
に
す
る
ほ
か
な
か

つ
た
橋
本
左
内
の
先
例
を
見
て
、
ま
だ
十
年
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
教
養

が
上
に
ば
か
り
あ
つ
て
、
下
は
極
め
て
昏
か
つ
た
の
は
、
福
井
藩
ば
か
り
で
は

な
か
つ
た
。
僅
か
三
百
年
の
習
癖
に
よ
つ
て
、
動
く
事
よ
り
知
ら
ぬ
士
人
の
寄

り
あ
ひ
で
あ
る
。
春
嶽
の
誠
意
は
、
そ
の
藩
国
に
お
い
て
、
裏
打
ち
し
て
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
つ
た
。

さ
う
し
た
間
に
、
自
由
な
立
ち
場
に
居
た
彼
は
、
彼
だ
け
の
交
友
範
囲
に
お
い

て
、
風
流
に
こ
と
よ
せ
て
、
激
励
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
其
と
て
、
町
人
と
士

分
と
で
は
、
身
分
違
ひ
で
あ
る
。
単
に
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
や
、
「
橘
曙
覧

小
伝
」
の
印
象
を
我
々
が
受
け
る
や
う
な
も
の
で
は
、
な
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。

た
と
へ
ば
、
野
邨
恒
見
に
与
へ
た
歌
、

　
　
愚
に
も
　
ま
ど
へ
る
も
の
か
。
大

勅







　
た
ゞ
一
道






に
い
た
ゞ
き
は
せ
で

　
　
勅





に
そ
む
く
　
そ
む
か
ず
　
正
し
見
て
、
罪
の
有
無






　
う
た
が
ひ
は
ら
せ

後
の
歌
、
現
実
味
は
十
分
調
子
に
出
て
ゐ
る
。
併
し
輪
郭
を
描
き
過
ぎ
て
、
却

て
表
現
不
足
に
陥
つ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
心
は
や
り
と
、
あ
ま
り
に
特
殊
事
情
に

囚
は
れ
過
ぎ
た
為
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
罪
の
有
無
は
、
勅
に
背
く
か
背
か
ぬ
に

あ
る
。
お
の
が
身
そ
こ
に
惑
う
て
ゐ
る
か
、
ど
う
か
糺
し
て
見
て
、
疑
ひ
迷
ふ

心
を
霽
し
て
、
勅
に
従
ひ
ま
つ
れ
、
と
言
ふ
の
ら
し
い
。
「
愚
に
も
」
の
方
は
、

少
し
悠
揚
と
し
過
ぎ
て
ゐ
て
、
実
感
が
逸
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
。
世
間
に
は
、
か

う
し
た
愚
者
が
多
い
。
さ
う
で
は
な
い
か
、
と
同
感
を
誘
つ
た
に
過
ぎ
ぬ
や
う

に
も
見
え
る
。
が
、
山
田
秋
甫
さ
ん
の
橘
曙
覧
伝
に
よ
る
と
、
当
時
軍

監








附

き
の
要
職
に
あ
つ
た
門
下
野
邨
氏
の
遅
疑
の
挙
動
を
憤
つ
て
、
一
時
遠
ざ
け
た

こ
と
が
あ
つ
た
の
だ
と
あ
る
。
其
ほ
ど
臆



れ
て
ゐ
た
人
か
ど
う
か
は
、
此
歌
だ

け
で
は
、
判
断
は
出
来
ぬ
。
恒
見
（
淵
蔵
）
は
、
左
内
の
手
足
と
な
つ
て
、
密

勅
事
件
の
裏
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
（
永
井
環
其
他
）
。
さ
す
れ
ば
、
景
岳
の

最
後
に
最
痛
切
な
感
じ
を
受
け
た
人
の
筈
で
あ
る
。
其
判
断
に
迷
う
た
と
し
て

も
、
一
分
の
理
は
あ
る
の
で
あ
る
。
其
に
し
て
も
、
此
は
彼
の
弟
子
だ
つ
た
か

ら
、
か
う
し
た
こ
と
も
言
ひ
や
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
或
は
、
中
根
雪
江
か
ら
、

多
少
さ
う
し
た
方
面
を
託
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
又
さ
う
し
た
事
を

託
す
る
雪
江
で
な
く
と
も
、
中
根
氏
の
腹
中
に
入
つ
て
、
衷
情
の
察
せ
ら
れ
な

い
曙
覧
で
は
な
か
つ
た
。
だ
が
と
に
か
く
、
彼
の
此
憤
り
は
、
や
は
り
時
流
を

抜
い
た
所
が
あ
る
。
単
に
歌
よ
み
と
し
て
の
歌
で
は
な
い
。
此
二
首
は
よ
く
な

い
が
、
気
魄
は
却
て
、
後
の
方
な
ど
に
は
、
強
く
出
て
居
る
。

此
と
時
を
同
じ
く
し
て
詠
ん
だ
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、
尚
八
首
あ
る
。
皆
彼
の

弟
子
に
与
へ
た
の
で
あ
る
。

　
　
大
皇



の
醜



の
御
楯
と
い
ふ
物
は
、
如

此

る
物
ぞ
と
進
め
。
真
前





に
　
　
小

　
　
木
捨
九
郎
主
に

第
三
句
聊
か
、
平
俗
調
に
近
づ
い
た
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
之
を
救
ふ
に
到
る
だ
け

の
力
あ
る
喜
び
が
、
一
首
に
充
ち
て
ゐ
る
。

　
　
さ
し
た
つ
る
　
錦
の
旗
の
下
に
立
つ
身
を
よ
ろ
こ
び
て
、
大
刀
と
り
か
ざ

　
　
せ
　
　
岩
佐
十
助
主
に
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三
句
以
下
の
宜
し
さ
は
、
彼
の
純
真
な
感
情
の
出
て
ゐ
る
宜
し
さ
で
あ
る
。
殊

に
四
句
を
受
け
て
、
五
句
の
お
ほ
ま
か
で
、
邪




の

な
い
詠
み
口
は
、
唯
企
て
ゝ

出
て
来
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
佐
々
木
久
波
紫
が
大
御
軍
人
に
召
さ
れ
て
、
越
後
路
に
下
れ
る
馬

　
　
　
　
　
の
は
な
む
け
に

　
　
負
気





な
く
勅





に
　
背
く
奴





等
を
　
罰



め
尽
し
て
帰
れ
。
日
を
経
ず

　
　
　
　
　
同
じ
時
ま
た
、
芳
賀
真
咲
に

　
　
大
皇
の
勅





に
　
背
く
奴
等






の
首
引
抜






て
、
八
つ
も
て
か
へ
れ

　
　
　
　
　
吉
田
重
郎
主
に

　
　
大
皇
の
勅
　
頭
に
戴
き
し
功
績





あ
ら
は
せ
。
戦
ひ
の
場



　
　
　
　
　
山
内
某
　
佐
左
衛
門

　
　
大
皇
の
勅
　
頭
に
い
た
ゞ
き
て
　
ふ
る
は
ん
太
刀
に
　
よ
る
仇
あ
ら
め
や

上
の
歌
の
中
、
「
勅
」
を
言
は
ぬ
も
の
も
、
皆
勅
命
を
奉
戴
す
る
こ
と
の
光
輝

に
感
激
し
て
ゐ
る
曙
覧
の
心
が
、
露
は
に
出
て
ゐ
る
。
其
と
共
に
、
当
時
都
鄙

を
分
た
ず
、
野
に
在
つ
た
人
々
の
歓
喜
し
た
の
は
、
此
玉
の
御
声
の
揺
曳
を
、

草
莽
の
身
に
受
け
奉
る
心
を
ど
り
で
あ
つ
た
。
此
昂
奮
ば
か
り
は
、
今
の
世
の

我
々
に
も
、
常
に
心
に
響
き
来
る
も
の
が
あ
る
。

此
と
時
を
同
じ
く
し
て
出
来
た
ら
し
い
の
は
、
最
初
に
あ
げ
た
二
首
を
含
む
連

作
（
四
首
）
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
示
人

　
　
天
皇
は
　
神
に
し
ま
す
ぞ
。
天
皇
の
勅
と
し
い
は
ゞ
、
畏
み
ま
つ
れ

　
　
太
刀
佩
く
は
　
何
の
為
ぞ
も
。
天
皇






の
勅





の
さ
き
を
畏




む

た
め

　
　
天
下
清
く
は
ら
ひ
て
、
上
古
の
御
ま
つ
り
ご
と
に
復
る
　
よ
ろ
こ
べ

　
　
物
部






の
お
も
て
お
こ
し
と
　
勇
み
た
ち
、
錦
の
旗
を
い
た
ゞ
き
て
　
行
け

彼
は
日
頃
は
、
唯
の
歌
人
で
あ
つ
た
。
併
し
風
流
の
外
に
常
に
心
に
蔵
せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
は
、
此
耿
々
の
志
で
あ
る
。
日
々
に
詠
み
、
日
々
に
楽
し
む
所
を
見

れ
ば
、
唯
の
市
井
に
隠
る
ゝ
み
や
び
男
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
突
如
と
し
て
、
か

う
し
た
気
魄
の
歌
を
叫
び
出
し
た
。
彼
が
、
交
る
人
々
を
多
く
武
士
に
持
つ
た

か
ら
で
も
あ
ら
う
。
が
又
、
彼
の
学
問
の
伝
統
は
、
そ
の
志
を
文
学
に
埋
れ
し

め
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
第
一
首
は
、
辺
土
の
武
士
の
、
進
退
に
踟
蹰
す
る
者

の
あ
る
の
を
、
喩
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
天
使
の
、
は
ろ
／
″
＼
下
り
給
へ
り
け
る
（
る
に
、
？
）
あ
や
し

　
　
　
　
　
き
し
は
ぶ
る
ひ
人
ど
も
、
あ
つ
ま
り
ゐ
る
中
に
、
う
ち
ま
じ
り
つ

　
　
　
　
　
ゝ
、
御
け
し
き
を
が
み
見
ま
つ
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

隠

士










も
、
市
の
大
路





に
匍

匐

な
ら
び
、
を
ろ
が
み
奉



る
　
雲
の
上
人

　
　
天
皇






の
大
御
使
と
聞
く
か
ら
に
、
は

る

か

に

を

が

む

。
膝﹆
を﹆
り﹆
伏﹆
せ﹆
て﹆

此
も
お
な
じ
年
の
作
で
あ
ら
う
が
、
総
督
官
の
御
通
過
の
あ
つ
た
頃
は
、
も
う

病
床
か
ら
起
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
て
居
た
ら
う
か
ら
、
此
は
、
二
月
中
の

作
で
あ
ら
う
。
慶
応
四
年
正
月
九
日
、
北
陸
道
鎮
撫
総
督
と
し
て
高
倉
永
祜
、

副
総
督
と
し
て
四
条
隆
平
が
任
命
せ
ら
れ
、
二
十
日
、
参
謀
を
具
し
て
発
足
し

た
。
廿
五
日
、
若
狭
小
浜
に
著
い
て
、
藩
士
等
に
、
奉
命
の
誓
詞
を
出
さ
し
め

た
。
廿
六
日
で
あ
る
。
二
月
に
入
つ
て
、
鎮
撫
総
督
を
北
陸
道
先
鋒
総
督
と
改

め
た
。
十
五
日
、
一
行
福
井
に
入
つ
た
。
上
の
歌
に
見
え
た
歌
ら
し
い
の
び
や

か
な
所
の
あ
る
の
は
、
ま
だ
世
間
の
響
き
が
、
最
後
の
勢
に
達
し
て
居
な
か
つ

た
か
ら
で
あ
ら
う
。
「
示
人
」
四
首
の
、
本
格
を
行
く
も
の
ほ
ど
に
は
、
堂
々

た
る
所
は
な
い
が
、
却
て
軽
み
に
お
い
て
、
正
直
を
感
ぜ
し
め
る
。
此
よ
り
も
、
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前
の
歌
と
思
は
れ
る
の
に
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
大
御
政
、
古
き
大
御
世
の
す
が
た
に
立
か
へ
り
ゆ
く
べ
き
御﹅
い﹅
き﹅

　
　
　
　
　
ほ﹅
ひ﹅
と
成
ぬ
る
を
、
賤
ノ
夫
の
何
わ
き
ま
へ
ぬ
物
か
ら
、
い
さ
ま

　
　
　
　
　
し
う
思
ひ
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
百
千
歳
　
と
の
曇
り
の
み
し
つ
る
空
　
き
よ
く
晴



ゆ
く
時
　
片
ま
け
ぬ

　
　
あ
た
ら
し
く
な
る
天
地






を
　
思
ひ
き
や
。
吾
目
眛



ま
ぬ
う
ち
に
見
ん
と
は

　
　
古
書






の
、
か
つ
／
″
＼
物
を
い
ひ
出



る
御
世
を
つ
ぶ
や
く
　
死
眼
人









　
　
廃



れ
つ
る
古
書
ど
も
ゝ
動
き
い
で
ゝ
、
御﹅
世﹅
あ﹅
ら﹅
た﹅
め﹅
つ﹅
。
時﹆
の﹆
ゆ﹆
け﹆
れ﹆

　
　
ば﹆

彼
の
歌
の
、
感
激
に
よ
つ
て
、
頓
み
に
歌
口
の
変
つ
て
行
く
と
謂
つ
た
所
が
、

明
ら
か
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
連
作
に
は
、
稍
及
ば
ぬ
が
、
第
二
の

四
首
よ
り
は
、
遥
か
に
立
ち
優
つ
た
古
風
の
気
魄
が
現
れ
て
ゐ
る
。
其
が
「
き

よ
く
晴
ゆ
く
時
片
ま
け
ぬ
」
「
…
…
時
の
ゆ
け
れ
ば
」
な
ど
の
句
に
窺
は
れ
る

の
で
あ
る
。
第
三
首
目
は
、
例
の
飄
逸
味
が
出
過
ぎ
て
ゐ
る
嫌
ひ
は
あ
る
。
此

は
前
の
を
、
鎮
撫
総
督
福
井
来
着
の
時
の
も
の
と
見
て
、
其
よ
り
も
更
に
先
だ

つ
、
慶
応
三
年
の
も
の
に
は
違
ひ
な
か
ら
う
。
が
、
十
月
十
四
日
の
将
軍
の
大

政
奉
還
上
奏
、
十
五
日
の
勅
許
あ
つ
て
直
後
の
歌
と
は
、
断
言
は
出
来
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
の
如
き
身
分
で
、
さ
う
し
た
出
来
事
に
対
し
て
、
明
確
に
事
件

推
移
の
判
断
が
つ
か
う
と
は
思
は
れ
ぬ
。
其
風
聞
が
伝
つ
た
処
で
、
必
、
半
信

半
疑
の
間
に
彷
徨
し
た
の
に
相
違
な
い
。
「
…
…
立
か
へ
り
ゆ
く
べ
き
御
い
き

ほ
ひ
…
…
」
と
あ
る
の
は
、
婉
曲
に
言
つ
た
と
言
へ
ば
其
ま
で
だ
が
、
大
体
も

つ
と
前
か
ら
、
察
し
て
ゐ
た
こ
と
で
も
あ
ら
う
し
、
又
彼
に
し
て
は
、
極
め
て

漠
と
し
た
信
念
だ
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
十
月
よ
り
も
早
く
、
又
稍
遅
れ
て
、

さ
う
し
た
風
聞
が
具
体
化
し
て
胸
に
お
ち
て
来
た
の
だ
ら
う
。
而
も
、
之
が
古

学
・
古
典
の
効
果
だ
つ
た
と
言
ふ
こ
と
を
、
沁
々
感
じ
、
自
分
の
専
門
だ
け
に
、

自
信
を
以
て
言
う
た
所
に
意
義
が
あ
る
。
だ
が
、
小
づ
く
り
に
出
来
て
ゐ
て
、

感
激
よ
り
も
、
機
智
の
出
て
来
る
傾
き
の
あ
る
の
が
、
く
ち
を
し
い
。
そ
の
擬

人
法
に
似
た
言
ひ
方
も
、
歌
が
ら
を
低
く
し
て
ゐ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併

し
考
へ
て
見
れ
ば
、
さ
う
ま
で
感
激
が
一
つ
有
様
で
、
作
物
に
続
く
と
い
ふ
こ

と
も
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、
か
う
し
た
起
伏
も
自
然
だ
、
と
言
へ
ば
言
は
れ
る
。

同
時
に
、
か
う
言
ふ
こ
と
も
言
へ
る
一
面
が
、
あ
り
は
す
ま
い
か
。
即
、
正
義

の
道
を
と
り
違
へ
て
、
江
戸
将
軍
に
誠
意
を
尽
す
を
正
し
と
す
る
様
な
判
断
が
、

古
書
・
古
学
に
疎
い
人
々
の
間
に
は
行
は
れ
て
ゐ
た
。
　
　
道
理
か
ら
言
へ
ば
、

さ
う
か
も
知
れ
ぬ
が
、
お
の
れ
等
に
近
い
真
実
は
こ
ゝ
に
あ
る
と
言
ふ
風
な
、

近
き
に
溺
れ
た
人
々
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
共
に
い﹅
ろ﹅
は﹅
か
ら
説
き
訓
す
や

う
な
事
も
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
勤
皇
の
為
の
啓
蒙
を
、
彼
は
そ
の
周
囲
に

集
る
人
に
は
し
て
居
た
の
だ
。
第
一
義
の
耿
々
の
志
を
叫
ぶ
の
で
な
く
、
諄
々

と
説
い
て
教
へ
る
と
謂
つ
た
歌
が
、
彼
に
は
相
当
に
あ
つ
て
、
其
が
多
少
歌
柄

を
落
し
た
と
い
へ
よ
う
。
だ
が
元
々
、
彼
の
歌
に
は
さ
う
言
ふ
側
も
あ
る
。
志

士
と
し
て
の
運
動
に
携
る
こ
と
の
な
か
つ
た
、
一
人
の
学
究
ら
し
い
所
が
、
其

所
に
も
顕
れ
て
ゐ
る
訣
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
武
士

　
　
尊
か
る
天
日
嗣








の
広
き
道
　
踏
ま
で
　
狭




き

道
ゆ
く
な
。
物
部






　
　
真
心
と
い
は
る
べ
し
や
は
。
真
ご
ゝ
ろ
も
、
正
し
き
道
に
よ
ら
で
尽
さ
ば

　
　
大
綱
と
　
天
日
嗣
を
先
と
り
て
、
も
ろ
〳
〵
の
目
を
編
む
国
と
知
れ

　
　
天
皇
に
　
身
も
た
な
知
ら
ず
　
真
心
を
つ
く
し
ま
つ
る
が
、
吾



国

道
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一
・
二
・
三
は
か
う
し
て
導
か
ね
ば
な
ら
ぬ
蒙
昧
な
武
士
の
、
ま
だ
多
か
つ
た

こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
他
藩
す
ら
、
此
と
同
じ
佐
幕
党
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。

況
し
て
、
福
井
ほ
ど
の
親
藩
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
江
戸
将
軍
に
感
謝
の
心
を
持

つ
た
者
も
、
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
見
当
に
狂
ひ
が
な
く
ば
、
此
連
作
も
、
其

頃
に
近
い
も
の
で
あ
ら
う
。
大
分
く
ど
い
所
は
あ
る
が
、
や
は
り
二
首
目
の
歌

に
、
境
遇
も
、
時
代
も
出
て
ゐ
る
。
達
意
は
達
意
で
も
、
「
大
綱
と
」
は
、
道

歌
に
近
い
も
の
言
ひ
で
あ
る
。
第
四
首
は
、
之
を
文
学
化
す
る
情
熱
が
足
ら
ぬ
。

此
も
亦
、
人
を
教
へ
る
と
言
ふ
目
的
に
煩
さ
れ
過
ぎ
て
、
文
学
を
失
う
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
示
人

　
○
君
臣







品
さ
だ
ま
り
て
　
動
か
ざ
る
神
国
と
い
ふ
こ
と
を
　
ま
づ
知
れ

此
歌
な
ど
は
、
当
時
ひ
と
ゝ
ほ
り
の
知
識
あ
る
者
で
な
く
て
は
、
君
は
天
子
、

臣
は
公
家
・
将
軍
・
諸
侯
、
殊
に
、
将
軍
を
さ
し
て
ゐ
る
の
だ
と
言
ふ
こ
と
は
、

明
ら
か
に
は
悟
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
多
少
学
に
入
り
立
つ
た
者
或
は
、
此

道
を
少
し
は
知
つ
た
者
に
、
与
へ
た
歌
に
相
違
な
い
。

曙
覧
の
歌
や
、
文
章
の
中
に
、
や
ゝ
心
得
難
い
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

今
ま
で
に
あ
げ
た
も
の
ゝ
外
に
、
存
外
王
事
に
関
聯
し
て
、
情
を
抒
べ
た
も
の
ゝ

少
い
こ
と
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
明
治
以
後
の
開
化
時
代
に
遇
う
た
古
学
者
ら

の
悲
憤
に
似
た
歌
の
、
既
に
相
当
に
あ
る
や
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

此
は
、
彼
自
身
も
自
覚
し
て
ゐ
た
や
う
に
、
国
事
を
憂
ふ
る
に
値
せ
ぬ
町
人
だ

つ
た
に
繋
ら
ず
、
其
で
も
相
応
に
、
慨





み
、
歎
き
は
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然

る
に
、
「
藁
屋
文
集
」
に
採
録
せ
ら
れ
た
消
息
文
な
ど
を
見
て
も
、
自
由
に
慷

慨
を
述
べ
た
も
の
も
あ
つ
て
よ
い
等
な
の
に
、
其
ほ
ど
感
じ
深
い
の
も
な
い
。

中
根
雪
江
に
与
へ
た
も
の
な
ど
に
は
、
殊
に
其
が
あ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
一

向
見
当
ら
な
い
の
は
、
一
往
思
う
て
見
て
よ
い
隠
れ
た
理
由
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

曙
覧
の
死
ん
だ
当
時
、
長
男
今
滋
は
二
十
三
で
あ
つ
た
。
「
榊
の
薫
」
な
ど
に

見
え
る
今
滋
の
作
物
は
、
た
と
ひ
曙
覧
の
添
刪
は
加
つ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
相

当
な
力
量
が
窺
は
れ
る
。
其
に
し
て
も
、
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
は
、
彼
の
自

撰
で
あ
る
。
今
滋
の
考
へ
は
加
つ
て
居
な
い
筈
で
あ
る
。
明
治
十
一
年
印
行
の

時
も
、
原
本
の
ま
ゝ
出
し
た
に
違
ひ
な
い
。
第
一
集
の
初
め
少
し
は
、
製
作
順

か
と
思
は
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
其
と
最
後
に
近
い
も
の
に
、
慶
応
三
・
四
年
の

も
の
が
多
い
と
言
ふ
ま
で
ゞ
、
年
代
順
に
排
列
し
た
も
の
と
は
、
ど
う
し
て
も

考
へ
ら
れ
な
い
。
さ
う
し
て
国
事
に
関
係
あ
る
も
の
は
、
四
集
・
五
集
に
纏
つ

て
ゐ
る
や
う
だ
が
、
尚
他
の
巻
に
も
ち
ら
ば
つ
て
ゐ
る
。
よ
つ
て
思
ふ
。
激
越

し
た
勤
皇
の
作
物
も
、
此
作
風
か
ら
は
、
必
多
か
つ
た
も
の
と
思
ふ
。
だ
が
世

態
の
推
移
が
、
予
め
測
り
難
か
つ
た
時
で
あ
る
。
若
し
亦
、
何
時
人
の
目
に
触

れ
て
、
禍
を
蒙
る
こ
と
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
多
く
さ
し
支
へ
な

い
も
の
を
列
ね
て
、
歌
集
・
文
集
を
編
ん
だ
も
の
と
見
る
考
へ
も
な
り
立
つ
。

此
想
像
が
当
つ
て
居
た
と
す
れ
ば
、
彼
の
持
つ
古
風
の
諷
詠
が
、
其
間
に
湮
滅

し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
感
は
、
歌
集
よ
り
も
、
文
集
に
お
い
て
更
に

深
ま
る
の
で
あ
る
。

何
し
ろ
、
雲
脚
の
変
幻
極
り
な
く
、
所
謂
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
時
代
の
相





で
あ

つ
た
。
か
の
天
日
を
直
に
仰
ぐ
喜
び
に
咽
び
な
が
ら
、
息
を
引
き
と
る
寸
前
ま

で
も
事
態
は
、
如
何
や
う
に
推
移
す
る
か
は
、
彼
等
の
知
識
か
ら
は
、
予
断
出

来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
其
転
変
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
苦
汁
は
、
春

嶽
と
、
其
か
ら
中
根
雪
江
等
、
知
己
の
大
身
も
、
舐
め
尽
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

曙
覧
は
、
そ
の
黒
い
目
に
も
其
を
見
、
苔
の
下
に
目
を
つ
ぶ
つ
て
か
ら
も
、
幾

度
か
く
り
返
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。
か
う
し
た
境
遇
の
多
く
は
、
彼
の
与

り
難
い
こ
と
で
も
あ
り
、
一
町
人
で
あ
つ
た
彼
に
は
感
じ
も
出
来
な
い
こ
と
だ
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つ
た
に
違
ひ
な
い
。
其
で
も
、
さ
う
し
た
細
か
な
気
の
つ
か
ぬ
雪
江
等
で
は
な

い
。
又
目
前
に
橋
本
左
内
等
の
事
を
見
聞
き
し
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
と

ひ
之
を
町
人
の
感
情
に
飜



し
て
見
て
も
、
相
応
な
衝
動
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。

武
士
に
接
し
て
、
武
家
魂
に
触
れ
た
で
も
あ
ら
う
が
、
根
は
久
し
い
町
人
の
家

の
子
で
あ
る
。
感
じ
き
れ
な
い
も
の
が
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
此
点
で
は
、
福

井
藩
の
人
々
と
、
悲
し
み
を
頒
つ
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
し
、
又
さ

う
し
た
事
を
う
ち
明
け
て
、
一
町
人
に
謀
ら
ふ
程
、
福
井
藩
も
、
小
く
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
と
も
か
く
も
、
彼
個
人
と
し
て
は
此
激
し
い
動
乱
の
間
に
あ
つ
て
、
処
理

す
べ
き
も
の
は
処
理
す
る
必
要
を
覚
え
た
に
違
ひ
な
い
。
慷
慨
あ
ま
つ
て
忌
諱

に
触
れ
さ
う
な
作
物
に
は
、
序
詞
を
書
き
潜
め
て
、
題
意
を
仄
か
に
す
る
事
に

努
め
た
で
あ
ら
う
し
、
又
作
物
自
ら
あ
ま
り
露
は
に
意
趣
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、

省
き
隠
し
た
こ
と
も
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
其
故
に
こ
そ
、
今
あ
る
曙
覧
自
撰

の
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
が
、
一
面
あ
ま
り
に
文
学
式
な
、
又
享
楽
態
度
に
見

え
る
側
が
、
目
立
つ
の
か
も
知
れ
な
い
。

元
来
、
国
学
者
の
思
想
に
も
、
時
代
の
推
移
が
あ
つ
た
の
で
、
賀
茂
・
本
居
両

翁
並
び
に
其
息
の
濃
く
か
ゝ
つ
た
人
た
ち
の
間
に
は
、
尊
皇
か
ら
、
引
い
て
は

攘
夷
に
到
る
情
熱
は
見
え
て
も
、
討
幕
の
気
は
わ
り
に
薄
く
、
却
て
、
江
戸
讃

美
に
傾
く
も
の
す
ら
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
が
す
つ
か
り
面
目
を
改
め
た
の
は
、

平
田
門
の
人
々
に
初
ま
る
と
見
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
勿
論
此
に
は
、
例
外
と

も
言
ふ
べ
き
人
々
も
あ
つ
た
こ
と
は
否
ま
れ
な
い
。
曙
覧
は
、
伝
統
か
ら
言
へ

ば
、
伴
蒿
蹊
門
か
ら
宣
長
門
に
入
り
、
更
に
大
平
に
学
ん
だ
田
中
大
秀
の
弟
子

で
あ
る
。
学
風
も
亦
自
ら
、
平
和
な
殿
人






風
の
も
の
を
伝
へ
た
で
あ
ら
う
。
古

代
は
古
代
、
現
代
は
現
代
、
そ
の
い
に
し
へ
の
姿
を
正
し
く
伸
べ
て
来
た
の
が
、

今
の
世
の
あ
り
さ
ま
だ
と
す
る
、
存
在
其
自
体
を
是
認
す
る
一
般
の
学
風
が
、

彼
に
も
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
だ
か
ら
、
橋
本
景
岳
風
な
西
洋
を
知
り
過
ぎ
た

態
度
に
は
、
面
を
背
け
た
で
あ
ら
う
が
、
大
体
に
お
い
て
時
代
と
し
て
は
、
温

和
な
思
想
を
抱
い
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。
又
、
其
が
福
井
藩
上
層
の
指
導
精
神

で
も
あ
つ
た
ゞ
ら
う
。

か
う
言
ふ
時
代
で
は
、
少
し
の
類
似
が
相
牽
く
と
共
に
、
瑣
細
な
相
違
が
亦
、

甚
し
く
相
撥
ね
る
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
慶
応
か
ら
明
治
へ
か
け
て
、
と
も

か
く
あ
れ
ほ
ど
は
た
ら
い
た
春
嶽
・
雪
江
等
主
従
が
、
わ
り
に
幸
福
な
風
に
見

え
ぬ
の
も
、
此
為
で
あ
り
、
春
嶽
が
自
ら
、
曙
覧
の
藁
屋
を
訪
れ
、
雪
江
が
屡

世
間
外
の
誼
み
を
彼
に
示
し
た
の
も
亦
、
此
為
で
あ
ら
う
。
単
に
索
漠
た
る
辺

土
の
領
国
に
、
纔
か
に
見
出
し
た
芸
の
緑
地
と
し
て
、
彼
を
見
た
と
ば
か
り
も

考
へ
ら
れ
な
い
。
当
時
の
福
井
藩
は
、
猶
他
藩
と
同
じ
や
う
に
、
必
し
も
打
て

ば
響
く
と
言
ふ
ほ
ど
に
は
、
春
嶽
の
思
想
に
靡
く
者
ば
か
り
で
は
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。
而
も
、
雪
江
の
斡
旋
に
よ
つ
て
、
曾
て
は
平
田
の
門
も
の
ぞ
き
、
現

に
宣
長
の
孫
弟
子
の
資
格
を
得
て
、
地
方
と
し
て
は
、
重
く
見
ら
れ
た
彼
で
あ

る
。
謂
は
ゞ
、
郷
土
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
名
物
に
な
り
初
め
て
居
た
彼
で
あ

る
。
さ
す
れ
ば
、
藩
主
が
之
に
、
恵
み
を
垂
れ
よ
う
と
す
る
の
は
あ
る
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
併
し
既
に
此
頃
の
春
嶽
は
、
心
国
事
に
忙
し
く
、
宗
家
徳
川
の
運

が
、
長
閑
に
見
過
さ
れ
ず
な
つ
て
る
こ
と
は
切
に
感
じ
て
ゐ
た
。
田
安
か
ら
入

つ
て
、
越
前
家
を
嗣
い
だ
彼
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
西
洋
事
情
に
通
じ
た
左
内
の

影
響
の
多
か
つ
た
彼
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
自
ら
前
代
凡
庸
の
諸
侯
が
懐
抱
せ
な

か
つ
た
、
複
雑
な
内
容
を
心
に
持
つ
て
来
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。
だ
か
ら
恐
ら

く
、
曙
覧
の
如
き
は
、
一
隠
士
の
稍
抽
ん
で
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ら

う
が
、
固
よ
り
其
以
上
に
考
へ
ら
れ
る
訣
も
な
い
の
で
あ
る
。
或
は
思
ふ
。
曙

覧
こ
そ
、
か
う
し
た
春
嶽
主
従
の
思
想
の
影
響
を
、
自
ら
の
教
養
の
上
に
移
し

育
て
た
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
其
だ
け
で
も
、
世
に
碌
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々
と
し
て
居
た
和
学
者
輩
に
比
べ
れ
ば
、
彼
の
学
者
と
し
て
、
又
文
学
者
と
し

て
の
優
れ
た
位
置
を
占
む
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
。
彼
の
　
　
成

績
を
多
く
遺
さ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
　
　
学
は
根
柢
の
あ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

さ
う
し
て
更
に
、
彼
の
文
学
は
、
此
根
柢
に
根
ざ
し
て
、
力
強
い
も
の
を
表
現

し
て
居
た
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
力
強
さ
の
現
れ
る
所
、
或
は
彼
自
身
す
ら
、

う
つ
か
り
疑
ひ
の
目
を
睜
る
者
に
触
れ
る
こ
と
の
危
険
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
所

が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
其
為
に
こ
そ
、
其
集
の
作
物
の
排
列
が
、
前
後
を
濫
り

に
し
た
痕
を
残
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
同
時
に
又
其
が
、
彼
に
あ
る
べ
く
し

て
存
し
な
い
こ
と
の
い
ぶ
か
し
い
　
　
、
時
勢
に
向
け
て
の
激
越
し
た
文
章
・

和
歌
の
整
理
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
仄
め
か
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
あ
る
時

　
　
何
ご
と
も
時
ぞ
と
念
ひ
、
わ
き
ま
へ
て
　
み
れ
ど
、
心
に
か
ゝ
る
世
の
中

　
　
忘





む
と
思
へ
ど
、
し
ば
し
わ
す
ら
れ
ぬ
歎
き
の
中
に
、
身
は
は
て
ぬ
べ
し

仮
り
に
同
じ
趣
き
の
、

　
　
水
車
　
こ
ろ
も
縫
ふ
世
と
な
り
に
け
り
。
岩
根
　
木
根
立









　
物
言
ひ
い
で

　
　
む

お
な
じ
く
、
「
あ
る
時
」
と
題
し
た
作
物
で
あ
る
。
題
は
、
あ
る
時
の
感
慨
を

述
べ
た
こ
と
を
示
し
た
に
し
て
も
、
前
の
二
首
に
は
、
題
と
し
て
韜
晦
め
い
た

口
つ
き
が
現
れ
て
ゐ
る
。
此
だ
け
の
詞
書
き
で
は
、
誰
に
も
、
そ
れ
の
出
来
た

境
涯
は
、
完
全
に
は
察
せ
ら
れ
ま
い
。
而
も
「
何
ご
と
も
」
の
方
は
、
「
…
…

念
ひ
わ
き
ま
へ
て
」
だ
の
「
…
…
み
れ
ど
心
に
か
ゝ
る
世
の
中
」
な
ど
言
ふ
句

々
の
相
関
か
ら
来
る
語
感
は
、
相
当
に
卑
俗
な
も
の
が
あ
る
。
か
う
し
た
調
子

が
出
た
の
は
、
心
が
可
な
り
く
づ
ほ
れ
、
め
い
り
こ
ん
で
ゐ
た
時
に
相
違
な
い
。

其
く
ど
き
言



ら
し
い
低
調
が
、
別
に
あ
る
風
情
を
見
せ
て
ゐ
る
。
だ
が
其
か
と

言
つ
て
、
其
が
此
歌
を
よ
く
し
て
居
る
の
で
は
、
決
し
て
な
い
。
此
低
調
は
到

底
、
国
を
憂
ふ
る
ま
す
ら
雄
の
歎
き
を
こ
め
た
も
の
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
何

か
身
辺
雑
事
に
対
す
る
あ
き
ら
め
と
、
執
著
と
を
言
つ
た
も
の
と
言
ふ
風
に
と

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
「
時
ぞ
と
念
ひ
…
…
」
か
ら
考
へ
る
と
、
時
運
の

未
、
熟
せ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
趣
き
で
あ
る
。
「
忘
む
と
」
の
歌
は
、
下
の

句
が
相
当
特
殊
な
心
を
語
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
、
其
と
共
に
、
俗
臭
を
脱
し

て
は
ゐ
る
。
が
、
「
し
ば
し
」
と
言
ふ
語
を
挿
ん
だ
理
由
が
訣
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

彼
の
練
達
し
た
技
術
が
、
ど
う
か
す
れ
ば
、
事
も
な
げ
に
、
併
し
亦
、
感
激
の

乏
し
い
、
さ
う
し
て
又
、
通
俗
と
言
ふ
点
で
人
々
に
喜
ば
れ
る
語
句
を
形
づ
く

る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
此
と
て
も
、
慷
慨
の
志
の
酬
い
ら
れ
ぬ
間
に
、
解

決
の
つ
き
さ
う
も
な
い
大
事
を
控
へ
た
ま
ゝ
で
、
我
が
身
ま
づ
果
て
る
だ
ら
う
、

と
悲
し
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
が
、
其
程
痛
切
に
は
来
な
い
。

水
車
の
方
は
、
あ
る
時
と
言
う
て
は
ゐ
る
が
、
「
偶
感
」
と
題
し
て
も
よ
い
程

の
も
の
で
あ
る
。
併
し
歌
自
身
は
、
ほ﹅
ね﹅
つ﹅
ぽ﹅
い﹅
所
を
持
つ
て
ゐ
る
。
機
械
力

に
対
す
る
理
会
な
く
、
文
化
社
会
に
な
り
行
か
う
と
す
る
の
に
反
感
を
持
つ
た

様
子
が
、
露
骨
に
出
て
ゐ
る
。
岩
根
・
木
根
立
物
言
ふ
時
代
は
、
日
神
隠
れ
給

ひ
、
草
木
に
到
る
ま
で
妖
言
を
発
し
た
。
そ
の
や
う
に
、
こ
ん
な
不
思
議
の
行

は
れ
る
　
　
妖
術
を
と
き
め
か
す
や
う
な
時
代
に
は
、
つ
い
で
万
妖
悉
く
起
る

に
到
る
だ
ら
う
と
言
ふ
の
で
あ
つ
て
、
も
と
よ
り
珍
奇
な
物
に
接
し
て
の
喜
び

を
歌
う
た
も
の
で
は
な
い
。
謂
は
ゞ
、
新
文
化
に
対
す
る
呪
ひ
の
詞
で
あ
る
。

こ
の
西
洋
嫌
ひ
は
、
だ
が
決
し
て
彼
一
人
で
は
な
か
つ
た
。
世
間
一
般
が
新
し

く
て
よ
い
も
の
を
、
善
し
と
認
め
る
に
到
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
〳
〵
年
月
が
、

い
つ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此
歌
で
見
る
と
、
正
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
根

柢
あ
る
物
言
ひ
ら
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
古
典
か
ら
来
る
力
強
い
一
種

の
表
現
論
理
な
の
で
あ
る
。

勿
論
「
あ
る
時
」
の
題
の
あ
る
も
の
が
、
皆
さ
う
し
た
傾
向
な
の
で
は
な
い
。
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「
を
り
に
ふ
れ
て
よ
め
る
」
と
謂
ふ
単
な
る
偶
感
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
あ
る
時

　
　
友
ほ
し
く
　
何
お
も
ひ
け
む
。
歌
と
い
ひ
、
書
と
い
ふ
友
あ
る
　
我
に
し

　
　
て

　
　
草

※







　
さ
ひ
づ
り
め
ぐ
る
朝
す
ゞ
め
　
寝
耳
に
聞
き
て
、
時
う
つ
す
か

　
　
な

　
　
ひ
よ
り
ぞ
と
　
思
ひ
て
出
づ
れ
ば
、
風
さ
む
し
。
全



く
好
き
日
は
、
日
に

　
　
も
得
が
た
し

　
　
私
の
無
き
空
に
す
ら
、
全
く
よ
き
日
は
乏
し
き
を
　
人
は
い
は
ん
や

如
何
に
も
偶
感
に
よ
る
偶
成
ら
し
く
、
お
の
れ
自
ら
も
、
お
の
れ
に
囚
は
れ
る

こ
と
な
く
、
極
め
て
ひ
ろ
／
″
＼
と
し
た
気
持
ち
に
、
詠
み
出
で
ゝ
ゐ
る
。

第
一
首
は
、
類
型
で
も
あ
り
、
又
其
を
幾
分
か
抜
け
出
た
所
は
下
句
に
見
え
る

が
、
畢
竟
か
う
し
た
歌
は
、
作
者
を
背
景
と
し
、
註
釈
と
す
る
こ
と
で
、
価
値

に
増
減
の
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
首
も
、
全
く
類
型
は
な
い
訣
で
は

な
い
。
が
、
「
さ
ひ
づ
り
め
ぐ
る
」
だ
の
、
「
寝
耳
に
聞
き
て
」
な
ど
が
、
懶

さ
を
見
せ
て
新
味
を
覚
え
さ
せ
る
。
其
よ
り
も
、
第
五
句
自
身
と
、
其
配
置
が
、

此
歌
を
出
色
な
も
の
と
し
て
ゐ
る
。
第
三
首
は
、
下
句
が
全
く
抽
象
に
な
つ
た

上
に
、
如
何
に
も
物
言
ひ
が
常
識
を
出
で
な
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
が
、
歌

と
し
て
見
る
上
は
、
上
句
も
よ
く
、
下
句
は
今
少
し
勝
れ
て
ゐ
る
。
た
ゞ
其
が

離
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
の
で
、
　
　
之
を
接
触
さ
せ
て
感
じ
よ
う
と
す
る
と
、
道
歌

め
い
た
印
象
を
受
け
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
。
此
歌
に
曙
覧
と
し
て
の
よ
さ
を

保
た
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
上
下
句
の
繁
り
の
緊
密
を
緩
め
て
感
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
ふ
。
「
私
の
無
き
」
と
言
ひ
出
し
た
第
四
首
は
、
ま
づ
概
念
め
い
た

も
の
を
感
じ
る
の
だ
が
、
此
と
て
曙
覧
の
語
感
や
、
語
勢
を
考
へ
に
お
い
て
見

れ
ば
、
棄
て
ら
れ
ぬ
よ
さ
は
、
持
つ
て
居
る
。
殊
に
「
人
は
い
は
ん
や
」
の
様

な
、
無
成
算
な
、
技
工
の
隙
き
間
か
ら
、
突
如
と
し
て
出
て
来
た
、
半
成
の
新

技
法
を
見
る
と
、
さ
す
が
だ
と
は
思
ふ
。
此
漢
文
く
づ
し
と
国
文
脈
と
の
間
に

醸
さ
れ
る
あ
る
混
成
感
、
前
の
「
…
…
日
は
、
日
に
も
得
が
た
し
」
も
、
其
か

ら
来
る
好
感
が
人
を
牽
く
の
で
あ
る
。
之
を
又
、
曙
覧
全
体
に
お
し
ひ
ろ
げ
て

も
、
彼
の
作
品
の
よ
さ
は
、
此
点
が
余
程
与
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
尚
此
歌

に
託





け
て
言
ひ
た
い
の
は
、
曙
覧
の
格
調
の
一
種
の
流
動
性
で
あ
る
。
「
…
…

全
く
よ
き
日
は
乏
し
き
を
…
…
」
、
か
う
し
た
あ
る
人
々
に
は
快
い
流
暢
な
、

近
代
の
散
文
質
を
実
に
多
く
含
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
「
今
も
世
に
い
ま
さ
れ

ざ
ら
む
よ
は
ひ
に
も
あ
ら
ざ
る
も
の
を
」
「
髪
白
く
な
り
て
も
親
の
あ
る
人
も

多
か
る
も
の
を
…
…
」
此
一
例
を
と
つ
て
も
知
れ
る
や
う
に
、
曙
覧
の
親
し
み

易
さ
、
又
曙
覧
の
自
由
暢
達
を
思
は
せ
る
も
の
だ
が
、
ど
う
も
や
は
り
、
此
人

の
歌
の
質
に
お
け
る
大
き
な
弱
点
に
も
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
。

其
等
は
閑
話






と
し
て
措
く
で
あ
ら
う
。
「
あ
る
時
」
の
傾
向
の
詞
書
き
は
、
色

々
あ
る
。

　
　
　
　
　
ひ
と
り
ご
と
に

　
　
幽
世






に
入
る
と
も
、
吾
は
　
現
世






に
在
る
と
ひ
と
し
く
　
歌
を
よ
む
の
み

　
　
歌
よ
み
て
遊
ぶ
外
な
し
。
吾
は
た
ゞ
　
天



に
あ
り
と
も
　
地



に
あ
り
と
も

文
学
に
お
け
る
自
然
主
義
を
通
過
し
た
後
の
今
人
は
、
寧
、
あ
る
点
素
朴
で
あ

る
。
其
よ
り
前
の
人
は
、
や
は
り
文
学
の
為
の
擬
態
と
い
ふ
べ
き
も
の
が
あ
つ

た
。
昔
ほ
ど
、
其
が
見
ら
れ
る
。
漢
文
学
に
よ
つ
て
導
か
れ
た
文
人
に
は
、
何

と
し
て
も
、
高
士
と
謂
つ
た
気
位
の
、
作
物
の
上
に
誇
示
せ
ら
れ
る
事
が
避
け

ら
れ
な
か
つ
た
。
曙
覧
ほ
ど
の
人
で
あ
り
、
又
歌
そ
の
物
を
見
て
も
、
さ
し
て

其
が
あ
る
と
も
思
へ
ぬ
が
、
尚
此
歌
を
直
に
心
に
移
し
て
、
曙
覧
の
印
象
を
作

つ
て
は
な
ら
ぬ
気
が
す
る
。
勿
論
此
だ
け
の
覚
悟
も
あ
り
、
又
其
よ
り
も
更
に

執
著
が
あ
り
、
も
つ
と
〳
〵
気
稟
の
高
さ
は
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
併
し
、
彼
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の
友
常
見
野
梅
と
の
交
際
な
ど
を
中
心
に
し
て
見
る
と
、
極
め
て
安
易
な
気
持

ち
も
多
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
だ
が
、
彼
の
生
活
及
び
性
格
が
、
記
録
・

伝
聞
に
よ
つ
て
考
へ
ら
れ
る
よ
り
も
、
彼
の
残
し
た
作
物
に
よ
つ
て
組
み
立
て

る
外
の
な
い
今
か
ら
は
、
作
物
に
現
れ
た
彼
を
、
凡
彼
其
人
と
見
て
行
く
よ
り

外
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
文
学
を
通
し
て
見
る
曙
覧
は
、
此
が
そ
の
真

の
声
、
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
第
一
首
は
、
語
り
過
ぎ
て
、
散
文
よ
り
先
の

深
さ
に
入
る
こ
と
が
少
い
。
第
二
首
は
、
や
は
り
下
の
句
に
な
つ
て
放
散
し
過

ぎ
た
嫌
ひ
は
あ
る
が
、
其
だ
け
に
あ
る
旧
風
な
が
ら
深
い
文
学
味
の
、
其
句
に

感
じ
ら
れ
る
点
が
優
れ
て
ゐ
る
。
次
の
世
を
語
る
に
し
て
は
、
「
遊
ぶ
外
な
し
」

が
、
空
想
を
欠
い
た
表
現
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
現
世
に
持
つ
て
来
ね
ば
、
思

惟
も
出
来
ぬ
現
実
派
の
文
人
だ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
兼
ね
て
は
又
、
写

生
主
義
以
前
に
夙
く
、
彼
の
あ
る
点
ま
で
写
実
態
度
を
持
つ
て
ゐ
た
原
因
で
も

あ
る
の
だ
ら
う
。
彼
は
町
人
で
あ
る
。
さ
う
し
て
隠
士
と
し
て
、
広
い
世
間
の

事
に
か
け
て
は
、
春
嶽
・
雪
江
の
持
つ
だ
け
の
知
識
は
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。

だ
か
ら
切
迫
し
た
時
代
の
と
よ
み
の
中
に
、
か
う
し
た
「
ひ
と
り
ご
と
」
も
嘯

い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
此
歌
の
前
に
あ
る
連
作
が
七
首
。

　
　
　
　
　
赤
心
報
国

　
　
真
荒
男









が
朝
廷





思
ひ
の
忠

実

心
　
眼

を
血
に
染
め
て
、
焼
刃





見
澄
ま
す

　
　
国
の
た
め
念
ひ
痩
せ
つ
る
腸
を
　
筆
に
そ
む
と
て
、
吾
が
世
ふ
か
し
つ

　
　
仇
に
向
き
　
※



た
ゝ
き
け
む
古
人






に
　
な
ら
ひ
て
こ
そ
は
、
国
に
仕
へ
め

　
　
正
宗
の
大
刀
の
刃

よ
り
も
、
国
の
た
め
　
す
る
ど
き
筆
の
鉾
揮



ひ
み
む

　
　
国
を
思
ひ
寝
ら
れ
ざ
る
夜
の
　
霜
の
色
。
月
さ
す
窓
に
見
る
　
剣
か
な

　
　
国
汚
す
奴





あ
ら
ば
と
　
大
刀
抜
き
て
　
仇
に
も
あ
ら
ぬ
壁
に
物
い
ふ

　
　
松
の
葉
の
夜
お
つ
る
に
も
　
耳
た
て
つ
。
枝
な
ら
さ
ゞ
る
世
と
は
、
お
も

　
　
へ
ど

曙
覧
に
は
、
か
う
し
た
態
度
が
、
常
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
は
、
題
材
が

現
実
で
あ
る
か
、
類
型
式
な
知
識
と
も
言
ふ
べ
き
空
想
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
一
往
絵
様
に
構
図
し
て
見
て
歌
ふ
と
謂
つ
た
風
で
あ
る
。
　
　
此
は
一

つ
は
、
彼
の
こ﹅
く﹅
め﹅
い﹅
な﹅
言
語
技
術
が
、
さ
う
し
た
感
じ
を
深
く
も
さ
せ
る
の

だ
ら
う
が
　
　
さ
う
考
へ
て
見
る
が
、
よ
い
様
で
あ
る
。
此
な
ど
も
、
自
分
か

ら
出
て
絵
に
な
り
、
絵
が
再
戻
つ
て
自
身
に
入
つ
て
来
る
と
謂
つ
た
形
を
と
つ

て
ゐ
る
の
で
、
一
々
が
絵
様
見
た
様
に
な
つ
て
、
心
に
反
芻
せ
ら
れ
て
来
る
訣

な
の
だ
。
そ
こ
に
、
内
容
と
は
又
別
な
、
あ
る
悠
揚
と
し
て
、
信
頼
の
出
来
る

も
の
を
感
じ
さ
せ
て
る
の
で
あ
る
。
「
眼
を
血
に
染
め
て
」
な
ど
は
、
上
乗
の

技
法
で
あ
つ
て
、
平
凡
な
第
五
句
を
力
強
い
も
の
に
し
て
ゐ
る
。
と
同
時
に
、

二
三
句
殊
に
第
三
句
が
、
中
心
か
ら
跳
ね
出
し
て
し
ま
う
た
嫌
ひ
も
あ
る
。

「
国
の
た
め
」
も
、
三
句
と
四
句
と
の
離
れ
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
其
も
五
句
が
、

す
つ
か
り
方
角
を
換
へ
て
ゐ
る
為
に
、
欠
陥
は
そ
ち
ら
へ
移
つ
て
し
ま
つ
た
や

う
に
見
え
る
。
が
、
や
は
り
欠
点
は
、
毛
ほ
ど
の
も
の
で
も
感
覚
に
残
る
。
と

も
か
く
「
吾
が
世
ふ
か
し
つ
」
は
、
夜
更
け
ま
で
起
き
て
居
た
こ
と
な
の
で
は

な
い
。
老
い
を
覚
え
る
ま
で
、
憂
国
の
磊
嵬
を
紙
の
上
に
書
き
苦
し
ん
だ
、
と

い
ふ
境
遇
を
空
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
わ
が
齢

老

け
た
る
を
、
夜
深
く
覚
ゆ

る
と
言
ふ
懸
け
詞
で
も
な
く
て
、
而
も
気
分
だ
け
は
や
は
り
そ
れ
に
這
入
つ
て

ゐ
る
。
言
語
の
効
果
多
い
技
術
の
対
立
し
て
ゐ
る
の
が
、
此
歌
の
不
統
一
感
を

な
し
て
ゐ
る
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
「
国
の
た
め
念
ひ
痩
せ
つ
る
」
も
「
…
…

痩
せ
つ
る
腸
を
筆
に
そ
む
と
て
」
も
「
吾
が
世
ふ
か
し
つ
」
も
、
皆
独
立
さ
せ

て
見
れ
ば
、
心
牽
か
れ
る
句
に
は
違
ひ
な
い
。
だ
が
其
だ
け
に
、
一
首
の
格
調

の
上
に
擾
乱
が
起
る
の
で
あ
る
。
「
仇
に
向
き
」
、
此
は
、
古
人
伊
企
儺
を
、

心
の
上
に
活
し
て
来
る
熱
情
が
足
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
語
だ
け
は
、
「
仇

に
向
き
」
と
言
ひ
「
※



た
ゝ
き
け
む
古
人
に
…
…
」
と
言
ひ
、
き
つ
ぱ
り
し
た
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古
朴
を
持
つ
て
居
る
の
だ
が
、
語
だ
け
で
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
も
の
ゝ
あ
る

こ
と
を
教
へ
て
ゐ
る
や
う
だ
。
「
正
宗
の
」
、
根
岸
派
発
足
時
代
の
低
徊
し
た

表
現
が
、
既
に
こ
ゝ
に
出
て
ゐ
る
。
「
国
を
思
ひ
」
は
、
彼
の
剣
歌
の
中
の
最

平
明
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
興
味
が
外
に
向
ひ
過
ぎ
て
、
浅
く
な
つ
て
ゐ

る
。
で
も
、
新
派
短
歌
発
生
時
代
に
は
、
こ
ゝ
ま
で
も
、
行
つ
て
居
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
「
国
汚
す
」
、
曙
覧
の
一
つ
の
重
要
な
特
殊
形
式
な
の
だ
が
、
其

に
必
伴
ふ
、
顧
み
て
他
を
言
ふ
と
謂
つ
た
所
も
、
は
つ
き
り
出
て
居
る
。
慷
慨

を
主
題
と
す
る
叙
事
詩
で
、
決
し
て
そ
の
抒
情
詩
で
は
な
い
。
以
上
六
首
は
、

彼
が
客
観
質
を
深
く
持
つ
た
人
な
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
か
う
し

た
題
材
を
、
叙
事
式
に
で
も
、
こ
ゝ
ま
で
糶

り
上
げ
て
来
る
感
激
の
、
彼
の
胸

中
に
潜
む
こ
と
を
窺
は
し
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
単
な
る
慨
世
の
詠
と
見
る
の
は

足
ら
ぬ
が
、
同
時
に
全
く
情
熱
の
な
い
も
の
と
見
る
の
も
正
し
く
な
い
。
其
は

他
の
方
面
か
ら
、
一
言
に
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
叙
事
詩
な
ど
を
興

味
の
外
に
置
い
た
此
代
の
人
で
あ
り
乍
ら
、
か
う
言
ふ
題
材
を
選
ぶ
こ
と
の
多

か
つ
た
の
は
、
彼
の
傾
向
ば
か
り
で
な
く
、
其
道
義
感
と
、
文
学
と
の
結
び
つ

き
方
の
、
特
殊
性
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
で
も
言
へ
ば
、
足
る
だ
ら

う
か
。
最
後
の
「
松
の
葉
の
」
は
、
彼
の
日
常
の
平
和
な
安
住
生
活
に
還
つ
た

直
後
の
正
直
な
心
で
あ
る
が
、
其
だ
け
に
何
や
ら
、
背
越
し
に
擲
げ
出
さ
れ
た

気
が
す
る
。
「
…
…
夜
お
つ
る
に
も
」
に
は
、
一
つ
の
力
を
感
じ
る
が
、
一
首

全
く
常
人
常
時
の
も
の
言
ひ
で
あ
る
。
だ
が
或
は
思
ふ
。
さ
う
し
た
歌
な
ら
ば
、

こ
ゝ
に
列
ね
る
訣
は
な
い
。
何
か
の
意
味
で
、
連
作
か
ら
放
す
こ
と
が
出
来
な

か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
其
で
、
今
一
往
反
省
し
て
見
る
。
此
歌
の
持
つ
て
ゐ
る

類
型
風
の
物
言
ひ
の
間
に
、
何
や
ら
潜
む
不
安
な
、
人
を
窺
ふ
様
な
所
に
心
づ

く
も
の
は
な
い
か
。
さ
う
し
て
考
へ
る
と
、
此
長
く
治
平
を
保
つ
て
来
た
世
で

あ
り
、
又
さ
う
願
つ
て
ゐ
る
の
だ
け
れ
ど
、
耳
は
、
あ
る
擾
乱
の
響
き
を
期
待

し
て
ゐ
る
。
ふ﹅
と﹅
の
音
に
も
、
か
の
音
か
と
思
ふ
、
と
言
ふ
彼
の
衷
心
の
仰
望

と
も
言
ふ
べ
き
も
の
を
、
蔵
し
た
一
首
だ
、
と
見
る
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
故
ら
に
調
子
を
し
づ
め
、
声
を
お
と
し
た
為
に
、
か
う
し
た
凡
庸
な
外
見

の
作
物
と
な
つ
た
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
詞
書
き
と
、
即
か
ず
離
れ
ず
の
や
う
な

形
で
よ
ま
れ
た
剣
の
歌
が
、
最
後
に
な
つ
て
、
ぴ
つ
た
り
赤
心
報
国
の
意
を
暗

示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯
外
夷
を
悪
む
と
謂
つ
た
風
に
解
釈
の
出
来
る
外
貌

の
中
に
も
、
長
く
続
い
た
苟
安
の
世
の
転
変
を
思
う
て
ゐ
る
も
の
が
、
一
つ
〳

〵
寓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
彼
は
町
人
で
あ
る
。
隠
士
で
あ
る
。
同

時
に
、
平
田
派
の
灌
頂
を
受
け
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
素
質
か
ら
し
て
、
本
居
派

の
学
風
を
遵
奉
す
る
人
で
あ
る
。
事
実
亦
、
当
時
の
本
居
派
の
地
方
学
者
の
傾

向
を
著
し
く
見
せ
て
ゐ
る
一
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
常
の
思
想
は
、
極
め
て
平
穏

で
あ
つ
て
、
而
も
時
と
し
て
は
、
独
り
潜
か
に
燃
え
る
所
を
持
つ
て
居
た
に
相

違
な
い
。
だ
か
ら
、
生
活
と
文
学
と
は
、
並
行
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

場
合
並
行
し
乍
ら
、
内
に
潜
む
熱
と
な
つ
て
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
い
ふ
形

に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
失
題

　
　
何
わ
ざ
も
、
我
が
国
体






に
あ
ひ
あ
は
ず
　
痛
く
重



み
し
物
す
べ
き
な
り

　
　
ま
の
あ
た
り
　
た
よ
り
よ
げ
な
る
事
が
ら
も
、
後
に
到
り
て
　
さ
あ
ら
ぬ

　
　
が
多
し

　
　
恐
る
べ
し
。
末
世






か
け
て
　
国
体






に
　
兎
毫





ば
か
り
も
、
疵
の
こ
さ
じ
と

　
　
事
に
よ
り
、
彼
が
善
き
事
も
ち
ふ
と
も
、
こ
ゝ
ろ
さ
へ
に
は
、
う
ち
か
た

　
　
ぶ
く
な

　
　
其
の
わ
ざ
を
取
り
用
ふ
れ
ば
、
自




ら

　
心
も
そ
れ
に
う
つ
る
恐
れ
あ
り

　
　
目
の
ま
へ
の
事
い
ふ
な
ら
ず
。
禍
の
遺
ら
む
末
の
世
を
　
思
ふ
な
り

　
　
潔




き

神
国
の
風



　
け
が
さ
じ
と
　
こ
ゝ
ろ
く
だ
く
か
。
神
国
の
人
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此
も
失
題
と
い
ふ
程
の
も
の
で
は
な
い
。
唯
序
を
書
け
ば
、
長
く
な
り
過
ぎ
さ

う
だ
と
い
ふ
だ
け
の
こ
と
の
や
う
に
も
見
え
る
。
歌
に
は
攘
夷
の
情
熱
と
い
ふ

よ
り
、
西
洋
文
化
の
、
武
器
と
い
ひ
、
機
械
工
業
と
い
ひ
、
段
々
入
り
込
ん
で

来
る
の
に
憂
ひ
を
持
つ
て
、
末
は
ど
う
な
つ
て
行
く
こ
と
か
、
と
御
国
の
後
の

姿
を
観
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
古
典
を
生
活
の
指
標
と
し
、
古
典
を
内
生
活
に
宿

さ
う
と
努
め
た
国
学
者
の
一
人
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
当
然
深
く
さ
う
し
た
憂
ひ

を
抱
い
た
に
違
ひ
な
い
。
此
が
、
明
治
の
御
代
に
な
つ
て
も
、
尚
長
く
続
い
て
、

　
　
橿
原
の
宮
に
還
る
と
思
ひ
し
は
、
あ
ら
ぬ
夢
に
て
　
あ
り
け
る
も
の
を
　

　
　
　
矢
野
玄
道

一
層
深
刻
な
叫
び
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
新
旧
の
交
替
ほ
ど
目
眩





は
し
い
も

の
は
な
い
。
其
復
古
の
情
熱
と
共
に
、
更
に
新
し
い
文
芸
復
興
の
時
代
が
来
る

こ
と
を
、
明
治
二
十
年
代
の
国
学
者
は
夢
想
も
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
し
、
明

治
聖
朝
の
稜
威





に
浴
す
る
か
せ
ぬ
か
に
、
此
世
を
去
つ
た
曙
覧
の
、
ま
だ
旧
時

代
の
夢
深
か
つ
た
此
歌
製
作
時
代
に
は
、
固
よ
り
空
想
も
し
な
か
つ
た
こ
と
で

あ
ら
う
。
唯
、
か
う
し
た
文
物
が
輸
入
せ
ら
れ
初
め
て
、
や
が
て
此
国
は
悉
く
、

其
に
風
化
せ
ら
れ
て
行
き
さ
う
に
見
え
た
ゞ
け
に
、
深
い
杞
憂
を
感
じ
た
に
違

ひ
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
か
う
し
た
新
文
化
を
と
り
入
れ
た
の
も
、
政
権
を
申

し
た
江
戸
将
軍
の
責
任
と
し
か
、
世
間
は
考
へ
な
か
つ
た
。
か
う
し
た
状
態
は
、

国
を
売
る
も
の
と
謂
つ
た
誤
解
ま
で
も
、
江
戸
に
集
注
し
た
。
だ
か
ら
攘
夷
の

事
を
遂
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
王
朝
の
昔
に
還
る
外
は
な
い
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。

宮
廷
は
、
神
の
い
ま
す
所
で
あ
り
、
さ
う
し
た
外
来
文
化
を
却
け
る
御
威
力
の

お
は
す
こ
と
ゝ
想
察
し
奉
つ
た
の
で
あ
る
。
か
う
言
ふ
点
に
お
い
て
、
静
か
に

皇
道
を
思
ひ
奉
つ
た
曙
覧
な
ど
の
思
想
に
こ
そ
、
其
を
正
し
く
窺
は
せ
る
も
の

が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
「
潔
き
神
国
の
風
」
に
は
、
外
夷
文
化
を
却
け
る
に
は
、

こ
の
道
に
よ
る
外
は
な
い
と
い
ふ
考
へ
を
示
し
て
ゐ
る
。
だ
が
此
歌
、
「
こ
ゝ

ろ
く
だ
く
か
」
と
い
ふ
の
は
、
さ
う
し
た
事
に
尽
瘁
す
る
人
々
の
労
を
謝
す
る

意
で
、
「
心
を
砕
き
給
ふ
こ
と
よ
」
と
言
つ
た
の
だ
と
は
思
は
れ
る
が
、
「
か
」

の
力
点
不
明
の
為
に
、
「
心
砕
く
人
あ
り
や
」
と
立
つ
て
も
居
て
も
居
ら
れ
ぬ

思
ひ
を
陳
べ
て
ゐ
る
や
う
に
も
と
れ
る
。
七
首
の
中
、
六
首
ま
で
が
呪
ふ
べ
き

現
状
を
歌
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
此
一
首
で
は
、
意
義
の
転
換
が
し
き
れ
な
い

の
で
あ
ら
う
。
併
し
「
こ
ゝ
ろ
く
だ
く
か
」
を
さ
う
し
た
皮
肉
な
用
法
に
据
ゑ

る
訣
も
あ
る
ま
い
か
ら
、
や
は
り
古
風
に
従
つ
て
、
「
心
砕
く
」
人
あ
り
、
其

人
こ
そ
神
国
の
人
な
れ
、
と
謂
つ
た
感
激
を
表
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

恐
ら
く
此
は
空



に
作
つ
た
も
の
で
な
く
、
「
示
人
」
な
ど
題
す
べ
き
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
謂
は
ゞ
、
中
根
雪
江
の
如
き
人
に
寄
せ
て
、
更
に
春
嶽
に
も
伝

達
し
て
貰
は
う
と
い
ふ
考
へ
な
ど
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
或
は
其
心
は
果

た
さ
な
い
ま
で
も
、
さ
う
し
た
心
動
き
に
堪
へ
ず
し
て
作
つ
た
も
の
と
思
ふ
こ

と
は
出
来
な
い
だ
ら
う
か
。
直
接
に
か
う
し
た
心
を
寄
す
べ
き
人
は
、
福
井
藩

に
関
係
深
い
人
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
し
て
、
神
国
の
業
を
汚
す
ま
じ
と
努
力
す

か
労
を
、
気
安
く
犒
ふ
事
の
出
来
る
親
し
み
が
、
「
こ
ゝ
ろ
く
だ
く
か
」
と
い

ふ
や
う
な
安
易
な
表
現
を
採
ら
せ
、
其
為
に
意
義
の
不
安
定
を
す
ら
起
し
た
も

の
と
見
ら
れ
よ
う
。
さ
う
見
る
と
、
此
歌
、
極
め
て
と
ほ
り
の
よ
い
も
の
と
な

つ
て
来
る
。
併
し
こ
ゝ
に
、
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
が
あ
る
。
一
体
、
江
戸
将
軍

親
藩
の
主
或
は
公
子
で
、
凡
愚
で
な
い
人
は
、
凡
新
文
化
の
意
義
を
解
し
て
居

た
も
の
が
多
か
つ
た
様
で
あ
る
。
其
中
で
も
と
り
わ
け
、
田
安
家
か
ら
福
井
に

入
つ
た
慶
永
　
　
春
嶽
は
、
そ
れ
の
目
に
つ
く
人
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
様

々
新
し
い
文
化
を
移
植
し
よ
う
と
し
た
。
殊
に
福
井
の
蘭
医
笠
原
良
策
　
　
白

翁
の
建
白
に
よ
つ
て
種
痘
法
を
初
め
て
採
用
し
、
遂
に
は
幕
府
に
も
献
策
し
て

牛
種
痘
を
実
施
せ
し
め
た
人
で
あ
る
。
而
も
此
良
策
は
、
曙
覧
に
は
、
極
め
て

親
し
い
間
が
ら
で
、
友
人
で
あ
り
、
擁
護
者
で
あ
り
、
兼
ね
て
、
彼
か
ら
は
歌
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文
の
指
導
を
受
け
た
と
言
ふ
ほ
ど
で
あ
り
、
其
子
元
直
、
其
弟
健
蔵
等
は
、
曙

覧
の
弟
子
で
あ
つ
た
。
而
も
、
其
「
牛
痘
問
答
」
を
添
刪
し
、
又
其
除
痘
館
の

祀
り
の
為
「
拝
除
痘
神
詞
」
を
代
作
し
て
ゐ
る
（
藁
屋
文
集
）
。
此
外
、
歌
文

及
び
書
牘
の
上
に
、
其
親
し
み
が
著
し
く
見
え
て
ゐ
る
。

春
嶽
は
、
か
う
し
た
新
文
化
に
は
、
著
々
と
手
を
染
め
、
而
も
新
知
識
橋
本
左

内
を
重
用
し
た
春
嶽
で
あ
る
。
武
備
に
つ
い
て
も
、
鉄
砲
隊
を
組
織
し
て
、
弓

・
長
柄
組
を
廃
め
、
福
井
で
ゑ
ん
ぴ
い
る
銃
を
製
造
し
、
大
砲
を
鋳
て
、
蘭
法

砲
術
師
範
を
置
い
た
。
又
洋
学
を
奨
励
し
て
、
藩
の
明
道
館
に
お
い
て
、
講
義

せ
し
め
た
。
か
う
し
た
一
方
、
米
国
の
要
求
を
拒
絶
す
べ
き
こ
と
の
献
策
を
し

て
、
開
国
論
を
否
定
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
皆
当
時
と
し
て
、
最
正
し
い
策
で
は

あ
つ
た
が
、
順
調
に
は
進
ま
な
か
つ
た
。
而
も
、
春
嶽
の
計
画
は
恐
ら
く
、
纔

か
に
側
近
の
者
の
外
は
、
藩
中
の
人
々
に
も
徹
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
又
彼

自
身
の
内
に
す
ら
、
当
時
の
人
の
持
つ
て
居
た
新
旧
、
内
外
の
矛
盾
が
あ
つ
た

に
違
ひ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
勿
論
さ
う
し
た
新
し
い
世
間
を
夢
想
だ
も
し
な

か
つ
た
筈
の
曙
覧
な
ど
に
は
、
見
当
も
つ
か
ぬ
こ
と
で
あ
つ
た
ら
う
。
あ
る
部

分
は
心
を
喜
ば
し
、
他
の
部
分
で
は
憂
へ
さ
せ
ら
れ
る
、
と
謂
つ
た
こ
と
が
多

か
つ
た
ら
う
。
其
に
、
刻
々
に
迫
つ
て
来
る
新
時
代
に
持
つ
た
と
り
と
め
ぬ
脅

迫
感
、
さ
う
言
ふ
風
に
、
彼
に
は
、
救
ひ
な
き
前
途
を
思
ひ
悩
む
こ
と
が
多
か

つ
た
ら
う
。
此
連
作
も
、
さ
う
し
た
時
代
の
苦
悩
が
、
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

「
何
わ
ざ
も
」
の
歌
に
は
、
国
体
と
の
合
不
合
を
見
定
め
る
や
う
、
慎
重
な
態

度
を
要
求
し
て
ゐ
る
　
　
対
談
め
い
た
気
分
が
出
て
ゐ
る
。
「
ま
の
あ
た
り
」

に
は
、
便
宜
さ
う
な
面
に
囚
は
れ
て
、
後
患
を
顧
み
な
い
こ
と
を
お﹅
つ﹅
と﹅
り﹅
と

だ
が
、
反
省
さ
せ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
一
時
の
事
に
か
ま
け
て
、
天
下
後
世
に

恨
事
を
残
さ
ぬ
や
う
に
と
言
ふ
の
が
、
「
恐
る
べ
し
」
の
歌
で
あ
る
。
今
を
糊

塗
す
る
為
に
、
永
い
憂
ひ
を
思
は
ぬ
事
を
戒
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
二
首
も
、

濫
り
に
憤
つ
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
「
人
に
示
す
」
態
度
で
あ
る
。
外
国
文
化
を

と
り
入
れ
る
時
に
、
何
時
も
与
へ
ら
れ
る
非
難
は
、
曙
覧
も
之
を
し
て
ゐ
た
の

だ
。
「
事
に
よ
り
」
が
、
其
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蘭
方
医
術
や
、
兵
術
の
よ
さ

を
彼
は
認
め
て
ゐ
る
の
だ
が
、
心
酔
し
て
行
く
当
路
の
人
を
見
て
ゐ
る
と
、
不

安
に
堪
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
人
に
与
へ
る
為
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
独
り

言
で
な
い
こ
と
は
、
感
激
よ
り
も
、
寧
、
理
論
風
に
出
て
ゐ
る
所
で
も
察
せ
ら

れ
る
。
「
こ
ゝ
ろ
さ
へ
に
は
う
ち
か
た
ぶ
く
な
」
と
い
う
た
の
は
、
忠
言
で
あ

つ
て
、
叱
咜
し
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
「
其
の
わ
ざ
を
」
を
見
る
と
、

も
の
柔
ら
か
に
注
意
を
与
へ
て
ゐ
る
気
味
は
、
前
の
歌
よ
り
も
、
一
段
で
あ
る
。

連
作
と
は
言
へ
、
此
歌
少
し
独
立
性
が
欠
け
て
ゐ
る
。
互
に
理
会
し
あ
つ
て
ゐ

る
人
に
言
う
て
ゐ
る
趣
き
の
明
ら
か
な
の
は
、
「
目
の
ま
へ
の
」
で
あ
る
。
あ

な
た
は
、
私
が
目
前
の
憂
ひ
に
囚
は
れ
て
居
る
。
児
孫
の
世
を
思
へ
と
言
ふ
が
、

そ
の
末
の
世
を
思
へ
ば
こ
そ
、
か
う
し
て
忠
告
も
す
る
の
だ
。
今
目
前
の
事
に

か
ゝ
づ
ら
う
て
、
禍
を
児
孫
の
代
に
残
す
こ
と
を
虞
れ
ゝ
ば
こ
そ
、
か
う
も
言

ふ
の
だ
、
と
人
に
思
ひ
返
さ
せ
よ
う
と
し
て
居
る
風
が
見
え
る
。
唯
、
適
切
に

は
ど
ん
な
事
件
に
関
つ
て
ゐ
る
の
か
、
考
へ
つ
か
な
い
、
ち
と
雲
を
掴
む
様
な

処
が
な
い
で
も
な
い
。
此
一
聯
、
恐
ら
く
夷
狄
の
風
に
泥
み
行
く
世
態
を
憤
つ

た
も
の
と
言
ふ
風
に
見
ら
れ
さ
う
だ
が
、
さ
う
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
あ
る
時
作
る

　
　
利





の
み
む
さ
ぼ
る
国
に
、
正
し
か
る
日
嗣
の
ゆ
ゑ
を
　
し
め
し
た
ら
な
む

　
　
神
国
の
神
の
を
し
へ
を
　
千
よ
ろ
づ
の
国
に
ほ
ど
こ
せ
。
神
の
国
人

其
で
も
、
此
歌
な
ど
は
、
凡
作
つ
た
場
合
が
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
う

し
て
か
う
言
ふ
知
識
を
持
つ
た
の
だ
ら
う
。
唯
、
抽
象
風
に
、
外
国
人
は
利
に

の
み
奔
つ
て
、
主
の
尊
厳
を
す
ら
知
ら
ぬ
と
言
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
。
上
二
句

15 一　晩年の作物



に
特
殊
性
を
持
た
せ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
こ
ゝ
を
軽
く
見
る
訣
に
は
行

く
ま
い
。
彼
の
夷
狄
ら
は
、
利
を
貪
り
、
利
を
営
む
こ
と
に
の
み
営
々
と
し
て

ゐ
る
が
、
其
故
に
こ
そ
、
王
者
の
興
亡
が
常
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
正
し
い
皇
統

の
連
綿
と
し
て
お
は
す
故
を
、
彼
ら
に
知
ら
し
め
て
や
る
が
よ
い
と
言
ふ
の
で
、

次
の
歌
の
「
千
よ
ろ
づ
の
国
に
ほ
ど
こ
せ
」
と
い
ふ
の
と
お
な
じ
く
、
仮
想
し

た
相
手
神
の
国
人
に
言
う
て
ゐ
る
の
だ
。
さ
す
れ
ば
、
夷
狄
の
、
利
に
敏
い
こ

と
を
聞
い
て
、
又
人
に
諭
し
た
の
だ
。
さ
う
言
ふ
外
国
人
な
ど
ゝ
の
通
交
に
、

わ
が
国
が
、
不
利
益
の
立
ち
場
に
ば
か
り
立
つ
て
ゐ
た
事
を
知
つ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
全
く
国
情
に
疎
い
町
人
と
の
み
は
、
見
ら
れ
ぬ
の
か
も
知
れ

ぬ
。
次
の
歌
は
、
わ
が
国
情
の
美
し
さ
を
、
痛
切
に
感
じ
そ
め
た
時
代
の
、
今

ま
で
知
ら
な
か
つ
た
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
示
し
て
ゐ
る
の
だ
。
だ
が
、
神
の

国
人
と
言
つ
て
ゐ
る
処
か
ら
見
る
と
、
唯
、
自
分
等
を
こ
め
て
庶
民
を
言
ふ
の

で
は
な
い
。
や
は
り
上
に
立
つ
為
政
者
に
、
誂
へ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
神
国

の
神
の
政
を
と
る
人
を
、
さ
す
の
で
あ
る
。
我
に
、
万
邦
に
誇
る
べ
き
神
の
道

あ
る
こ
と
を
、
叫
ん
で
ゐ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
物
質
の
文
化
の
進
ん
で
ゐ
る
彼

等
よ
り
も
、
優
れ
た
神
の
道
あ
り
、
之
を
与
へ
施



げ
よ
と
言
ふ
の
で
あ
つ
て
、

当
路
の
人
を
激
励
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
咏
剣

　
　
弱
腰






に
　
な
ま
も
の
著





る

蝦
夷
人







。
我
日
本








の
大
刀
　
拝
み
見
よ

　
　
七
重
に
も
手
も
て
曲
げ
な
ば
、
ま
が
る
ら
む
。
蝦
夷





国
の
大
刀
は
、
剣



か

　
　
は

弓
も
刀
も
、
鉄
砲
に
対
し
て
力
な
い
事
を
知
つ
た
が
、
尚
そ
こ
に
誇
り
を
棄
て

な
い
で
、
ひ
た
す
ら
其
鍛
錬
の
技
術
の
神
異
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
此
等
の
歌

も
、
や
は
り
当
時
と
し
て
は
、
稍
早
い
も
の
で
あ
ら
う
。
な
ぜ
な
ら
、
漢
土
の

剣
戟
と
比
較
す
る
事
は
既
に
あ
つ
て
も
、
銃
・
大
砲
に
対
す
る
反
撥
心
が
、
此

歌
に
は
十
分
窺
は
れ
る
所
に
、
新
味
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
等
も
や
は
り
、

絵
様
に
見
な
し
て
ゐ
る
。
思
ふ
に
、
長
崎
絵
な
ど
か
ら
、
浮
ん
だ
想
像
で
あ
ら

う
。
彼
の
歌
の
時
々
示
す
弱
点
は
、
調
子
が
一
首
に
一
貫
し
な
い
こ
と
の
あ
る

事
で
あ
る
。
第
一
首
は
、
強
さ
が
語
や
句
に
止
つ
て
も
、
と
も
か
く
一
首
を
統

一
す
る
緊
張
力
を
示
す
下
句
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
首
の
力
弱
さ
は
、
ど

う
だ
。
蝦
夷
の
大
刀
な
ら
ね
ど
も
、
へ
ろ
〳
〵
で
、
幾
重
に
も
く
づ
ほ
れ
て
ゐ

る
で
は
な
い
か
。
是
は
、
彼
が
歌
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
「
花



廼

沙

久

等

」
に
示

し
た
様
に
、
歌
に
持
つ
た
博
い
理
会
と
、
鑑
賞
力
の
円
満
が
、
却
て
時
と
し
て

は
、
実
作
の
障
碍
を
し
た
こ
と
も
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
万
葉
を
愛
す
る
如
く
、

古
今
集
を
も
愛
し
　
　
勿
論
極
め
て
妥
当
な
選
択
が
行
は
れ
て
ゐ
る
　
　
文
学

短
歌
と
共
に
、
短
歌
様
式
の
歌
謡
　
　
神
楽
歌
・
催
馬
楽
　
　
の
よ
さ
を
も
味

ひ
知
り
、
六
帖
や
、
出
所
不
明
の
古
書
引
用
歌
ま
で
も
喜
ん
で
抜
い
た
彼
で
あ

る
。
か
う
し
た
造
詣
と
鑑
賞
力
と
が
、
彼
に
相
当
煩
ひ
と
な
つ
た
訣
で
あ
る
。

だ
が
其
は
、
知
識
と
し
て
、
又
一
種
の
装
飾
と
し
て
、
と
り
入
れ
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
か
つ
た
。
ど
こ
ま
で
も
歌
を
愛
し
て
居
た
の
だ
。
歌
風
は
ま
ち
〳
〵

で
あ
つ
て
も
、
彼
の
鑑
賞
に
融
け
こ
ん
で
ゐ
た
。
だ
か
ら
煩
ひ
と
は
な
つ
た
。

が
、
彼
を
歴
代
の
勅
撰
集
撰
者
や
、
師
範
家
の
如
く
、
歌
の
枯
れ
木
と
は
な
ら

し
め
な
か
つ
た
。
此
が
又
彼
を
し
て
、
万
葉
調
の
み
な
ら
ず
、
広
い
面
を
持
つ

た
歌
を
作
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
其
中
に
は
、
甚
し
い
の
は
、
狂
歌
そ

の
物
を
作
つ
た
り
、
堂
上
風
の
歌
風
ま
で
も
棄
て
き
れ
な
い
で
居
る
こ
と
で
あ

る
。
此
が
、
第
一
流
の
歌
集
た
る
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
の
瘤
と
な
つ
た
の
で

あ
る
。
併
し
瘤
は
、
瘤
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
毫
も
集
全
体
の
価
値
を
破
ら
な

か
つ
た
。
其
ほ
ど
彼
の
作
物
は
、
秀
歌
が
多
く
、
そ
の
秀
歌
は
新
し
過
ぎ
る
程

新
し
か
つ
た
。
其
ほ
ど
彼
は
、
亦
よ
く
純
文
学
を
知
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

剣
の
歌
が
重
つ
て
出
た
縁
に
よ
つ
て
、
其
傾
向
に
つ
い
て
観
察
し
て
見
る
の
も
、
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む
だ
で
は
な
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
人
の
刀
く
れ
け
る
と
き

　
　
抜
く
か
ら
に
　
身
を
さ
む
く
す
る
秋
の
霜
　
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
、
う
れ
し

　
　
か
り
け
り

　
　
　
　
　
間
十
次
郎
光
興

　
　
血
つ
き
た
る
槍
ひ
き
さ
げ
て
、
落
ち
く
さ
の
柴
の
か
く
れ
が
　
我
ぞ
さ
ぐ

　
　
り
し

　
　
　
　
　
近
松
勘
六
行
重
母

　
　
剣
大
刀
　
焼
刃
に
　
我
と
身
を
ふ
れ
て
、
励
ま
し
や
り
つ
。
仇
ね
ら
ふ
子

　
　
を

　
　
　
　
　
剣

　
　
水
奔
る
白
蛇
な
し
て
　
き
ら
め
け
る
焼
大
刀
見
れ
ば
、
独
ゑ
ま
れ
つ

　
　
　
　
　
竹
内
篤
主
軍
人
の
中
に
あ
る

　
　
大
刀
と
り
て
　
い
づ
こ
へ
行
き
し
。
あ
ひ
そ
め
て
、
ま
だ
日
も
あ
ら
ぬ
妹

　
　
を
　
打
す
て

　
　
　
　
　
剣

　
　
福
艸






の
　
三
尺



に
余
る
秋
の
霜
。
枕
辺
に
お
き
て
、
梅
が
香
を
嗅
ぐ

　
　
　
　
　
芳
賀
真
咲
が
江
門
へ
ゆ
く
に

　
　
大
刀
の
緒
に
す
が
り
こ
そ
せ
ね
。
雪
霙
　
ぬ
れ
む
旅
路
に
　
や
り
た
く
は

　
　
な
し

　
　
　
　
　
河
野
通
雄
が
刀
佩
き
、
氏
名
よ
ぶ
こ
と
を
公
よ
り
許
さ
れ
け
る
祝

　
　
　
　
　
に

　
　
許
さ
れ
て
　
剣
と
り
帯
く
民
の
長



。
民
は
ぐ
ゝ
み
に
、
ふ
る
へ
。
利

ご
ゝ

　
　
ろ

　
　
　
　
　
咏
剣

　
　
肝
冷
す
腰
の
白
蛇
　
吾
が
魂



は
う
づ
み
鎮
め
つ
。
山
松
の
根
に

　
　
　
　
　
狛
逸
也
君
の
、
其
御
名
の
心
ば
へ
を
謌
に
詠
み
て
く
れ
よ
、
と
の

　
　
　
　
　
給
へ
る
に
よ
り
詠
め
る

　
　
剣
大
刀
壁
に
よ
せ
お
き
て
、
胯
長






に
い
ね
つ
ゝ
　
高
き
鼾
か
く
ら
む

　
　
　
　
　
詠
大
刀
（
長
歌
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁
屋
詠
草
よ
り
　
　

　
　
執
術






之

鈍
有
丹








波

、
目

炎
曜






　
金

造








之

大

刀

毛

、
何
将
為









　
　
其
道
爾







　
意
籠
※
与









。
剣
大
刀







　
利
毛





、
鈍
母






、
術
二





依
許
曾









　
　
　
　
　
三
種
神
宝
　
　
内
、
一
首

　
　
夜
の
ま
も
り
　
ひ
る
の
守
り
と
、
日
の
御
子
の
か
し
こ
み
ま
せ
る
　
草
な

　
　
ぎ
の
剣



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
秋
甫
氏
編
、
橘
曙
覧
全
集
拾
遺
）

剣
に
関
す
る
歌
を
、
か
う
し
て
並
べ
る
と
、
何
の
底
意
も
な
い
や
う
に
見
え
る
。

だ
が
、
何
と
な
く
、
曙
覧
の
生
活
の
色
々
な
方
面
が
、
胸
に
流
れ
込
ん
で
来
る

や
う
な
気
が
す
る
。
彼
は
町
人
な
が
ら
、
武
士
と
の
立
ち
入
り
多
く
、
早
く

「
抜
く
か
ら
に
」
の
歌
な
ど
も
あ
り
、
さ
う
し
た
作
物
が
、
藩
士
の
間
に
も
て

は
や
さ
れ
、
揮
毫
に
は
さ
う
し
た
物
を
と
、
故
ら
に
指
定
し
て
頼
ま
れ
る
事
が

多
か
つ
た
為
に
、
又
自




ら

其
為
の
新
作
が
生
れ
た
と
言
ふ
事
も
あ
ら
う
。
と
も

か
く
、
彼
の
剣
の
歌
に
は
、
彼
の
一
面
に
あ
る
様
な
低
俗
な
感
情
は
、
す
つ
か

り
洗
ひ
流
さ
れ
た
や
う
に
な
つ
て
出
る
の
が
常
で
あ
る
。
常
に
狃

れ
な
い
だ
け

に
、
剣
と
い
へ
ば
、
ろ
ま
ん
ち
っ
く
な
、
而
も
潔
白
な
感
動
の
催
す
こ
と
が
、

屡
だ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
此
外
に
も
既
に
、
と
り
出
し
て
述
べ
た
連
作
に
ま
じ

つ
て
居
る
も
の
が
相
当
に
あ
る
。
ど
れ
も
、
漢
文
学
の
影
響
ら
し
い
澄
ん
だ
響

き
、
爽
や
か
な
音
覚
が
、
続
い
て
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
替
り
、
変
化
の

乏
し
い
憾
み
は
な
い
で
も
な
い
が
、
彼
の
持
つ
純
な
感
興
が
、
幾
つ
出
て
来
て
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も
、
ふ
る
び
た
感
じ
を
起
さ
せ
な
い
。

曙
覧
の
持
つ
よ
さ
に
は
、
か
う
し
た
和
漢
両
様
の
古
典
の
よ
い
響
き
を
、
極
度

に
と
り
入
れ
て
居
る
点
が
あ
る
の
で
あ
つ
た
。
而
も
、
か
う
し
た
選
択
の
行
は

れ
る
為
に
は
、
基
礎
に
な
る
も
の
が
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
彼
が
、
あ
ら
ゆ
る

当
時
の
文
学
・
非
文
学
の
律
語
で
以
て
表
現
せ
ら
れ
た
も
の
　
　
た
と
へ
ば
、

俳
諧
・
狂
歌
或
は
、
小
唄
の
類
に
到
る
ま
で
の
相
応
の
教
養
が
、
彼
の
作
物
に

は
見
ら
れ
る
　
　
を
と
り
入
れ
た
所
か
ら
来
た
自
由
な
表
現
や
豊
富
な
語
彙
が
、

彼
の
作
物
を
あ
ゝ
ま
で
、
自
在
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
其
に
も
、
あ

る
根
柢
が
あ
つ
て
、
核
心
の
な
い
声
調
に
う
か
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
つ
た
。

曙
覧
の
持
つ
格
調
の
本
質
と
も
見
る
べ
き
も
の
は
、
何
で
あ
つ
た
ら
う
。

彼
の
根
本
教
養
に
な
つ
た
所
の
早
期
の
学
問
、
漢
文
学
で
あ
る
。
伝
説
は
あ
る

が
、
稍
明
ら
か
で
な
い
の
は
、
其
漢
学
の
系
統
で
あ
る
。
南
条
郡
大
道
村
　
　

今
の
南
日
野
村
、
西
大
道
の
法
華
宗
妙
泰
寺
の
明
導
か
ら
受
け
た
の
が
、
其
手

ほ
ど
き
に
な
つ
て
ゐ
る
。
後
、
京
に
奔
つ
て
暫
ら
く
児
玉
旗
山
の
塾
に
居
た
と

言
ふ
。
と
も
あ
れ
、
か
う
し
た
根
柢
が
、
凡
出
来
た
上
に
、
国
朝
の
古
典
に
、

稍
、
遅
れ
て
接
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
短
歌
の
歴
史
を
通
じ
、
又

近
く
江
戸
時
代
の
歌
人
の
作
物
を
見
渡
し
て
も
、
彼
ほ
ど
漢
文
学
の
味
ひ
、
漢

詩
文
の
格
調
の
よ
さ
を
活
し
て
来
た
者
は
少
い
の
で
あ
る
。
其
万
葉
を
最
愛
し

た
の
も
、
学
統
か
ら
見
て
、
一
往
不
自
然
で
は
な
い
。
が
、
宣
長
系
統
に
は
、

平
安
朝
文
学
に
対
す
る
理
会
が
、
進
み
過
ぎ
た
ほ
ど
に
あ
つ
た
。
彼
の
や
う
に

文
学
な
ら
、
何
物
で
も
と
り
入
れ
る
と
謂
つ
た
素
質
か
ら
は
、
恐
ら
く
新
古
今

な
ど
に
直
に
趨



る
べ
き
筈
で
あ
つ
た
。
又
、
事
実
に
お
い
て
も
、
新
古
今
を
愛

し
た
痕
も
見
え
、
作
風
に
も
、
新
古
今
調
の
一
面
が
、
強
く
現
れ
て
は
ゐ
る
の

で
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
格
調
が
、
主
と
し
て
万
葉
を
思
は
せ
る
も
の
で
あ
り
、

又
万
葉
を
準
拠
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
此
最
夙
く
定
つ
た
彼
の
傾
向

だ
と
思
ふ
。
恐
ら
く
此
方
面
に
強
い
誘





ひ
と
な
つ
た
の
が
、
平
田
学
に
触
れ
て

居
た
雪
江
中
根
氏
の
力
だ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
本
論
に
も
多
少
此
事
は
述
べ
た

の
だ
が
、
江
戸
平
田
塾
を
の
ぞ
い
た
事
な
ど
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
し
、
飛

騨
の
国
に
大
秀
を
訪
れ
て
門
に
入
つ
た
こ
と
が
、
愈
彼
の
学
を
、
国
学
に
立
た

し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
、
二
十
五
乃
至
三
十
歳
頃
ま
で

の
彼
は
、
倭
漢
両
方
に
、
心
の
学
を
求
め
て
ゐ
た
期
間
に
あ
つ
た
と
見
ら
れ
ぬ

こ
と
も
な
か
ら
う
。
学
問
に
つ
い
で
は
、
彼
の
書
で
あ
る
。
彼
の
書
が
、
師
大

秀
等
の
影
響
を
引
か
ず
、
懐
素
を
習
う
た
も
の
と
仙
石
亮
博
士
の
認
め
ら
れ
た

の
は
、
誰
し
も
異
論
の
な
い
所
で
あ
る
。
併
し
、
此
が
晩
年
の
事
で
あ
つ
て
、

其
に
先
だ
つ
、
四
十
歳
の
稍
、
闌
け
た
頃
の
筆
は
、
顔
真
卿
流
だ
と
い
ふ
。
其

以
前
に
師
明
導
の
俤
あ
る
時
代
、
又
宣
長
の
書
に
近
い
時
期
あ
る
こ
と
も
言
は

れ
て
ゐ
る
が
、
其
ほ
ど
詳
し
く
考
へ
る
こ
と
は
、
却
て
ど
う
か
と
思
ふ
か
ら
、

仙
石
博
士
の
説
の
外
輪
だ
け
借
り
て
、
明
導
の
書
に
似
た
時
代
か
ら
、
稍
自
在

を
生
じ
、
又
再
、
顔
真
卿
を
経
て
、
張
旭
・
懐
素
を
喜
ぶ
時
期
が
来
た
の
だ
と

見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
彼
が
か
う
し
て
書
風
を
改
め
て
ゐ
る
の
は
、
人
の
頼
み

を
受
け
て
書
を
沽

つ
て
、
生
活
の
助
け
と
し
た
為
の
稽
古
か
ら
来
て
ゐ
る
こ
と

は
勿
論
だ
が
、
其
は
ほ
ん
の
外
側
の
原
因
で
あ
る
。
彼
が
倭
様
の
字
よ
り
も
、

唐
様
を
愛
し
て
、
而
も
其
が
次
第
に
移
つ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
字
は
、

極
め
て
高
く
評
価
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
其
は
少
し
く
緩
め
て
も
よ
い
と

思
ふ
。
だ
が
、
国
学
者
の
中
で
は
、
ず
ば
り
と
頭
を
抽
き
出
し
て
居
る
こ
と
も
、

事
実
で
あ
る
。
此
は
ど
う
し
て
も
、
唐
様
を
本
格
と
し
た
所
に
あ
る
の
だ
。

春
嶽
の
「
真
雪
草
紙
」
に
よ
る
と
、
鏑
木
（
？
）
尚
平
の
福
井
に
来
た
の
は
、

二
度
だ
と
あ
る
。
は
じ
め
は
、
天
保
七
・
八
・
九
年
頃
で
、
後
の
一
度
は
訣
ら

ぬ
。
が
、
凡
ち
よ
う
ど
、
曙
覧
の
家
を
弟
に
譲
つ
た
前
後
に
な
る
だ
ら
う
。
尚

平
か
ら
直
接
に
習
う
た
か
ど
う
か
は
訣
ら
ぬ
が
、
古
風
の
歌
の
福
井
藩
に
行
は
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れ
た
初
め
を
、
曙
覧
二
十
五
・
六
・
七
歳
頃
か
ら
と
見
れ
ば
、
其
影
響
は
大
き

に
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
其
か
ら
後
に
、
三
十
三
歳
の
大
秀
入
門
と
な
る
の
で

あ
る
。

か
う
し
た
彼
だ
か
ら
、
そ
の
上
、
学
問
よ
り
も
寧
、
創
作
の
方
に
深
く
入
り
立

つ
た
彼
だ
か
ら
、
　
　
学
に
お
け
る
創
見
は
、
可
な
り
鋭
い
も
の
を
見
せ
乍
ら
、

著
述
は
さ
ほ
ど
多
く
残
さ
な
か
つ
た
彼
で
も
あ
る
　
　
其
学
説
も
、
主
義
も
、

凡
彼
の
歌
の
上
に
出
て
来
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
歌
に
お
い
て
も
、
他
人
に
比
類

の
な
い
「
議
論
歌
」
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
出
て
来
て
ゐ
る
の
だ
。
三
井
甲
之

さ
ん
の
主
張
し
た
議
論
を
持
つ
た
歌
に
対
す
る
自
覚
は
、
や
は
り
曙
覧
の
作
物

に
対
す
る
理
会
な
ど
が
、
背
景
に
な
つ
て
、
之
を
促
し
た
も
の
で
な
い
か
と
も

思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
曙
覧
ほ
ど
、
其
持
つ
て
居
る
素
質
や
ら
、
好
尚
や
ら
を
文
学
に
活
し
て

来
た
人
は
、
江
戸
時
代
に
は
ほ
か
に
な
か
ら
う
と
思
は
れ
る
し
、
其
上
他
人
の

試
み
な
か
つ
た
方
面
に
ま
で
手
を
伸
べ
て
行
つ
た
の
は
、
其
持
つ
て
生
れ
た
傾

向
が
、
時
代
の
歌
の
欲
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
向
と
、
当
時
に
お
い
て
は
、
ぴ
つ
た

り
叶
つ
て
居
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
そ
ゞ
ろ
に
よ
み
い
で
た
り
け
る

　
　
人
臭
き
世
に
は
お
か
ざ
る
　
我
こ
ゝ
ろ
。
す
み
か
を
問
は
ゞ
、
山
の
し
ら

　
　
雲

　
　
梯



た
て
ゝ
　
い
つ
か
の
ぼ
ら
む
。
短





山
　
高
山
　
神
の
い
ま
す
い
ほ
り
に

　
　
人
の
目
に
見
え
ぬ
高
山
　
短
山
。
神
の
い
は
り
を
覘



く
よ
し
も
が

　
　
体



と
い
ふ
　
宅



は
な
る
れ
ば
、
天
地
と
　
我
の
間
に
、
垣
一
重
な
し

　
　
天
地
の
間
に
　
隔
な
き
魂
を
　
し
ば
ら
く
　
体
の
　
つ
ゝ
み
を
る
な
り

　
　
物
皆
を
　
立
つ
雲
霧
と
思
へ
れ
ば
、
見
る
目
　
嗅
ぐ
鼻
　
幽
世






と
同
じ

　
　

幽

顕











　
一
重
の
蝉
の
翼



も
支

へ
ず
。
人
の
臭





も
た
ぬ
吾
ま
な
こ
に

　
　
は

　
　
美

豆

山
の
　
青
垣
山
の
神
樹
葉









の
　
茂
み
が
奥
に
、
吾
魂



こ
も
る

　
　
厳
凝






と
　
神

習







ゆ
く
斯



吾
魂






。
い
よ
ゝ
ま
す
〳
〵
　
厳
凝
し
て
む

第
一
首
は
、
我
が
身
は
、
此
人
臭
に
充
ち
た
世
の
中
に
と
ゞ
ま
つ
て
ゐ
る
が
、

心
は
遥
か
に
、
か
の
山
の
白
雲
立
つ
あ
た
り
に
到
つ
て
ゐ
る
と
言
ふ
の
で
、
隠

士
の
境
涯
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
多
少
漢
士
風
の
も
の
ゝ
感
じ
方
が

窺
は
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
首
目
に
な
る
と
、
山
の
し
ら
雲
の
聯
想
が
、
大
祓

詞
の
高
山
・
短



山
の
い
ほ
り
　
　
廬
と
雲
気
と
の
間
を
往
来
し
て
ゐ
る
　
　
に

繁
つ
て
行
つ
て
、
神
の
い
ま
す
処
を
希
求
す
る
と
謂
つ
た
豹
変
を
し
て
ゐ
る
。

だ
か
ら
、
此
は
霊
魂
ば
か
り
が
、
其
境
涯
に
入
る
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
の
だ
。

三
首
目
は
、
「
覘
く
よ
し
も
が
」
と
謂
ふ
風
に
言
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
自
身

自
ら
せ
め
て
窺
ひ
見
る
だ
け
で
も
し
た
い
、
と
肉
体
の
其
境
に
行
く
こ
と
を
考

へ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
こ
ゝ
で
、
や
つ
と
方
向
が
定
つ
て
、
霊
肉
の
関
係
を
思

う
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
連
作
ら
し
い
歩
み
方
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
内
容

と
し
て
は
、
少
し
無
成
算
な
即
吟
の
嫌
ひ
が
あ
り
過
ぎ
る
。
さ
う
し
て
、
窺
ひ

難
き
神
の
世
界
も
、
霊
魂
が
自
在
な
境
地
に
達
す
れ
ば
、
直
に
一
つ
に
観
じ
る

こ
と
が
出
来
る
。
此
天
地
と
、
我
と
一
体
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
天
地
即
神
と

言
ふ
訣
だ
が
、
大
分
の
飛
躍
が
あ
る
。
其
に
は
、
抽
象
性
が
非
常
に
加
つ
て
来

て
ゐ
る
。
此
は
漢
学
式
な
感
じ
方
で
あ
り
、
知
識
が
具
体
化
を
疎
か
に
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
此
一
首
、
如
何
に
も
儒
家
の
口
う
つ
し
で
あ
つ
て
、
又
同
時
に

さ
う
し
た
成
句
・
成
語
の
力
に
よ
つ
て
、
説
明
を
超
え
て
認
容
さ
せ
よ
う
と
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
曙
覧
が
、
意
識
し
て
、
こ
ん
な
態
度
を
と
つ
た
訣
で

は
な
い
が
。
「
天
地
の
間
に
」
の
歌
は
、
か
う
し
た
連
作
の
一
首
と
し
て
、
聯

想
の
範
囲
の
局
限
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
な
く
ば
、
下
句
の
変
化
が
相
当
に
働
い

て
、
此
歌
を
救
ひ
さ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
「
天
地
の
間
に
隔
な
き
魂
」
と
い
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ふ
句
の
持
つ
抽
象
性
と
、
其
句
の
間
に
行
き
届
い
て
ゐ
な
い
観
照
が
、
ど
う
し

て
も
邪
魔
を
す
る
。
さ
う
し
て
、
連
作
と
し
て
は
、
姑
ら
く
肉
体
に
こ
も
る
霊

魂
だ
か
ら
、
天
地
と
一
体
だ
と
言
ふ
や
う
に
も
感
じ
、
さ
う
あ
る
べ
き
魂
が
、

苟

め

に
肉
体
に
拘
束
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
風
に
も
、
と
れ
る
や
う
に
な

つ
て
居
る
。
か
う
し
て
や
つ
と
、
感
興
は
高
ま
つ
て
来
、
其
に
よ
つ
て
お
し
出

さ
れ
た
表
現
が
、
ぴ
つ
た
り
と
内
界
に
合
致
し
て
来
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
其
が

「
物
皆
を
」
で
あ
る
。
「
立
つ
雲
霧
」
と
い
ふ
の
は
、
之
を
無
視
し
て
ゐ
る
こ

と
で
も
な
く
、
煩
し
が
つ
て
居
る
の
で
も
な
い
。
神
の
世
界
に
立
つ
い
ほ
り
　

　
人
界
遠
い
世
界
の
雲
霧
と
観
じ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
「
す
べ
て
の
現
象
を
、

直
に
天
上
界
の
無
心
の
自
然
と
観
ず
る
時
は
」
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
さ
う
す
れ

ば
、
常
に
う
る
さ
く
、
監
視
し
、
聴
き
耳
を
立
て
ゝ
ゐ
る
人
た
ち
其
も
の
ゝ
動

き
が
、
神
の
世
界
の
現
象
な
る
雲
霧
と
一
つ
に
感
じ
ら
れ
て
、
心
を
遮
る
も
の

で
な
く
な
つ
た
。
か
う
し
た
瞬
間
の
あ
る
直
観
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
連
作
中

の
一
首
と
し
て
は
、
佳
作
で
あ
る
。
見
る
目
・
嗅
ぐ
鼻
な
ど
言
ふ
皮
肉
味
を
帯

び
た
語
も
、
す
べ
て
さ
う
し
た
嫌
ひ
を
振
ひ
落
し
て
ゐ
る
。
即
、
今
ま
で
「
見

る
目
嗅
ぐ
鼻
」
　
　
地
獄
王
庁
に
あ
る
。
　
　
さ
う
し
て
又
、
此
が
俗
間
の
語

と
し
て
、
さ
う
し
た
う
る
さ
い
人
々
を
一
挙
に
蔑
視
す
る
や
う
な
気
分
を
持
つ

て
来
て
ゐ
る
　
　
と
感
じ
て
ゐ
た
、
我
が
拘
泥
し
て
ゐ
た
心
を
、
軽
く
あ
し
ら

ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
皮
肉
で
な
く
、
皮
肉
か
ら
出
て
、
其
皮
肉
の
低
卑

性
を
も
征
服
し
て
、
そ
の
低
卑
す
ら
認
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
唯
、
連
作
と
し

て
の
位
置
を
放
し
て
見
る
と
、
上
句
が
幾
分
曖
昧
に
な
り
、
従
つ
て
下
句
も
、

活
溌
に
は
は
た
ら
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
次
の
「
一
重
の
蝉
の
翼
も
支

へ
ず
」

は
、
微
細
な
感
動
を
表
し
た
点
に
、
彼
の
観
照
力
の
深
さ
を
見
る
。
だ
が
幽
顕

と
謂
つ
た
、
生
硬
な
語
句
か
ら
導
か
れ
て
は
、
其
す
ら
却
て
お
も
し
ろ
く
な
い

比
喩
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
虞
れ
が
あ
る
。
殊
に
四
句
が
、
何
と
読
む
に
し
て

も
、
く
ど
い
説
明
　
　
そ
れ
か
ら
嫌
な
構
へ
ら
し
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ

う
し
て
又
、
「
吾
ま
な
こ
に
は
」
で
、
彼
以
外
の
人
に
は
容
易
で
な
さ
ゝ
う
な

直
観
が
閃
く
の
で
あ
る
。
仮
り
に
、
第
五
句
を
掌
に
掩
う
て
、
別
に
之
に
、
新

し
い
句
を
据
ゑ
る
試
み
を
し
て
見
る
が
よ
い
。
「
…
…
翼
も
支
へ
ず
。
…
…
吾

ま
な
こ
に
は
」
此
以
上
の
句
が
出
来
よ
う
と
は
思
は
れ
な
い
。
結
局
、
か
う
し

た
と
こ
ろ
に
は
、
人
間
に
し
て
あ
ま
り
に
人
間
で
あ
つ
た
曙
覧
の
体
臭
が
、
ど

う
し
て
も
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
之
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
歌
に
な
る
と
、
愈

其
が
顔
を
顕
す
訣
な
の
だ
。
こ
ゝ
ま
で
来
て
、
更
に
自
在
を
得
て
行
き
さ
う
な

曙
覧
の
心
も
既
に
、
国
学
者
の
心
に
な
り
過
ぎ
た
の
で
あ
る
。
今
少
し
、
天
界

に
放
つ
て
お
き
た
か
つ
た
心
で
あ
る
。
其
が
、
其
間
に
あ
つ
て
、
学
説
に
行
き

ふ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
「
美
豆
山
の
」
「
厳
凝
と
」
が
、
其
で
あ
る
。

澄
み
き
つ
た
魂
は
、
わ
が
魂
で
あ
る
と
同
時
に
、
聖
な
る
奥
山
に
鎮
る
魂
で
あ

る
。
か
う
し
た
一
如
観
を
持
つ
た
訣
で
あ
る
が
、
平
易
で
、
外
向
式
な
修
辞
が
、

さ
う
し
た
刹
那
の
痛
感
を
、
人
に
持
ち
来
さ
な
い
。
唯
、
こ
と
わ
り
歌
に
近
い

効
果
し
か
、
あ
げ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
か
う
し
た
感
激
を
、
そ
の
ま
ゝ
詠

ま
れ
る
の
も
よ
か
つ
た
。
要
す
る
に
、
実
感
と
表
現
と
が
、
背
反






に
な
つ
た
の

が
、
此
歌
製
作
時
の
感
興
の
固
定
を
示
し
て
ゐ
る
の
だ
。
だ
か
ら
次
の
歌
は
、

神
道
の
哲
学
と
し
て
は
、
此
歌
ほ
ど
の
深
さ
を
持
つ
た
も
の
は
、
さ
う
〳
〵
は

な
い
。
だ
が
さ
う
し
た
概
念
を
述
べ
た
替
り
に
、
情
熱
は
さ
つ
と
退

い
て
行
つ

て
し
ま
つ
て
居
る
。
「
い
よ
ゝ
ま
す
〳
〵
厳
凝
し
て
む
」
に
は
、
曙
覧
自
身
の

愈
深
ま
り
、
ひ
そ
ま
つ
て
来
た
幽
な
る
心
は
感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
其
は
条
件

だ
け
で
あ
つ
て
、
人
の
心
を
揺



ぎ
響
か
せ
る
　
　
響
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
斯
吾
魂
」
と
ま
で
見
据
ゑ
て
居
な
が
ら
、
感
激
な
く
説
明
を
列
ね
て
行
つ
た

上
二
句
が
、
と
り
わ
け
煩
ひ
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

か
う
言
ふ
風
に
、
連
作
の
製
作
順
を
追
う
て
辿
つ
て
行
つ
て
、
彼
の
心
の
移
動
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が
極
め
て
よ
く
訣
る
。
か
う
言
ふ
こ
と
は
、
他
の
歌
人
に
は
、
ま
づ
望
ま
れ
ぬ

こ
と
で
あ
ら
う
。
此
点
だ
け
か
ら
見
て
も
、
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
の
、
他
と

撰
を
異
に
し
た
様
々
の
よ
さ
の
出
所
を
、
思
は
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
、

第
一
に
見
る
べ
き
は
、
製
作
態
度
の
端
然
た
る
点
で
あ
る
。
観
照
が
、
表
現
と

叶
つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
ゞ
、
常
に
大
切
で
あ
る
が
、
表
現
は
た
と
ひ
逸
れ
て
居

て
も
、
観
点
の
痕
が
は
つ
き
り
と
見
え
、
而
も
其
が
極
め
て
確
か
な
こ
と
に
於

い
て
、
彼
以
上
の
人
は
さ
う
〳
〵
は
な
い
こ
と
を
思
は
せ
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、

之
に
感
興
が
随
伴
す
れ
ば
、
ど
の
や
う
な
作
物
が
出
来
る
か
、
測
り
知
れ
な
い
、

か
う
言
ふ
気
が
す
る
。
事
実
、
曙
覧
の
作
物
の
優
れ
た
も
の
は
、
さ
う
し
た
条

件
の
整
う
て
出
来
て
ゐ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

所
謂
、
議
論
歌
と
い
ふ
べ
き
も
の
も
、
こ
ゝ
ま
で
、
彼
は
進
め
て
来
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
さ
う
し
て
あ
る
場
合
は
、
あ
る
程
度
ま
で
成
功
し
て
ゐ
る
。
其
事
に

つ
い
て
は
、
い
つ
か
述
べ
る
時
が
来
る
だ
ら
う
。
今
は
、
其
側
の
叙
述
は
省
き

た
い
。

彼
の
神
道
観
は
、
決
し
て
浅
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
凡
こ
ゝ
ま
で
入
り
立
つ

た
人
は
、
国
学
者
に
も
多
く
は
な
か
つ
た
。
此
は
偏
に
、
神
道
の
論
理
を
闢
く

も
の
と
し
て
歌
の
表
現
に
よ
つ
た
こ
と
に
力
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
同
時

に
、
多
く
の
国
学
者
が
さ
う
で
あ
つ
た
や
う
に
、
彼
に
も
彼
相
応
の
、
儒
学
の

印
象
が
、
神
学
観
の
上
に
出
て
ゐ
る
こ
と
は
争
は
れ
な
い
。
其
と
さ
う
し
て
其

上
に
、
其
を
超
え
て
出
た
純
粋
な
古
代
論
理
が
、
彼
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

彼
の
、
漢
学
・
漢
文
学
の
影
響
を
止
め
て
ゐ
乍
ら
、
国
学
者
或
は
歌
人
と
し
て

の
自
覚
を
示
し
た
も
の
は
、
其
著
述
に
散
見
し
て
ゐ
る
。
こ
ゝ
に
は
、
歌
と
詩

と
に
関
す
る
一
条
を
抜
い
て
、
彼
の
理
会
の
博
い
こ
と
を
告
げ
た
い
。
「
囲
炉

裡
譚
」
の
末
段
で
あ
る
。

　
　
小
沢
蘆
庵
翁
の
歌
に
、
「
い
に
し
へ
は
、
大
根





　
は
じ
か
み
　
韮
　
茄
子





、

　
　
瓜
の
た
ぐ
ひ
も
、
歌
に
よ
み
け
り
」
と
い
へ
る
は
、
歌
を
む
げ
に
狭
く
と

　
　
り
な
し
、
古
き
集
ど
も
に
例
あ
る
物
の
外
に
は
、
題
も
た
や
す
く
は
も
の

　
　
せ
ず
、
な
べ
て
海
月
な
す
筋
も
骨
も
な
き
も
の
に
、
読
み
そ
こ
な
ひ
来
れ

　
　
る
悪
癖
を
看
破
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
ぞ
あ
る
べ
き
。
…
…
近
き
頃
、
広
瀬

　
　
旭
荘
と
い
へ
る
人
が
、
享
保
・
元
禄
の
こ
ろ
ほ
ひ
の
詩
人
の
、
琴
柱
に
膠

　
　
す
と
言
ふ
や
う
な
る
風
体
を
あ
ざ
け
り
て
、
白
雲
明
月
句
、
多
於
魚
卵
繁

　
　
と
い
ひ
た
り
し
も
、
蘆
庵
翁
の
い
き
ど
ほ
り
に
ひ
と
し
き
心
ば
へ
と
見
え

　
　
た
り
。
何
れ
の
道
に
も
、
才
の
活
か
ざ
る
ば
か
り
く
ち
を
し
き
も
の
は
あ

　
　
ら
ざ
り
け
り
。
か
く
寐
言
の
や
う
な
る
こ
と
の
み
よ
み
ふ
け
る
哥
人
の
多

　
　
き
よ
り
、
す
こ
し
も
学
才
あ
る
人
な
ど
は
、
歌
を
た
ゞ
は
か
な
き
も
の
に

　
　
思
ひ
う
と
ん
じ
、
た
け
き
こ
と
ゝ
は
、
詩
に
の
み
赴
く
め
り
。
然

て
世
を

　
　
経
る
ほ
ど
に
、
歌
は
文
盲
な
る
者
の
手
に
落
ち
入
り
て
、
い
よ
〳
〵
狭
く
、

　
　
心
浅
き
も
の
に
な
り
て
、
詩
の
人
情
・
世
態
・
雅
俗
に
わ
た
り
て
言
ひ
通

　
　
る
に
、
け
お
さ
れ
む
と
さ
へ
す
る
に
到
れ
り
。
哥
人
と
あ
ら
む
者
寐

き
た

　
　
な
く
す
る
目
を
よ
く
さ
ま
し
、
此
に
憤
り
を
発



し
、
思
ひ
を
凝
し
て
、
よ

　
　
み
口
の
鋒




を

鋭




に
し
、
其
事
に
随
ひ
、
其
物
に
因
り
、
彼
方
此
方
の
き
ら

　
　
ひ
な
く
、
幽
玄
・
洒
落
・
麗
妍
・
澹
泊
・
殷
富
・
凄
涼
・
勇
壮
・
温
柔
・

　
　
変
化
自
在
の
臂
を
張
り
て
、
毛
唐
人
の
糟
粕
嘗
む
る
詩
人
の
陣
を
突
き
崩

　
　
し
、
戎

語








囀
り
ち
ら
す
舌
引
き
抜
き
く
れ
む
と
、
国
風
の
旗
さ
し
建
て
、

　
　
古
言
の
鼓
う
ち
ひ
ゞ
か
せ
て
、
後





向
か
じ
、
背
見
せ
じ
と
、
進
ま
ざ
ら
む

　
　
や
。
勇
ま
ざ
ら
め
や
。
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二
　
壮
年
の
境
涯

　
　
「
…
…
さ
い
つ
と
し
、
天
の
下
の
み
ま
つ
り
ご
と
あ
ら
た
ま
ら
む
と
せ
し

　
　
頃
は
、
篤



し
き
病
ひ
に
煩
ひ
で
、
今
は
の
き
は
と
見
え
た
り
し
か
ど
、
誠

　
　
ぬ
し
が
都
よ
り
の
還



さ
に
、
立
ち
よ
れ
る
を
引
き
と
ゞ
め
て
、
衾
手
づ
か

　
　
ら
か
い
の
け
て
、
あ
り
さ
ま
ど
も
た
づ
ね
聞
き
、
今
日
こ
そ
身
の
い
た
つ

　
　
き
を
も
忘
れ
た
り
け
れ
、
と
喜
ば
れ
し
と
ぞ
…
…
」

「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
の
は
じ
め
て
世
に
出
た
の
は
、
明
治
十
一
年
で
あ
つ
た
。

恐
ら
く
そ
の
開
板
に
便
宜
を
与
へ
た
と
思
は
れ
る
近
藤
芳
樹
の
書
い
た
序
文
は
、

短
歌
の
本
質
と
、
橘
曙
覧
の
作
物
の
価
値
と
を
、
此
時
代
と
し
て
は
、
よ
く
理

会
し
た
書
き
物
で
あ
つ
た
。
芳
樹
に
此
依
頼
に
行
つ
た
の
は
、
曙
覧
の
門
弟
太

政
官
主
記
佐
藤
誠
で
あ
る
。
其
で
、
此
話
を
し
た
の
も
、
右
の
佐
藤
氏
で
あ
つ

た
。

曙
覧
の
長
子
井
手
今
滋
さ
ん
の
書
い
た
「
小
伝
」
　
　
橘
曙
覧
全
集
　
　
に
は
、

「
如
斯
古
来
未
曾
有
の
大
御
代
に
遭
ひ
な
が
ら
、
眼
前
、
復
古
の
盛
儀
大
典
を

見
奉
る
に
至
ら
ず
、
況
や
、
か
ね
て
の
抱
負
も
、
将
に
達
す
る
に
向
は
む
と
し

て
、
今
日
は
か
な
く
も
世
を
去
る
こ
そ
、
返
す
／
″
＼
も
口
惜
し
け
れ
と
て
、

切
歯
瞑
目
せ
ら
れ
た
り
。
」
と
あ
つ
て
、
理
想
せ
ら
れ
た
大
丈
夫
の
形
が
出
て

ゐ
る
。

橿
原
の
宮
に
還
る
こ
と
は
、
国
学
者
の
等
し
く
望
ん
で
居
た
黄
金
世
界
で
あ
つ

た
。
さ
う
し
て
其
が
実
現
せ
ら
れ
る
に
近
く
な
つ
て
、
死
ん
で
行
か
う
と
す
る

の
だ
。
歓
び
と
慨





み
と
が
、
心
を
揺
つ
て
ゐ
た
様
子
も
察
せ
ら
れ
る
。
「
況
や

か
ね
て
の
抱
負
も
…
…
」
以
下
の
述
懐
は
、
若
い
井
手
氏
の
心
に
、
さ
う
言
ふ

風
に
印
象
し
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
此
歌
集
の
開
板
に
到
る
十
年
の
間

は
、
国
学
者
の
胸
に
殊
に
さ
う
し
た
気
概
の
溢
れ
て
ゐ
た
時
代
だ
つ
た
の
で
あ

る
。

曙
覧
の
内
に
は
、
平
田
学
の
影
響
か
ら
来
た
も
の
が
な
か
つ
た
と
は
言
へ
ぬ
。

又
篤
胤
等
を
尊
重
し
た
痕
も
明
ら
か
だ
。
彼
の
庇
護
者
と
見
る
べ
き
福
井
藩
の

重
臣
中
根
雪
江
は
、
平
田
門
に
入
つ
た
人
で
あ
る
。
又
門
人
芳
賀
真
咲
（
矢
一

博
士
の
父
）
に
与
へ
た
歌
　
　
篤
胤
の
書
に
書
き
添
へ
よ
と
の
依
頼
に
、

　
　
こ
れ
や
こ
の
　
書
看





ふ
け
れ
ば
、
夜
七
夜
も
寝
で
あ
り
き
と
ふ
　
神
の
筆

　
　
あ
と

な
ど
を
考
へ
る
と
、
一
部
の
国
学
者
が
、
平
田
派
に
持
つ
て
居
た
や
う
な
敵
意

な
ど
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
此
派
の
学
者
の
や
う
に
、
理
想
国
を
空
想
す

る
様
な
考
へ
な
ど
は
、
持
つ
て
居
な
か
つ
た
と
見
る
方
が
、
正
し
い
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
一
条
を
外
に
し
て
考
へ
る
と
、
此
歓
び
を
見
果
す
こ
と
の
出
来
ぬ

身
の
か
ひ
な
さ
を
、
歎
い
た
様
が
、
如
何
に
も
よ
く
納
得
出
来
る
。

誠
の
方
の
伝
へ
に
な
る
と
、
更
に
適
切
に
曙
覧
の
心
が
現
れ
て
ゐ
る
。
今
ま
で

の
調
査
で
は
、
曙
覧
の
勤
皇
の
情
熱
に
燃
え
て
ゐ
た
こ
と
は
訣
る
が
、
勤
皇
運

動
に
携
つ
た
痕
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

若
し
倖
に
余
命
が
あ
つ
た
ら
、
松
平
春
嶽
の
推
挙
で
、
明
治
政
府
治
下
の
官
吏

・
助
教
・
宮
司
の
い
づ
れ
か
に
な
つ
て
居
た
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
其
も
亦
、
お

の
が
性
向
に
合
は
ぬ
も
の
と
し
て
、
断
つ
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く

町
人
出
の
人
で
あ
つ
た
。
福
井
の
由
緒
古
い
町
人
の
家
に
生
れ
た
彼
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
考
へ
は
じ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

幕
末
の
志
士
の
中
に
は
、
百
姓
・
町
人
の
旧
家
か
ら
出
た
も
の
が
相
当
に
あ
つ

た
。
彼
等
は
学
問
を
し
て
、
御
家
人
の
生
活
と
、
自
分
等
の
生
活
と
の
岐
れ
た

理
由
を
、
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
新
し
い
感
激
深
い
運
動

に
携
る
こ
と
が
、
彼
等
を
士
分
の
者
同
様
の
自
覚
に
据
ゑ
た
の
で
あ
つ
た
。
だ
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か
ら
、
若
し
曙
覧
が
積
極
式
な
生
活
法
を
採
る
人
だ
つ
た
ら
、
さ
う
言
ふ
機
会

は
我
ら
も
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
現
に
天
保
の
初
年
、
二
十
を
越
し
た
ば
か
り
で
、

京
都
に
奔
つ
て
、
児
玉
塾
に
入
つ
て
居
る
。
又
二
十
八
歳
の
天
保
十
年
に
は
、

江
戸
に
遊
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
平
田
鉄
胤
門
そ
の
他
、
皇
漢
の
学
徒
の
実
行

派
に
近
寄
る
機
会
も
あ
つ
た
筈
を
、
事
無
く
帰
郷
し
て
ゐ
る
。
偶
然
の
機
縁
が

彼
に
迫
ら
な
か
つ
た
事
も
あ
ら
う
し
、
又
元
々
さ
う
言
ふ
激
越
し
た
質
を
持
た

な
か
つ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
。

そ
れ
に
第
一
、
彼
の
育
つ
た
福
井
・
武
生
は
、
幕
末
動
乱
の
時
代
を
わ
り
に
、

家
中
は
静
か
に
経
過
し
た
。
藩
侯
や
、
二
三
の
重
臣
の
上
に
は
、
事
は
あ
つ
た

が
、
藩
士
の
脱
走
し
て
国
事
に
奔
つ
た
者
な
ど
も
、
ま
づ
な
か
つ
た
と
言
ふ
こ

と
が
出
来
る
。
此
気
運
の
間
に
、
曙
覧
は
成
長
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

思
想
と
し
て
、
知
識
と
し
て
、
す
べ
て
国
学
の
先
輩
の
説
く
所
は
包
容
し
、
又

興
奮
を
感
じ
た
人
で
あ
る
が
、
之
を
実
行
に
移
さ
う
と
す
る
人
物
で
は
な
か
つ

た
。
そ
れ
に
、
今
一
つ
は
、
生
活
上
の
原
因
が
あ
る
と
思
ふ
。
三
十
歳
を
過
ぎ

て
、
彼
は
家
を
弟
に
譲
つ
て
出
て
ゐ
る
。
最
若
く
見
つ
も
つ
て
も
、
二
十
九
又

は
三
十
、
遅
く
考
へ
て
見
る
と
、
三
十
三
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
町
人
の
子
、

殊
に
家
の
後
取
り
が
、
学
問
に
身
を
入
れ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
当
時
の
人
の
見

解
か
ら
す
れ
ば
、
一
種
の
漂
浪
癖
が
つ
い
た
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
若
し
、

若
い
彼
の
京
都
へ
の
出
奔
が
、
町
人
出
の
志
士
を
見
習
う
て
の
こ
と
ゝ
す
れ
ば
、

尚
の
事
で
あ
る
。
尤
さ
う
し
た
見
方
も
、
全
く
出
来
な
い
訣
で
は
な
い
。
そ
の

当
時
頼
つ
て
行
つ
た
の
は
、
頼
山
陽
門
下
の
児
玉
士
啓
で
あ
つ
た
。
年
少
よ
り

の
師
匠
明
導
の
指
図
に
よ
つ
て
、
詩
人
児
玉
旗
山
に
就
く
こ
と
に
な
つ
た
と
し

て
、
と
も
か
く
家
人
ら
の
解
釈
の
中
に
は
、
此
頃
京
都
に
お
け
る
学
徒
の
気
風

に
つ
い
て
の
虞
れ
が
籠
つ
て
居
な
か
つ
た
と
も
言
は
れ
な
い
。
だ
が
此
点
は
す

べ
て
、
今
の
処
ま
づ
、
平
凡
に
家
業
を
棄
て
ゝ
遊
学
し
た
者
を
ひ
き
戻
し
た
も

の
と
見
る
の
が
、
当
を
得
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

儒
学
そ
の
他
の
立
ち
場
か
ら
、
当
時
の
風
潮
を
吸
ひ
こ
ん
で
、
勤
皇
の
志
を
抱

く
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
ま
だ
学
問
に
も
文
学
に
も
、
自
覚
の
な
か
つ
た
の
が
、

二
十
五
歳
前
の
彼
で
あ
つ
た
と
言
へ
よ
う
。

松
平
春
嶽
は
、
福
井
に
古
学
・
古
体
歌
の
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
天

保
七
・
八
・
九
年
頃
の
事
か
と
し
て
ゐ
る
。
年
月
が
漠
と
し
て
ゐ
る
が
、
細
か

く
数
字
を
あ
げ
て
ゐ
る
の
は
、
却
て
わ
り
に
記
憶
が
離
れ
過
ぎ
て
居
な
い
こ
と

を
示
す
の
だ
ら
う
。
鏑
木
尚
平
　
　
姓
氏
覚
え
不
申
と
あ
る
が
、
山
田
秋
甫
さ

ん
は
、
鏑
木
姓
と
聞
い
た
と
註
し
て
ゐ
ら
れ
る
　
　
と
言
ふ
人
が
遊
歴
し
て
、

こ
ゝ
に
新
し
い
種
を
お
ろ
し
た
も
の
だ
と
し
て
ゐ
る
。
中
根
雪
江
・
平
本
良
載

・
渥
美
新
右
衛
門
等
が
之
に
学
ん
で
、
学
も
歌
も
、
其
感
化
を
受
け
た
と
あ
る
。

春
嶽
自
身
福
井
藩
勤
皇
の
導
き
を
な
し
た
者
は
、
右
尚
平
の
古
学
・
古
歌
の
運

動
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
回
想
記
の
性
質
上
、
多
少
自
身
の
経
歴
に
集
注
し
て

考
へ
過
ぎ
る
傾
向
も
あ
ら
う
が
、
大
体
は
頷
か
れ
る
。
其
以
前
に
全
く
復
古
運

動
の
芽
生
え
も
な
か
つ
た
と
す
る
の
は
、
時
が
降
り
過
ぎ
る
か
と
も
思
は
れ
る
。

が
、
福
井
藩
の
動
き
方
か
ら
見
て
も
、
立
ち
上
り
が
遅
か
つ
た
理
由
が
、
こ
ん

な
処
に
あ
る
と
言
ふ
理
会
も
つ
く
訣
で
あ
る
。
か
う
し
た
中
根
靱
負
が
江
戸
詰

め
中
、
平
田
篤
胤
門
に
入
り
、
勤
皇
の
志
を
立
て
る
に
到
つ
た
と
記
述
し
て
あ

る
の
も
、
順
序
は
叶
つ
て
ゐ
る
。
中
根
氏
三
十
・
三
十
一
・
三
十
二
、
曙
覧
二

十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
の
頃
、
尚
平
福
井
遊
歴
が
あ
つ
た
の
だ
か
ら
、
篤
胤

没
年
の
天
保
十
四
年
ま
で
は
、
六
年
以
上
の
年
数
が
あ
つ
た
訣
で
あ
る
。

　
　
「
夫
よ
り
し
て
、
橘
曙
覧
等
も
、
雪
江
の
奨
励
に
よ
り
て
、
古
学
を
な
す
。

　
　
田
中
大
秀
の
門
人
と
な
り
た
り
。
曙
覧
の
功
も
甚
多
し
。
故
に
和
歌
の
道

　
　
に
功
労
あ
る
者
は
、
渥
美
新
右
衛
門
・
中
根
雪
江
・
橘
曙
覧
。
平
本
平
学

　
　
…
…
福
井
に
て
勤
王
の
志
を
立
て
た
る
も
の
、
ま
た
勤
王
の
起
り
し
は
、
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外
に
な
し
。
中
根
雪
江
一
人
也
。
勤
王
に
功
労
あ
り
し
人
は
、
此
人
の
上

　
　
に
い
づ
る
も
の
な
し
。
」

中
根
靱
負
を
間
に
し
て
、
曙
覧
を
見
て
居
た
春
嶽
は
、
恐
ら
く
過
不
足
な
く
此

二
人
の
交
渉
を
見
た
で
あ
ら
う
。
天
保
七
・
八
・
九
年
、
彼
二
十
五
を
過
ぎ
て
、

学
問
・
文
学
の
覚
悟
が
定
ま
つ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
さ
う
し
て
其
先
導
者
と

な
つ
た
の
が
、
中
根
氏
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
様
子
は
、
雪
江
自
身
の
「
中
根

師
質
行
状
」
に
も
書
い
て
ゐ
る
。

　
　
「
余
は
始
の
程
こ
そ
、
先
達
め
き
て
物
し
つ
れ
。
暇
な
き
官
路
に
老
い
朽

　
　
ち
果
て
に
た
る
を
、
翁
は
た
ゆ
ま
ふ
事
な
く
…
…
今
は
し
も
仰
ぎ
瞻
る
さ

　
　
へ
目
ば
ゆ
か
る
を
…
…
」

此
時
以
前
、
既
に
相
当
の
造
詣
を
示
し
て
ゐ
た
曙
覧
の
学
問
・
文
学
が
、
福
井

藩
の
士
人
に
認
め
ら
れ
、
愛
せ
ら
れ
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
し
て
其
等
の

人
々
と
文
雅
の
交
り
を
し
て
ゐ
る
内
に
、
此
ま
で
考
へ
な
か
つ
た
高
い
理
想
が
、

持
ち
来
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
今
ま
で
の
文
学
遊
戯
の
上
に
、
崇
高
な
目
的
が

見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
古
歌
を
以
て
す
る
古
学
の
道
は
、
更
に
古
義
神
道
に

到
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
。
従
来
は
か
う
し
た
目
的
を
忘
れ
た
末

梢
の
遊
戯
で
あ
つ
た
。
之
を
悟
つ
た
士
人
の
中
に
、
最
進
ん
だ
の
が
、
中
根
氏

で
あ
つ
た
。
国
学
者
の
理
想
は
、
か
う
し
て
、
福
井
藩
に
入
つ
て
来
た
の
で
あ

る
。

か
う
し
て
見
る
と
、
福
井
藩
に
お
け
る
勤
皇
は
、
文
芸
復
興
の
清
純
な
歩
み
か

ら
出
た
も
の
、
と
見
て
よ
い
。
少
く
と
も
、
復
古
の
情
熱
は
、
古
学
の
つ
き
つ

め
て
尖
鋭
に
な
つ
た
古
歌
の
形
を
以
て
、
燃
え
立
つ
て
来
た
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
自
覚
後

曙
覧
の
江
戸
に
出
た
の
は
、
二
十
八
歳
、
天
保
十
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
勿
論

江
戸
は
此
時
限
り
で
な
く
、
恐
ら
く
此
前
に
も
、
武
生
の
伯
父
の
使
ひ
と
し
て

行
つ
た
こ
と
は
あ
つ
た
も
の
と
見
て
よ
い
様
で
あ
る
。
学
問
に
、
あ
る
自
覚
を

得
て
直
後
の
東
下
り
だ
か
ら
、
た
と
ひ
目
的
は
何
で
あ
つ
て
も
、
受
け
て
来
た

影
響
は
深
い
も
の
だ
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
其
に
遊
学
の
為
と
い
ふ
に
は
、
あ
ま

り
短
日
月
の
事
ら
し
い
か
ら
、
彼
の
覚
悟
に
は
根
柢
は
出
来
た
旅
だ
つ
た
に
し

て
も
、
学
者
の
門
を
叩
く
と
か
、
道
を
聴
く
と
か
言
ふ
目
的
で
は
な
か
つ
た
、

と
思
う
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
度
で
も
学
者
の
門
を
訪
れ
ゝ
ば
、
既
に
入
門

し
た
こ
と
に
な
り
、
師
弟
関
係
の
成
り
立
つ
の
は
、
当
時
の
姿
で
あ
つ
た
。
学

匠
は
そ
の
門
人
帳
に
も
記
入
し
よ
う
し
、
又
曙
覧
自
身
、
誰
の
門
を
訪
れ
た
と

言
ふ
こ
と
を
誇
つ
て
言
は
ぬ
筈
も
な
い
。
思
へ
ば
、
此
前
年
の
九
月
に
は
、
田

安
斉
匡
の
子
慶
永
が
、
福
井
藩
主
松
平
斉
善
の
嗣
子
と
な
つ
て
、
翌
月
封
を
襲

い
だ
。
此
が
春
嶽
で
あ
る
。
さ
う
し
て
此
年
は
、
在
府
し
て
ゐ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
か
ら
、
従
つ
て
中
根
以
下
の
人
々
も
、
江
戸
在
番
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
た
機
会
に
、
曙
覧
は
江
戸
へ
出
る
都
合
が
出
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

此
年
、
曙
覧
の
出
た
正
玄
家
等
の
橘
七
屋
敷
の
宗
家
橘
宗
賢
　
　
歴
代
宗
賢
を

称
へ
る
　
　
家
の
再
建
が
あ
つ
た
。
前
々
年
城
下
火
事
で
焼
け
た
の
で
あ
つ
た
。

藩
侯
か
ら
松
材
あ
ま
た
下
し
て
、
此
国
の
名
族
の
家
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

宗
賢
家
で
は
、
新
築
し
た
家
を
賜
松
館
と
つ
け
、
又
曙
覧
に
嘱
し
て
歌
を
詠
ぜ

し
め
た
。

　
此
二
首
の
中
、
前
一
首
は
「
万
代
ま
で
も
栄
え
た
ら
な
む
」
と
言
ふ
風
な
旧

　
風
の
も
の
で
あ
る
。
後
の
も
の
に
は
、
「
松
の
棟
木
は
、
君
が
た
ま
も
の
」

　
と
謂
つ
た
風
で
、
後
の
自
在
な
歌
口
の
窺
は
れ
る
所
が
あ
る
。

此
ま
で
解
釈
せ
ら
れ
た
曙
覧
の
性
格
観
か
ら
は
、
稍
外
れ
る
様
だ
が
、
或
は
、

昔
か
ら
の
由
緒
を
申
し
立
つ
る
陳
状
役
に
選
ば
れ
て
、
江
戸
へ
出
た
も
の
と
思
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は
れ
ぬ
で
も
な
い
。
賜
松
館
に
は
、
彼
の
関
係
あ
つ
た
こ
と
は
、
其
記
文
の
間

に
も
見
え
る
や
う
だ
。

だ
が
此
歌
な
ど
は
、
曙
覧
の
自
選
に
な
つ
た
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
に
は
出
て

居
な
い
。
此
は
明
ら
か
に
彼
の
態
度
を
表
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
へ
る
。
つ
ま
り

自
覚
以
前
の
歌
は
一
切
棄
て
ゝ
顧
み
な
か
つ
た
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
厳
重
に

謂
へ
ば
、
彼
に
記
念
す
べ
き
天
保
九
年
・
十
年
を
以
て
初
め
と
す
べ
き
で
あ
ら

う
が
、
尚
少
し
外
的
事
情
の
之
を
限
定
す
る
に
足
る
も
の
が
乏
し
い
。
其
で
、

彼
自
身
飛
躍
の
あ
つ
た
年
と
言
ふ
考
へ
か
ら
弘
化
元
年
の
飛
騨
入
り
を
以
て
、

境
と
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

此
年
以
来
、
彼
の
学
問
は
伝
統
あ
る
も
の
と
な
つ
た
訣
で
あ
る
。
今
日
の
我
々

に
と
つ
て
は
、
学
問
と
文
学
と
の
間
に
、
さ
ほ
ど
密
接
な
関
係
を
考
へ
る
こ
と

は
、
不
自
然
で
あ
る
。
併
し
前
代
の
人
に
と
つ
て
は
、
歌
は
即
学
問
で
あ
り
、

尠
く
と
も
学
立
つ
て
歌
は
じ
め
て
正
し
と
し
た
の
だ
。
宣
長
門
の
田
中
大
秀
に

入
門
し
た
こ
と
は
、
国
学
者
と
し
て
の
世
間
資
格
を
具
へ
る
こ
と
に
な
つ
た
と

共
に
、
彼
の
歌
も
、
伝
統
正
し
い
も
の
、
と
自
信
し
て
よ
い
訣
に
な
つ
た
。

此
前
年
　
　
天
保
十
四
　
　
閏
九
月
に
は
、
平
田
篤
胤
が
死
ん
で
ゐ
る
。
若
し
、

今
数
年
寿
命
を
保
つ
て
居
た
と
し
た
ら
、
彼
の
門
人
帳
に
は
、
曙
覧
の
名
が
書

き
加
へ
ら
れ
る
こ
と
に
、
な
つ
た
か
も
知
れ
な
か
つ
た
。

篤
胤
の
死
ん
だ
こ
と
は
、
彼
に
大
秀
入
門
の
決
心
を
堅
め
さ
せ
た
も
の
、
と
も

考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
八
月
大
野
路
を
穴
馬
越
え
し
て
、
美
濃
郡
上






に
出
、

其
か
ら
高
山
へ
出
て
、
其
処
に
宿
を
定
め
て
、
大
秀
の
千
種
園
を
叩
く
に
到
つ

た
の
で
あ
る
。
此
道
は
、
越
中
か
ら
東
山
道
へ
出
る
近
道
で
あ
る
か
ら
、
飛
騨

か
ら
越
中
路
へ
来
る
人
も
、
又
富
山
か
ら
す
る
江
戸
往
来
に
も
、
多
く
之
を
取

り
、
曙
覧
も
若
い
武
生
時
代
に
通
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
大
秀
も
亦
、
此
道
を

越
え
て
、
福
井
へ
往
来
し
て
も
居
る
の
で
あ
る
。
其
道
を
昨
日
行
つ
て
今
日
還

る
と
言
ふ
風
に
、
福
井
に
は
戻
つ
て
ゐ
る
。

「
藁
屋
文
集
」
の
「
奉
斎
祀
本
居
桜
根
大
人
而
於
大
前
祈
白











詞
」
に
よ
れ
ば
、

八
月
頃
に
、
宣
長
大
人
の
教
へ
子
田
中
翁
の
許
に
行
つ
て
、
長
い
疑
問
を
問
ひ

訊
し
、
更
に
桜
根
大
人
の
諡
号
を
書
い
て
貰
つ
て
帰
国
し
た
。
さ
う
し
て
其
後

「
日



異

爾

御
前
奉
仕
奉
」
と
あ
つ
て
、
九
月
二
十
九
日
の
祥
月
命
日
に
祀
り
を

営
む
よ
し
が
、
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
す
れ
ば
、
其
高
山
滞
在
は
、
極
め
て
僅

か
な
日
数
で
あ
つ
た
に
過
ぎ
ま
い
。
さ
う
し
て
其
間
に
、
白
雲
居
の
歌
会
に
列

り
、
又
千
種
園
で
歌
を
詠
ん
で
居
る
。
千
種
園
は
大
秀
の
家
名
で
あ
る
か
ら
、

白
雲
居
は
別
人
の
宅
で
あ
ら
う
。

此
で
正
式
に
刺
を
通
じ
て
、
入
門
の
礼
を
取
つ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
而

も
昔
の
人
の
心
は
、
か
う
し
て
、
二
重
の
師
弟
関
係
の
温
さ
を
持
つ
た
の
で
あ

る
。
宣
長
の
弟
子
で
あ
る
所
の
大
秀
に
事
へ
る
こ
と
は
、
同
時
に
宣
長
に
事
へ

る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
大
秀
を
間
に
立
て
ゝ
、
宣
長
を
崇
め
て
ゐ
る
だ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
其
と
共
に
又
、
大
秀
に
事
へ
る
こ
と
が
主
と
な
つ
て
、
宣
長

を
思
ふ
心
は
閑
却
せ
ら
れ
て
ゐ
る
訣
で
も
な
か
つ
た
。
結
局
は
、
宣
長
の
開
い

た
学
統
一
筋
、
ど
の
点
に
も
中
心
を
捉
へ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
此
は
、

先
に
あ
げ
た
祝
詞
及
び
、
「
師
翁
の
御
許
に
、
飛
騨
国
に
物
学
に
ま
ゐ
で
ゝ
よ

め
る
」
長
歌
と
の
間
に
、
今
人
に
は
矛
盾
に
感
ぜ
ら
れ
さ
う
な
、
又
功
利
式
に

考
へ
ら
れ
さ
う
な
も
の
あ
る
を
虞
れ
て
言
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
「
…
…
ま
な
柱
　
学
び
の
親
と
、
天
つ
水
　
仰
ぎ
ま
つ
り
て
、
大
船
の
　

　
　
頼
ま
む
も
の
と
、
む
ら
ぎ
も
の
　
心
は
思
へ
ど
、
飛
騨
人
の
う
つ
墨
縄
の

　
　
　
速
け
く
往
き
て
も
と
は
ず
、
玉
く
し
げ
　
二
年
三
年
、
も
み
ぢ
葉
の
年

　
　
を
過
ぎ
来
て
、
…
…
牡
鹿
な
す
　
膝
折
り
伏
せ
、
鵜
じ
も
の
　
う
な
ね
つ

　
　
き
ぬ
き
、
お
く
て
田
の
　
遅
れ
し
我
と
め
ぐ
み
ま
し
、
あ
な
ゝ
ひ
ま
し
て
、

　
　
教
へ
子
の
列
に
つ
ら
な
べ
、
と
き
さ
と
し
教
へ
ま
さ
ね
と
、
し
づ
の
男
が
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仮
り
菴
の
い
ほ
に
引
く
板
の
　
た
ゞ
ひ
た
す
ら
に
こ
ひ
の
み
ま
つ
る
」

と
熱
情
が
歌
は
れ
て
ゐ
る
。
だ
が
其
と
同
時
に
、
大
秀
の
歿
し
た
時
の
「
師
翁

の
み
ま
か
り
給
ひ
け
る
を
悲
し
み
て
よ
め
る
」
歌
に
は
、

　
　
「
析
鈴






の
五
十
鈴
の
す
ゞ
の
　
鈴
屋
の
大
人
の
命
の
…
…
学
子






の
兄
と
さ

　
　
し
た
る
　
春
べ
咲
く
　
藤
垣
内








の
本
居
の
其
翁
（
大
平
）
し
も
、
懐



が
し

　
　
み
、
称
へ
ま
し
け
る
そ

こ

を

し

も

、
あ

や

に

尊

み

、
そ
こ
を
し
も
あ
や
に

　
　
ゆ
か
し
み
、
ま
な
柱
　
学
び
の
父
と
、
あ
ら
た
ま
の
　
こ
の
年
ご
ろ
を
　

　
　
泣
く
子
な
す
　
慕
ひ
ま
つ
り
て
、
う
る
は
し
み
思
へ
る
も
の
を
、
白
玉
の

　
　
五

百

箇

つ
ど
ひ
の
緒

絶

え
し
て
…
…
」

此
で
見
て
も
、
学
統
に
対
す
る
愛
執
が
窺
は
れ
る
で
な
い
か
。

か
う
し
て
鈴
屋
の
正
統
に
列
る
一
人
と
し
て
、
自
ら
も
覚
悟
が
出
来
、
人
も
認

め
る
こ
と
に
な
つ
て
、
は
じ
め
て
晴
れ
て
学
を
講
じ
、
弟
子
を
取
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
其
な
れ
ば
こ
そ
、
弘
化
三
年
生
家
を
離
れ
、
足
羽
山
の
黄

金
舎
に
移
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
其
以
前
に
も
、
享
楽
態
度
か
ら
、

次
第
に
本
気
に
学
問
に
深
入
り
す
る
と
共
に
、
弟
子
を
も
取
る
や
う
に
な
つ
て

居
た
で
あ
ら
う
が
、
此
頃
に
な
つ
て
其
だ
け
の
決
心
も
、
つ
い
た
も
の
と
思
は

れ
る
。

従
来
の
考
へ
方
で
は
、
彼
の
生
家
が
福
井
の
旧
家
で
あ
り
、
富
裕
な
紙
商
で
あ

つ
た
の
を
棄
て
ゝ
、
異
母
弟
に
譲
つ
た
と
言
ふ
点
に
、
一
つ
の
力
点
を
置
く
か

ら
し
て
、
家
を
出
る
年
が
問
題
に
な
つ
て
来
る
。
だ
が
か
う
し
た
事
は
、
彼
の

性
格
も
あ
り
、
又
事
の
自
然
の
推
移
も
あ
つ
て
、
自
ら
解
決
し
て
居
た
事
で
あ

ら
う
と
思
ふ
が
、
曙
覧
伝
を
作
る
段
に
な
る
と
、
や
は
り
一
つ
の
事
件
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
、
年
月
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。

「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
は
、
こ
の
意
義
に
お
い
て
、
あ
る
処
ま
で
徹
底
し
た
態

度
を
採
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
即
、
此
新
し
い
覚
悟
を
発
し
た
年
の
作
物
を

初
め
に
据
ゑ
て
、
以
後
年
代
順
に
し
た
様
子
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
集
「
松
籟
艸
」
の
巻
頭
三
首
は
、
足
羽
山
に
住
み
は
じ
め
た
頃
の
も
の
と

言
ふ
の
で
出
し
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
集
の
名
も
、
そ
の
第
一
首
「
…
…

軒
の
松
　
あ
ら
し
と
言
ひ
て
、
吹
き
か
へ
し
て
よ
」
か
ら
取
つ
た
の
だ
。
此
は

彼
に
と
つ
て
、
重
大
な
時
期
の
記
念
と
し
て
、
と
り
立
て
ゝ
掲
げ
出
し
た
も
の

と
言
へ
る
。
だ
か
ら
、
飛
騨
入
り
後
に
出
来
た
も
の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
之

に
出
し
て
置
い
た
理
由
は
訣
る
。
さ
す
れ
ば
、
其
次
に
あ
る
、

　
　
　
　
　
飛
騨
国
に
て
、
白
雲
居
の
会
に
、
初
雁

　
　
妹
と
寝
る
　
と
こ
よ
離
れ
て
、
こ
の
朝
明
　
鳴
き
て
来
つ
ら
む
初
雁
の
声

　
　
　
　
　
同
じ
国
な
る
千
種
園
に
て
、
甲
斐
国
の
り
く
ら
山
に
雪
の
ふ
り
け

　
　
　
　
　
る
を
見
て

　
　
旅
ご
ろ
も
　
う
べ
こ
そ
さ
ゆ
れ
。
乗
る
駒
の
　
鞍
の
高
嶺
に
、
み
雪
つ
も

　
　
れ
り

が
、
順
序
と
し
て
最
初
に
お
か
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
歌
柄
か
ら
言
つ
て
も
、

さ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
出
来
た
順
序
と
し
て
は
、
其
次
の
「
汐
な
ら
で
」
の

歌
に
続
く
の
で
あ
る
。

さ
す
が
に
曙
覧
だ
け
に
、
短
歌
と
し
て
の
特
殊
な
鑑
賞
法
か
ら
見
て
優
れ
た
も

の
は
、
勿
論
多
い
。
が
、
一
般
の
文
学
と
し
て
、
詩
を
十
分
に
持
つ
た
の
は
、

此
二
つ
が
尤
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
興
奮
と
感
激
と
が
、
如
何
に
も
高
い
風

格
に
包
ま
れ
て
現
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
見
る
で
あ
ら
う
。
彼
の
心
が
張
り
充
ち
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
意
気
の
、
昂
つ
て
ゐ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

私
は
、
万
葉
ぶ
り
の
歌
に
就
い
て
、
平
凡
な
解
説
を
し
た
い
。
万
葉
集
以
後
、

語
ど
ほ
り
の
意
味
に
お
け
る
、
万
葉
ぶ
り
の
歌
は
出
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
唯

わ
り
あ
ひ
に
、
万
葉
式
な
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
歌
の
持
つ
格
調
を
、
其
だ
と
言

ふ
ば
か
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
厳
密
に
言
へ
ば
、
古
代
短
歌
に
似
た
情
調
を
生
じ
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る
要
素
を
持
つ
た
歌
と
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
記
紀
の
短
歌
に
近
い
も

の
も
、
亦
古
今
集
中
の
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
に
あ
る
や
う
な
も
の
も
、
あ
る
後

代
風
な
歌
の
間
に
置
く
時
、
其
が
復
古
的
だ
と
言
ふ
感
じ
を
抱
か
せ
る
と
共
に
、

万
葉
ぶ
り
だ
と
、
判
断
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
如
何
に
万
葉
に
親
し
ん

だ
学
者
・
研
究
家
・
歌
人
で
も
、
万
葉
の
本
格
式
な
調
子
な
る
も
の
を
、
的
確

に
と
り
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
唯
、
万
葉
集
中
の
歌
を
斥

し
示
す
よ
り
外
は

な
い
の
で
あ
つ
て
、
集
以
外
の
後
代
の
作
物
か
ら
、
万
葉
式
な
も
の
を
と
り
出

す
と
言
ふ
段
に
な
る
と
、
明
ら
か
に
多
く
の
場
合
は
、
他
の
雑
多
な
歌
集
の
要

素
を
含
ん
だ
も
の
を
探
り
あ
て
る
事
に
な
る
。
彼
等
の
前
に
既
に
あ
る
古
典
作

物
以
外
に
は
、
其
古
典
に
似
よ
つ
た
も
の
を
適
切
に
示
す
訣
に
は
い
か
な
い
も

の
な
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
作
者
の
万
葉
ぶ
り
だ
と
謂
は
れ
た
作
の
一
々
に

つ
い
て
、
自
分
の
感
じ
る
も
の
と
、
其
自
身
が
持
つ
て
ゐ
る
歴
史
式
な
姿
と
を

比
べ
て
見
れ
ば
訣
る
と
思
ふ
。
た
と
へ
ば
、
賀
茂
真
淵
の
作
物
の
最
万
葉
式
な

も
の
を
見
て
も
、
其
が
歴
史
風
真
実
か
ら
し
て
、
万
葉
式
だ
と
謂
へ
な
い
の
で

あ
る
。
後
代
風
な
も
の
ゝ
上
に
、
若
干
古
代
短
歌
の
風
格
を
作
る
要
素
が
加
つ

て
居
て
、
其
が
殆
歌
全
体
に
、
瀰
漫
し
て
ゐ
る
や
う
に
感
じ
さ
せ
て
居
る
に
過

ぎ
な
い
こ
と
が
多
い
の
だ
。
ま
し
て
其
系
統
の
作
家
で
見
れ
ば
、
も
つ
と
甚
し

く
、
我
々
の
漠
と
し
た
臆
断
が
、
近
代
詞
に
僅
か
に
加
つ
た
古
態
を
、
歌
全
体

の
上
に
拡
張
し
て
ゐ
る
こ
と
を
覚
る
で
あ
ら
う
。
溯
つ
て
、
源
実
朝
の
万
葉
ぶ

り
だ
と
謂
は
れ
る
二
十
首
未
満
の
金
槐
集
中
の
古
詞
の
も
の
に
つ
い
て
見
て
も
、

其
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
極
言
す
れ
ば
、
単
に
調
子
が
古
風
に
張
つ
て
ゐ

る
と
言
ふ
や
う
な
点
に
帰
す
る
も
の
を
捉
へ
て
、
さ
う
言
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
訣

る
。
尤
、
さ
う
し
た
歌
の
作
ら
れ
る
の
に
は
、
万
葉
集
を
読
ん
だ
影
響
が
、
十

分
に
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
さ
う
し
て
出
て
来
る
も
の
は
、
万
葉
の
作
物
の
感
覚

に
刺
戟
せ
ら
れ
て
出
た
、
あ
る
近
代
調
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
江
戸

の
田
安
宗
武
ほ
ど
、
独
自
の
万
葉
調
を
な
し
た
人
も
少
い
。
其
に
も
繋
ら
ず
、

彼
の
作
つ
た
歌
の
一
つ
〳
〵
は
、
万
葉
と
近
代
歌
と
の
間
に
、
あ
る
融
合
点
を

作
つ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
万
葉
集
に
あ
る
が
為
に
、
我

々
は
一
つ
〳
〵
の
歌
を
万
葉
正
調
と
し
て
ゐ
る
が
、
若
し
其
等
の
作
物
が
早
く

逸
散
し
て
万
葉
集
か
ら
離
れ
て
ゐ
た
と
し
た
ら
、
誰
が
万
葉
集
の
残
り
の
歌
と

比
べ
て
、
万
葉
調
自
身
だ
と
言
ふ
だ
ら
う
。
厳
重
に
言
へ
ば
さ
う
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
多
く
の
場
合
は
道
に
極
め
て
散
漫
な
立
ち
場
か
ら
、
万
葉
ぶ
り
を
感
じ

て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

新
古
今
詞
に
つ
い
て
も
さ
う
で
、
彼
時
代
前
後
に
於
い
て
、
た﹅
け﹅
の
す
ぐ
れ
た

も
の
を
賞
揚
し
、
す﹅
が﹅
た﹅
の
整
う
た
こ
と
を
喜
ん
で
ゐ
る
が
、
か
う
し
て
出
来

た
新
古
今
風
の
代
表
式
な
も
の
ゝ
あ
る
種
の
作
物
に
な
る
と
、
直
に
万
葉
ぶ
り

だ
と
謂
ふ
人
の
あ
り
さ
う
な
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
格
調
の
緊
密
な
点
に
、
さ

う
し
た
判
断
が
起
る
の
で
あ
る
。

曙
覧
の
歌
に
つ
い
て
も
、
此
は
万
葉
調
、
此
は
新
古
今
調
或
は
堂
上
風
な
ど
ゝ

も
言
は
れ
よ
う
が
、
さ
う
言
ふ
事
は
実
は
、
感
じ
だ
け
の
問
題
に
過
ぎ
ぬ
こ
と

が
多
い
。
併
し
、
概
し
て
万
葉
風
な
気
分
を
持
た
す
と
か
、
古
今
或
は
新
古
今

式
な
情
調
を
起
さ
せ
る
歌
風
と
謂
ふ
も
の
は
あ
る
筈
で
あ
る
。
だ
が
、
一
々
の

作
物
に
つ
い
て
、
細
か
に
観
察
し
て
ゆ
く
と
、
さ
う
し
た
知
識
は
焦
点
を
失
う

て
、
自
由
な
姿
に
戻
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
を
考
へ
て
置
か
ね
ば
、
歌
は
幾
ら
で
も
、

問
題
が
重
つ
て
起
る
だ
ら
う
。

「
妹
と
寝
る
」
「
旅
ご
ろ
も
」
の
二
首
な
ど
も
、
さ
う
言
ふ
歴
史
的
な
考
へ
か

ら
見
れ
ば
、
万
葉
ぶ
り
で
な
い
調
子
を
、
交
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
事
実
だ
。
新
古

今
風
だ
と
さ
へ
言
ふ
こ
と
も
出
来
よ
う
。
殊
に
、
第
一
首
の
方
の
上
の
句
「
妹

と
寝
る
と
こ
よ
離
れ
て
、
こ
の
朝
明
」
と
謂
つ
た
緊
張
感
は
、
寧
、
新
古
今
風

の
印
象
を
含
ん
で
ゐ
な
い
と
は
言
へ
な
い
。
併
し
、
此
歌
の
近
世
風
な
は
な
や
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か
な
格
調
の
上
に
、
若
干
の
素
樸
感
を
加
へ
て
ゐ
る
も
の
ゝ
あ
る
こ
と
は
事
実

だ
。
我
々
の
一
つ
の
詩
の
形
式
要
素
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
複
雑
に
分
解
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
「
と﹅
こ﹅
よ
」
の
き
つ
か
け
を
起
す
、
「
妹
と
寝
る
」
で
あ
り
、

又
常
世
と
言
ふ
単
語
で
あ
り
、
「
こ
の
朝
明
」
と
言
ふ
、
寧
古
代
歌
の
類
型
を

思
は
せ
る
語
で
あ
る
。
か
う
し
た
語
の
分
散
が
、
か
の
中
世
風
な
調
子
に
綜
合

せ
ら
れ
て
、
さ
う
し
た
形
式
要
素
を
、
新
し
く
知
識
要
素
を
以
て
組
み
替
へ
て

居
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
そ
こ
に
、
新
古
今
で
も
な
く
万
葉
で
も
な
い
　
　

謂
は
ゞ
古
学
者
調
の
詞
づ
か
ひ
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
併
し
人
は
、
直
に
そ
こ

の
混
迷
を
見
逃
し
て
了
ふ
。
さ
う
し
て
言
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
曙
覧
な
れ
ば
こ

そ
の
万
葉
ぶ
り
と
。
だ
が
又
次
の
「
鳴
き
て
来
つ
ら
む
初
雁
の
声
」
を
見
る
。

此
は
歌
の
み
が
要
求
し
て
ゐ
る
緊
迫
感
で
あ
つ
て
、
此
生
活
に
と
つ
て
は
、
か

う
し
た
ひ﹅
き﹅
し﹅
ま﹅
り﹅
は
必
要
で
な
い
の
だ
。
寧
、
生
を
遊
離
し
た
調
子
と
言
ふ

こ
と
が
出
来
る
。
勿
論
万
葉
に
も
、
之
と
傾
向
を
同
じ
う
し
来
つ
た
調
子
の
独

立
し
た
歌
が
あ
る
。
だ
が
、
其
が
此
歌
の
救
ひ
に
も
な
ら
ぬ
し
、
又
同
時
に
此

歌
を
万
葉
ぶ
り
と
言
は
せ
る
理
由
に
も
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
併
し
、
元
々
此
歌

自
身
に
は
、
旅
を
悲
傷
し
て
ゐ
る
も
の
で
も
な
い
。
唯
、
雁
を
し
て
適
切
に
詩

を
形
づ
く
ら
し
め
れ
ば
よ
い
と
言
ふ
位
の
覚
悟
を
し
か
含
ん
で
ゐ
ぬ
の
だ
。
さ

す
れ
ば
、
当
時
の
生
活
条
件
を
注
入
す
る
必
要
も
な
か
つ
た
訣
で
あ
る
。
唯
、

常
世
の
雁
の
遥
々
来
た
こ
と
を
述
べ
れ
ば
足
り
た
の
だ
。
不
必
要
な
程
度
に
緊

張
し
た
調
子
も
、
単
に
歌
と
し
て
の
第
二
の
約
束
を
果
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
満

足
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
不
必
要
を
必
要
と
す
る
の
は
、
歌
の
持
つ

固
疾
で
あ
つ
て
、
万
葉
に
も
、
常
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此
が
万
葉

ぶ
り
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
私
ど
も
に
と
つ
て
は
、
此
下
句
の

張
り
が
、
あ
る
卑
し
さ
を
包
蔵
し
て
ゐ
る
や
う
に
さ
へ
感
じ
ら
れ
る
位
で
あ
る
。

万
葉
集
に
も
、
か
う
し
た
躍
り
調
子
の
緊
迫
し
た
も
の
は
、
さ
う
な
い
の
で
あ

る
。
ま
し
て
四
季
雑
歌
の
類
の
詠
物
詩
は
、
も
つ
と
静
か
な
調
子
を
持
つ
て
ゐ

る
。
け
れ
ど
も
、
此
だ
け
の
事
実
を
、
曙
覧
は
勿
論
、
白
雲
居
の
歌
会
に
列
し

た
　
　
だ
ら
う
　
　
大
秀
そ
の
他
の
人
々
は
、
万
葉
正
調
と
感
じ
た
か
も
知
れ

な
い
。
さ
う
し
た
見
方
は
、
勿
論
後
世
も
す
る
人
々
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
其
に

も
繋
ら
ず
、
私
も
尚
之
を
、
多
少
万
葉
要
素
を
持
つ
た
調
子
と
見
る
。
其
は
彼

の
素
養
で
あ
る
。
経
験
で
あ
る
。
か
う
し
た
素
材
を
、
か
う
纏
め
て
来
た
こ
と

は
、
此
歌
の
上
に
の
し
か
ゝ
つ
て
、
読
者
に
感
じ
さ
せ
な
い
で
は
居
な
い
の
で

あ
る
。
か
う
言
ふ
為
立
て
の
歌
が
出
来
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
彼
の
古
学
で
あ
る
。

其
が
発
動
し
て
、
常
識
風
に
言
へ
ば
、
万
葉
ぶ
り
で
あ
る
所
の
、
古
学
者
歌
の

新
古
雑
糅
の
作
物
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
之
を
万
葉
ぶ
り
で
な
い
と
言
ふ
こ
と

も
出
来
る
が
、
さ
う
し
た
立
ち
場
を
認
め
な
け
れ
ば
、
所
謂
万
葉
ぶ
り
の
消
え

て
な
く
な
る
こ
と
も
、
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
畢
竟
、
万
葉
を
中
心
に
古
代
の
短

歌
の
綜
合
観
か
ら
出
た
文
芸
復
興
調
と
で
も
命



け
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
。
こ

の
歌
の
格
調
を
命
け
る
こ
と
は
如
何
と
も
あ
れ
、
歌
そ
の
も
の
は
、
「
志
濃
夫

廼
舎
歌
集
」
中
で
も
最
油
の
乗
つ
た
歌
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
此
作
物

が
内
容
に
お
い
て
優
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
よ
り
、
感
興
が
飽
和
の
度
に
達
し
て
ゐ

る
点
で
あ
る
。
初
め
て
師
の
門
を
叩
い
て
、
此
だ
け
の
作
物
を
示
し
た
と
す
れ

ば
、
恐
ら
く
千
種
園
を
囲
る
多
く
の
人
々
が
駭





い
た
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。
此

は
、
八
月
の
事
だ
か
ら
、
既
に
雁
の
渡
る
時
季
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。
又
現
に
鳴

き
渡
ら
な
く
て
も
、
「
初
雁
」
は
詠
じ
も
し
、
題
に
出
さ
れ
て
も
不
都
合
で
は

な
か
つ
た
。
此
と
日
を
接
し
て
作
つ
た
と
見
え
る
「
旅
衣
」
の
歌
は
、
「
千
種

園
に
て
」
と
あ
る
か
ら
は
、
師
の
前
で
作
つ
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
八
月
雪
を

か
う
む
る
乗
鞍
嶽
を
望
ん
で
作
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
如
何
に
高
山
国
で
も

仲
秋
の
歌
と
し
て
は
、
少
し
行
き
過
ぎ
て
ゐ
る
感
じ
が
あ
る
。
其
頃
特
に
冷
気

甚
し
か
つ
た
の
か
、
或
は
遠
山
の
雪
か
ら
導
い
た
誇
張
で
あ
ら
う
か
、
或
は
此
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高
山
滞
在
は
九
月
上
・
中
旬
に
跨
つ
た
の
か
と
も
思
へ
る
。

思
ふ
に
、
曙
覧
の
師
を
訪
れ
た
こ
と
が
、
弘
化
元
年
秋
一
度
に
止
る
も
の
と
も

思
は
れ
ぬ
か
ら
、
他
の
を
り
の
歌
を
序
を
以
て
列
ね
た
か
、
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

が
ま
づ
、
同
じ
時
の
も
の
と
見
て
、
最
適
切
な
条
件
に
置
い
て
見
る
の
が
よ
か

ら
う
。
だ
か
ら
、
ま
だ
残
暑
を
感
じ
る
頃
、
家
か
ら
用
意
し
た
薄
着
の
肌
の
ひ

や
つ
く
の
が
甚
し
く
な
つ
た
時
分
と
見
ら
れ
よ
う
。
さ
す
れ
ば
、
山
の
雪
と
、

地
上
の
う
す
ら
寒
さ
と
が
不
自
然
な
対
照
に
な
ら
な
い
で
よ
い
。
此
歌
も
、
厳

格
な
万
葉
ぶ
り
で
は
な
い
。
で
も
、
従
来
の
歌
風
の
上
に
、
万
葉
後
期
の
物
の

純
粋
な
吸
収
が
行
は
れ
ゝ
ば
、
か
う
言
ふ
清
純
な
調
子
に
な
る
だ
ら
う
。
殊
に

下
句
は
、
明
治
に
お
け
る
新
派
万
葉
ぶ
り
の
初
期
の
一
つ
の
目
標
と
も
見
ら
れ

る
姿
で
あ
る
。
結
局
さ
う
し
た
万
葉
ぶ
り
は
、
曙
覧
を
と
ほ
し
て
と
り
入
れ
た
、

万
葉
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。
「
旅
ご
ろ
も
う
べ
こ
そ
さ
ゆ
れ
。
」
の
単
純
な
反

省
も
よ
い
が
、
「
乗
る
駒
の
」
は
、
実
際
馬
の
背
に
あ
る
や
う
な
印
象
を
作
る

の
が
、
問
題
だ
。
勿
論
、
枕
詞
・
序
歌
に
は
さ
う
し
た
も
の
は
多
い
の
だ
が
、

後
代
人
の
作
る
擬
古
体
の
文
学
は
、
さ
う
し
た
混
迷
の
な
い
や
う
に
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
或
は
山
の
名
、
乗
鞍
を
か
う
し
て
割
つ
て
、
よ
み
込
ん
だ
も
の
と

も
解
せ
ら
れ
る
が
、
鞍
嶽
と
も
言
は
れ
た
山
だ
か
ら
、
や
は
り
単
な
る
枕
詞
に

用
ゐ
て
居
る
の
だ
。
其
だ
け
緊
密
を
欠
い
て
ゐ
る
訣
で
、
こ
ゝ
が
著
し
く
浮
い

て
響
く
。
其
が
此
第
三
句
を
無
用
に
緊
張
し
た
調
子
に
作
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

併
し
、
此
が
置
か
れ
て
な
け
れ
ば
鞍
の
高
嶺
の
語
が
露
出
し
て
、
所
在
な
い
も

の
に
な
つ
た
で
も
あ
ら
う
。
要
す
る
に
、
枕
詞
の
選
定
に
問
題
が
あ
る
の
だ
。

此
二
首
を
比
べ
る
と
、
当
代
の
本
格
の
調
子
は
前
者
に
あ
る
が
、
後
代
の
調
子

を
暗
示
し
、
静
か
な
が
ら
あ
る
刺
戟
に
な
る
も
の
を
残
す
も
の
は
、
後
の
方
で

あ
る
と
言
へ
よ
う
。
此
歌
を
作
つ
た
当
時
な
ら
ば
、
或
は
な
か
つ
た
筈
の
誤
り

が
あ
る
。
「
甲
斐
国
の
り
く
ら
山
」
と
し
た
序
で
あ
る
。
乗
鞍
嶽
は
、
高
山
か

ら
は
東
に
当
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
信
濃
・
飛
騨
に
跨
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
紛
ふ

べ
く
も
な
い
。
其
に
亦
、
甲
斐
の
山
と
言
へ
ば
、
富
士
山
す
ら
も
見
え
ぬ
処
で

あ
る
。
年
月
立
つ
て
後
、
記
憶
に
た
よ
つ
て
整
理
し
、
歌
の
順
序
も
立
て
ゝ
行

つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
だ
け
に
、
か
う
し
た
錯
誤
の
あ
る
の
は
訝
し
む
に
及
ば

な
い
。
と
共
に
、
歌
も
製
作
年
月
も
、
必
し
も
正
し
く
年
を
逐
う
て
列
ね
ら
れ

た
と
信
じ
る
こ
と
も
、
出
来
な
い
と
思
ふ
。

と
も
か
く
此
二
首
は
、
曙
覧
の
自
讃
歌







で
も
あ
ら
う
し
、
又
新
風
に
踏
み
出
し

た
記
念
で
も
あ
ら
う
か
ら
、
ま
づ
巻
頭
歌
の
つ
も
り
の
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ら

う
。
後
世
か
ら
見
て
、
相
当
意
義
あ
る
事
件
も
、
当
時
平
常
な
生
活
の
続
き
と

し
て
経
験
し
て
ゐ
る
間
は
、
ま
こ
と
に
平
凡
な
家
常
茶
飯
事
と
し
て
看
過
す
も

の
で
あ
る
。
曙
覧
の
、
足
羽





山
移
住
の
年
月
も
、
さ
う
し
て
お
ほ
よ
そ
に
な
つ

て
来
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
足
羽
山
移
住
を
伝
へ
る
弘
化
三
年
に
生
れ
た
の
は
、

長
男
今
滋
で
あ
る
。
其
今
滋
自
身
の
記
憶
す
ら
も
、
目
前
に
見
た
の
で
な
か
つ

た
為
か
、
黄
金
舎
の
事
は
朧
で
あ
る
。
尤
、
こ
の
井
手
氏
の
母
直
子
刀
自
は
、

大
正
二
年
雷
蔵
の
長
寿
を
終
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
記
憶
を
新
に
す
る
機
会
は

度
々
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
今
滋
の
生
れ
た
年
と
足
羽
山
移
住
と
、
並
び
起
つ
た

年
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
刀
自
の
胸
に
浮
ば
な
い
筈
は
な
い
。
而
も
明
治
廿
七
年

撰
つ
た
墓
碣
銘
　
　
依
田
百
川
　
　
は
、
弘
化
三
年
説
で
あ
つ
て
、
同
時
に
前

々
年
、
大
秀
に
入
門
し
た
事
を
す
ら
書
い
て
居
な
い
。
此
文
「
二
十
七
年
来
求

余
文
。
余
素
不
識
翁
。
閲
其
行
状
、
始
知
非
凡
人
。
」
と
書
い
て
あ
る
。
百
川

の
記
憶
か
ら
出
た
こ
と
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
今
滋
の
考
へ
か
ら
と
す
れ

ば
、
直
子
刀
自
は
、
「
今
年
八
十
、
健
康
不
減
少
時
云
。
」
と
あ
る
。
其
後
九

年
、
明
治
三
十
六
年
九
月
東
京
冨
山
房
か
ら
開
板
し
た
『
橘
曙
覧
全
集
』
に
は
、

今
滋
の
書
い
た
小
伝
が
附
い
て
ゐ
る
。
刀
自
此
時
年
八
十
九
、
尚
往
事
を
忘
れ

尽
し
て
も
居
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
而
も
此
文
に
は
、
天
保
十
年
二
十
五
歳
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実
は
二
十
八
歳
　
　
で
江
戸
か
ら
還
つ
て
後
、
決
心
し
て
家
産
を
弟
宣
に
譲

つ
て
足
羽
山
に
退
去
し
、
そ
の
後
田
中
大
秀
に
就
い
た
。
弘
化
三
年
と
し
て
の

記
事
は
、
仁
孝
天
皇
御
大
葬
儀
拝
観
の
事
を
書
い
て
あ
る
ば
か
り
だ
。
墓
碣
銘

と
、
小
伝
と
で
は
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
此
は
二
文
の
出
来
た
九
年
の
歳
月
の

間
に
、
記
憶
が
革
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
通
常
な
ら
ば
、
前
年
の
誤
記
を
訂

す
と
い
ふ
事
は
あ
る
。
其
が
却
て
と
り
と
め
な
く
な
つ
て
来
る
と
言
ふ
の
も
、

如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
。
我
々
は
理
と
し
て
は
、
小
伝
を
信
じ
る
の
が
、
一
番

正
し
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此
文
に
は
江
戸
に
出
た
年
す
ら
誤
算
し
て
ゐ
る
程

だ
。
其
上
幾
分
大
秀
・
曙
覧
の
関
係
を
、
軽
く
見
て
ゐ
る
の
で
な
い
か
、
と
い

ふ
気
の
す
る
筆
意
が
ま
じ
つ
て
居
る
。
思
ふ
に
、
事
の
世
間
に
触
れ
た
方
面
に

は
詳
し
く
な
つ
て
は
居
る
が
、
個
人
生
活
に
関
す
る
側
は
、
余
程
き﹅
さ﹅
く﹅
に
書

い
た
も
の
で
な
い
か
と
言
ふ
気
が
す
る
。
最
信
ず
べ
き
小
伝
に
対
し
て
も
、
幾

分
考
慮
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
だ
か
ら
、
今
滋
の
考
へ
を
基
と
し
た

墓
碣
銘
に
も
、
多
少
の
訂
正
を
要
す
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
ふ
気
が

す
る
。
墓
碣
銘
が
、
小
伝
と
一
致
し
て
ゐ
る
の
は
、
「
天
保
十
年
遊
江
戸
。
既

而
意
有
所
決
、
譲
産
於
弟
、
専
従
文
学
。
」
と
あ
る
所
だ
。

若
し
記
憶
の
誤
り
を
説
明
つ
け
て
見
る
な
ら
、
曙
覧
の
学
者
と
し
て
の
自
立
が
、

凡
八
年
は
早
か
つ
た
と
言
ふ
事
に
な
る
。
今
一
つ
、
正
玄
五
郎
右
衛
門
の
名
跡

が
、
曙
覧
三
十
五
歳
に
到
る
ま
で
、
な
ぜ
収
る
所
に
収
ら
な
か
つ
た
か
、
と
言

ふ
問
題
を
解
決
す
る
訣
で
も
あ
る
。
こ
ゝ
に
多
少
、
孝
子
今
滋
の
誤
記
の
原
因

が
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

曙
覧
を
語
る
者
、
皆
正
玄
氏
を
、
鉅
万
の
富
を
持
つ
た
家
の
様
に
言
つ
て
ゐ
る
。

だ
が
、
「
小
伝
」
に
よ
つ
て
も
、
「
故
に
其
家
弟
の
如
き
も
、
先
子
に
譲
り
受

け
た
る
父
祖
の
余
沢
に
浴
し
、
現
に
市
内
屈
指
の
商
家
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
未

だ
曾
て
先
子
よ
り
補
助
の
請
求
を
受
け
し
こ
と
あ
ら
ず
と
い
ふ
。
而
し
て
没
す

る
に
及
び
、
親
戚
皆
其
儋
石
無
き
に
驚
け
り
」
と
あ
る
文
は
、
「
其
純
正
潔
白

概
ね
此
の
如
」
き
を
説
く
と
共
に
、
故
人
の
家
族
と
し
て
の
鬱
積
す
る
所
を
述

べ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

名
跡
と
家
業
を
弟
に
譲
る
こ
と
は
、
思
ふ
に
早
く
結
着
が
つ
い
て
ゐ
た
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
さ
う
し
て
住
み
処
も
、
正
玄
の
隠
居
に
居
る
と
か
、
別
宅
に
住

む
と
か
言
ふ
風
で
あ
つ
た
も
の
、
と
想
像
し
て
よ
か
ら
う
。
恐
ら
く
、
妻
子
を

抱
へ
て
三
十
五
歳
に
到
る
ま
で
、
継
母
や
弟
の
家
族
と
一
つ
軒
下
に
住
ん
で
ゐ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
で
は
、
曙
覧
の
潔
い
志
の
、
無

に
な
る
機
会
ば
か

り
が
多
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
本
家
に
近
く
居
る
事
の
煩
は
し
さ

は
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

曙
覧
は
、
二
歳
で
母
に
死
に
別
れ
、
父
に
は
、
十
五
歳
の
文
政
九
年
に
死
な
れ

た
。
兄
弟
は
三
人
。
五
郎
右
衛
門
（
宣
）
と
、
妹
繁
子
で
あ
る
。
弟
妹
二
人
は
、

継
母
の
生
ん
だ
人
々
で
あ
る
。
宣
は
、
文
政
元
年
、
兄
と
六
つ
違
ひ
で
生
れ
て

ゐ
る
。
繁
女
の
生
れ
年
は
知
れ
な
い
。
勝
山
町
梅
田
家
に
嫁
入
つ
た
。
異
母
弟

妹
の
母
は
、
三
国
湊
の
白
銀
屋
何
某
か
ら
入
つ
た
人
で
あ
る
。
曙
覧
は
幼
く
か

ら
、
亡
母
の
生
家
で
育
て
ら
れ
て
、
二
十
頃
ま
で
、
其
処
に
居
た
こ
と
が
伝
へ

ら
れ
て
ゐ
る
　
　
山
田
秋
甫
さ
ん
調
べ
る
所
の
山
本
秀
子
嫗
の
話
　
　
。
さ
す

れ
ば
、
父
の
死
ん
だ
後
も
、
数
年
は
、
山
本
家
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

山
本
家
は
、
越
前
武
生
の
旧
家
で
、
酢
を
つ
く
る
家
で
あ
り
、
十
人
扶
持
を
賜

つ
て
居
た
町
人
で
あ
る
。
此
家
六
代
目
の
主
人
金
次
郎
の
妹
つ
る
が
、
曙
覧
の

母
な
る
人
で
あ
つ
た
。
秋
甫
さ
ん
の
作
つ
た
山
本
氏
系
図
に
よ
る
と
、
武
生
の

伯
父
に
は
四
人
の
男
子
が
あ
つ
て
、
長
男
以
下
皆
夭
死
し
て
、
四
男
後
に
平
三

郎
（
怡
僊
）
が
、
天
保
元
年
、
曙
覧
十
九
歳
の
時
に
生
れ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
、

子
の
縁
の
乏
し
か
つ
た
伯
父
夫
婦
が
、
之
を
愛
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う

し
て
、
或
は
彼
を
養
う
て
、
此
家
を
嗣
が
せ
よ
う
と
す
ら
、
漠
然
と
考
へ
て
居
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た
の
で
も
あ
ら
う
か
。
後
年
　
　
文
久
二
年
　
　
父
三
十
七
回
、
母
五
十
回
忌

の
法
事
に
、
怡
僊
一
族
を
招
い
た
手
紙
に
よ
る
と
、
「
元
来
伯
母
様
達
、
在
世

の
御
な
じ
み
も
御
座
（
侯
）
へ
ば
、
御
招
待
申
上
侯
（
度
？
）
兼
而
存
居
申
侯

処
…
…
亡
母
の
親
族
、
是
貴
家
（
？
）
第
一
、
殊
に
亡
母
の
年
回
、
小
生
々
涯

最
早
逢
が
た
き
事
に
侯
へ
ば
…
…
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
金
次
郎
妻
と﹅
よ﹅
も
、
嫁

・
小
姑
と
し
て
曙
覧
出
生
前
か
ら
知
つ
て
居
た
も
の
で
あ
ら
う
。
金
次
郎
四
十

に
し
て
、
後
嗣
を
得
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
少
く
と
も
此
後
数
年
に
は
、
曙
覧

は
武
生
の
家
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

父
歿
後
も
、
伯
父
の
家
の
人
の
様
に
な
つ
て
居
た
こ
と
は
、
曙
覧
に
も
、
生
さ

ぬ
仲
の
母
・
弟
に
も
、
幸
福
な
姿
に
見
え
た
生
家
に
、
ゆ
く
り
な
く
わ
り
こ
む

や
う
な
形
で
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
彼
の
京
都
へ
出
た
原
因
も
、
こ
ゝ

に
あ
る
の
だ
ら
う
か
。

彼
の
素
読
の
師
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
　
　
父
母
に
別
れ
た
事
が
曙
覧
に
厭
世

観
を
起
さ
せ
、
仏
門
に
入
ら
う
と
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
だ
ら
う
と
言
ふ
考
へ

は
、
今
の
処
あ
ま
り
に
彼
の
生
活
を
常
套
式
に
見
て
ゐ
る
と
言
ふ
外
は
な
い
。

　
　
明
導
は
、
前
に
も
述
べ
た
が
、
越
前
南
条
郡
大
道
の
妙
泰
寺
の
住
職
で
あ

つ
た
。
此
寺
は
法
華
の
名
刹
で
あ
る
。
此
も
亦
武
生
に
居
た
か
ら
、
通
ふ
こ
と

が
出
来
た
の
で
、
福
井
か
ら
は
日
を
き
め
て
の
通
学
も
出
来
よ
う
訣
は
な
い
。

此
明
導
師
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
伝
へ
る
所
は
な
い
が
、
恐
ら
く
唯
の
漢
学
で
あ

ら
う
。
此
人
は
仏
学
・
儒
学
に
通
じ
、
詩
歌
も
能
く
し
た
と
言
ふ
が
、
其
直
接

に
授
け
ら
れ
た
所
は
想
像
出
来
な
い
。
唯
さ
う
し
た
人
の
感
化
を
受
け
れ
ば
、

な
る
ほ
ど
後
の
曙
覧
の
素
地
ら
し
い
も
の
は
出
来
る
、
と
頷
か
れ
る
だ
け
で
あ

る
。
曙
覧
伝
に
現
れ
て
来
る
ほ
ど
、
も
の
を
型
に
入
れ
て
考
へ
る
人
で
は
な
か

つ
た
ゞ
ら
う
が
、
現
代
の
人
々
よ
り
は
、
も
つ
と
善
い
遺
産
を
持
つ
た
前
代
の

人
で
あ
る
。
若
く
て
も
、
義
理
を
感
じ
る
こ
と
に
は
、
敏
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
。

又
既
に
学
の
楽
し
み
を
も
覚
え
、
学
の
教
へ
る
所
に
よ
つ
て
、
行
ひ
を
お﹅
き﹅
て﹅

﹅ゝ
潔
し
と
す
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
。
国
の
家
の
継
母
・
異
母
弟
に

対
す
る
義
理
よ
り
も
、
第
一
に
此
山
本
家
の
為
に
身
を
ひ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
立
ち

場
に
あ
る
こ
と
を
悟
つ
た
で
あ
ら
う
。
其
結
果
、
学
問
に
よ
つ
て
身
を
立
て
よ

う
と
決
心
し
て
、
京
都
に
奔
つ
た
と
す
れ
ば
、
山
本
家
か
ら
も
勿
論
だ
が
、
福

井
の
家
の
関
係
者
が
棄
て
置
く
訣
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
此
は
親
類
間
の
義
理

で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
曙
覧
の
、
年
た
け
て
福
井
の
家
に
連
れ
戻
さ
れ
た
理
由

も
訣
る
。
さ
て
其
後
の
解
決
は
、
一
筋
に
は
つ
き
に
く
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
彼

の
明
浄
な
心
か
ら
、
事
は
極
め
て
朗
ら
か
に
か
た
づ
い
た
様
に
見
え
る
が
、
其

後
の
十
数
年
を
僅
か
な
が
ら
自
分
に
つ
い
た
家
族
を
か
ゝ
へ
て
、
曙
覧
は
ど
う

し
て
居
た
か
、
此
は
前
に
想
像
し
た
や
う
に
し
か
、
考
へ
ら
れ
な
い
。
生
家
に

連
れ
戻
さ
れ
た
時
、
弟
宣
元
服
の
年
に
殆
達
し
て
居
た
。
さ
う
し
て
、
父
は
死

ん
で
五
七
年
を
経
た
仏
で
あ
る
。
正
玄
の
家
は
、
な
さ
ぬ
仲
の
母
・
弟
が
安
ら

か
に
と
こ
ろ
を
得
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。
さ
う
言
ふ
処
へ
這
入
つ
て
行
く
こ
と

を
、
潔
し
と
す
る
曙
覧
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
こ
ゝ
に
想
像
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
る
な
ら
、
妻
直
を
三
国
か
ら
迎
へ
る
に
到
つ
た
の
は
、
継
母
の
浪
風
立

て
じ
の
、
心
遣
ひ
か
ら
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
直
は
夫
よ
り
二
つ
下
で
、

文
化
十
一
年
、
三
国
湊
の
酒
井
と
言
ふ
材
木
屋
の
次
女
と
し
て
生
れ
た
。
商
売

柄
ま
づ
相
当
な
家
の
娘
と
し
て
、
生
ひ
立
つ
た
こ
と
が
思
は
れ
る
。
継
母
も
前

に
言
つ
た
と
ほ
り
三
国
の
人
で
あ
る
。
親
戚
等
が
急
い
で
妻
を
勧
め
た
の
は
、

遊
志
を
禦
が
う
と
し
た
の
だ
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
伝
へ
の
如
く
、
帰
国
と

同
時
に
直
が
迎
へ
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
足
羽
隠
棲
ま
で
十
四
・
五
年
は
、

生
家
に
寄
食
し
て
居
た
こ
と
に
な
る
。
さ
う
し
て
其
間
に
、
長
女
健
も
生
れ
て

ゐ
る
。
此
亦
三
十
歳
、
天
保
十
二
年
の
事
で
あ
る
。
其
ま
で
十
年
ほ
ど
は
、
子

も
な
か
つ
た
こ
と
に
な
る
。
其
も
亦
あ
る
べ
き
事
だ
が
、
何
分
直
の
嫁
入
つ
た
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の
は
、
尚
数
年
遅
れ
て
居
た
の
で
は
な
い
か
。
昔
の
家
庭
で
あ
り
、
又
殊
に
北

陸
地
方
の
事
で
あ
る
か
ら
、
一
家
の
中
に
、
所
謂
戸
主
の
三
等
尊
親
な
ど
な
る
、

を﹅
ぢ﹅
・
を﹅
ば﹅
な
ど
の
終
世
寄
食
し
て
ゐ
る
例
は
多
か
つ
た
。
だ
か
ら
不
思
議
は

な
い
と
言
ふ
で
ふ
、
曙
覧
の
場
合
は
、
や
は
り
不
自
然
に
過
ぎ
る
様
な
気
が
す

る
。
又
さ
う
言
ふ
有
様
で
は
、
彼
の
浄
い
志
が
遂
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
今
少
し
早
く
足
羽
山
黄
金
舎
に
移
つ
た
と
す
る
想
像
す
ら
、
今
滋
の
考

へ
に
は
浮
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
と
も
か
く
福
井
の
市
中
を
離
れ
る
や
う
に
な

つ
た
時
、
我
々
の
想
像
す
る
や
う
な
幸
福
な
あ
り
様
で
な
か
つ
た
事
は
、
直
夫

人
に
つ
い
て
伝
へ
ら
れ
る
逸
話
に
よ
つ
て
も
考
へ
ら
れ
る
。
所
謂
「
堀
川
の
段
」

の
お
俊
の
く﹅
ど﹅
き﹅
「
人
の
落
ち
目
を
見
す
て
る
を
さ﹅
と﹅
の
恥
辱
と
す
る
は
い
な
」

の
句
を
引
い
て
、
遊
女
す
ら
尚
か
く
の
如
し
。
況
し
て
良
家
の
妻
女
を
や
の
気

概
を
示
し
て
、
生
家
親
戚
の
提
議
を
却
け
た
と
言
ふ
の
も
、
円
満
に
正
玄
の
家

を
離
れ
た
の
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
阿
須
波
山
に
住
み
け
る
頃
」
の
歌
の
一
続
き
と
見
る
べ
き
「
汐
な
ら
で
」
の

歌
の
詞
書
き
の
「
世
を
遁
れ
て
後
は
、
そ
れ
と
た
の
む
べ
き
生
業






も
な
く
、
貧

し
う
も
の
し
け
れ
ば
、
人
も
養
は
ず
、
何
わ
ざ
も
自
ら
う
ち
し
つ
ゝ
、
辛
き
め

の
み
見
つ
ゝ
過
ぎ
に
け
る
を
…
…
。
」
と
あ
る
の
は
、
二
通
り
に
と
れ
る
文
で

あ
る
。
貧
し
か
つ
た
の
で
、
傭
ひ
人
も
置
く
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
と
言
ふ
の

だ
と
す
れ
ば
、
下
の
「
自
ら
う
ち
し
つ
ゝ
」
に
叶
う
て
ゐ
る
様
だ
し
、
其
境
涯

に
落
ち
て
も
ま
だ
昔
の
夢
を
思
う
て
ゐ
る
所
が
見
え
る
が
、
此
後
曲
り
な
り
で

も
、
暮
し
が
立
つ
や
う
に
な
つ
た
藁
屋
時
代
に
も
、
さ
う
し
た
傭
ひ
人
を
し
た

と
は
見
え
ぬ
の
だ
か
ら
、
此
文
も
真
意
は
外
に
あ
る
の
だ
ら
う
。
人
も
養
は
ず

は
、
「
食
ひ
扶
持
を
く
れ
る
人
も
な
く
、
」
随
つ
て
生
き
る
為
の
方
便
も
自
ら

立
て
た
と
言
ふ
の
で
、
妻
の
水
汲
み
の
文
に
は
直
接
に
関
係
は
な
い
の
だ
ら
う

と
思
ふ
。
さ
す
れ
ば
、
正
玄
家
か
ら
も
、
何
の
扶
助
を
せ
な
か
つ
た
こ
と
に
聞

え
る
。
又
曙
覧
一
生
を
通
じ
て
見
て
も
、
さ
う
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
が
、
寺

子
を
取
り
、
又
歌
の
出
教
授
な
ど
も
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
つ
〳
〵
煙
は
立

て
初
め
た
こ
と
ゝ
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
黄
金
舎
よ
り
藁
屋
へ

　
　
「
…
…
尚
事
物
学
邇
止
而
、
飛
騨
国
邇
翁
御
許
邇
在
来
時
、
汝
奈
何
伝
此

　
　
事
不
勤
有
哉
止
依
斯
坐
志
乎
痴
鈍
己
等
之
身
爾
如
斯
有
重
荷
負
事
者
可
堪

　
　
母
不
有
杼
翁
之
志
乃
空
成
往
乎
将
惜
美
、
国
爾
帰
而
足
羽
御
社
神
司
馬
来

　
　
田
主
又
学
兄
弟
在
某
等
七
人
：
：
：
：
：
：
止
相
語
…
…
」

黄
金
舎
に
移
つ
た
と
い
ふ
翌
年
に
は
、
「
弘
化
四
年
十
一
月
奉
賀
継
体
天
皇
大

世
系
石
碑
落
成
詞
並
謌
」
を
作
つ
て
祝
う
て
ゐ
る
。
足
羽
社
の
神
主
と
謀
つ
て
、

我
が
住
む
足
羽
山
に
建
て
る
こ
と
ゝ
な
り
、
同
国
の
同
門
池
田
・
山
口
等
六
人

と
共
に
、
其
斡
旋
に
勤
め
た
。
其
続
き
に
も
あ
る
「
其
之
所
由
乎
庁
邇
之
母
聞

上
計
留
爾
、
甚
畏
伎
守
殿
之
甚
感
甚
賞
賜
乍
、
辱
御
言
蒙
理
、
物
多
邇
授
与
賜

有
随
歓
美
喜
比
…
…
」
の
文
の
や
う
に
、
有
司
の
手
を
経
て
、
春
嶽
に
聞
え
上

げ
て
、
其
賞
讃
と
、
助
力
と
を
得
て
ゐ
る
。
彼
等
七
人
の
共
同
事
業
で
あ
る
と

は
言
へ
、
主
動
者
は
曙
覧
で
あ
る
。
彼
の
学
者
と
し
て
、
世
間
風
な
為
事
の
初

め
は
、
此
大
世
系
碑
の
建
立
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
、
其
と
共
に
、
少
く
と
も

越
前
国
中
の
有
識
に
、
彼
の
名
は
知
れ
渡
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、

国
守
の
耳
に
達
し
た
の
は
、
其
よ
り
先
の
こ
と
で
あ
る
。
此
は
中
根
雪
江
等
の

斡
旋
に
よ
る
も
の
と
言
へ
よ
う
。

而
も
此
建
立
は
、
同
時
に
、
師
田
中
大
秀
の
遺
志
を
果
し
た
こ
と
に
も
な
つ
た

の
だ
。
其
が
、
落
成
し
よ
う
と
し
て
ゐ
た
九
月
に
は
、
嗣
子
田
中
正
訓
か
ら
、

父
大
秀
の
死
を
報
じ
て
来
た
。
而
も
曙
覧
飛
騨
入
り
か
ら
、
大
秀
死
歿
に
到
る
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満
三
年
の
間
に
、
高
山
か
ら
来
訪
し
た
師
を
福
井
に
迎
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

思
ふ
に
弘
化
三
年
の
事
で
あ
ら
う
。
越
前
の
国
の
門
弟
等
の
招
き
に
応
じ
る
と

共
に
、
恐
ら
く
、
右
の
継
体
天
皇
御
世
系
に
つ
い
て
案
を
練
る
考
へ
で
あ
つ
た

の
だ
ら
う
。
福
井
か
ら
敦
賀
に
遊
ん
で
久
し
く
留
つ
た
の
に
送
つ
た
彼
の
「
角

賀


の
う
み
。
来
依
る
玉
藻
を
め
づ
ら
し
み
、
か
へ
る
の
山
は
忘
れ
ま
し
け
む
」

と
言
ふ
歌
が
、
松
籟
艸
第
七
首
目
即
、
「
汐
な
ら
で
」
の
次
に
出
て
ゐ
る
。
大

秀
、
御
世
系
の
事
を
研
究
し
て
得
た
結
果
を
、
越
前
の
国
に
碑
文
と
し
て
残
さ

う
と
の
考
へ
の
あ
つ
た
処
へ
、
曙
覧
が
弟
子
入
り
し
た
。
さ
う
し
て
、
其
帰
国

に
当
つ
て
、
其
事
を
托
し
た
訣
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
秀
の
此
行
は
、
其

建
碑
の
事
の
は
か
ど
り
を
見
に
来
た
意
味
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
越
前
に
相
当

に
あ
つ
た
大
秀
門
人
の
間
に
、
曙
覧
の
名
は
知
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
訣
で
あ
り
、

高
名
の
学
者
の
来
訪
を
得
た
彼
は
、
定
め
て
郷
党
に
目
を
睜
ら
し
た
事
で
あ
ら

う
。
彼
の
日
陰
の
生
活
も
、
や
ゝ
日
の
目
を
見
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
の
で
あ
る
。

弘
化
三
年
は
、
伝
へ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
年
で
あ
つ
た
。
二
月
二
十
四
日
に
今

滋
の
誕
生
の
あ
つ
た
の
を
見
て
、
三
月
四
日
に
は
、
も
う
京
都
へ
出
て
ゐ
た
。

仁
孝
天
皇
を
泉
涌
寺
陵
に
葬
り
奉
る
の
を
拝
む
と
て
ゞ
あ
る
。
此
時
の
慨





み
歌

は
、
知
ら
ぬ
人
は
少
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
都
に
の
ぼ
り
て
、
大
行
天
皇
の
御
は
ふ
り
の
御
わ
ざ
果
て
に
け
る

　
　
　
　
　
ま
た
の
日
、
泉
涌
寺
に
詣
で
た
り
け
る
に
、
き
の
ふ
の
御
わ
ざ
の

　
　
　
　
　
な
ご
り
、
な
べ
て
、
仏
ざ
ま
に
も
の
し
給
へ
る
御
あ
り
さ
ま
に
、

　
　
　
　
　
う
ち
見
奉
ら
れ
け
る
を
、
畏
け
れ
ど
、
憂
は
し
く
思
ひ
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
ゆ
ゝ
し
く
も
　
ほ
と
け
の
道
に
ひ
き
入
る
ゝ
大
御
車
の
　
う
し
や
。
世
の

　
　
な
か

お
な
じ
松
籟
艸
の
後
半
は
、
題
詠
の
動
機
で
出
来
た
も
の
を
多
く
集
め
て
ゐ
る
。

多
分
同
時
の
作
で
な
く
て
も
、
可
な
り
接
近
し
て
出
来
た
即
興
の
も
の
が
多
い

と
思
は
れ
る
の
は
、
史
上
の
人
物
を
詠
ん
だ
「
詠
史
」
の
作
物
群
で
あ
る
。
其

中
に
は
、
極
め
て
近
世
の
人
や
、
稀
に
は
架
空
の
人
物
や
、
或
は
後
代
は
名
高

く
な
つ
て
も
、
当
時
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
居
な
か
つ
た
人
な
ど
を
も
取
材
し
て

ゐ
る
。
又
、
さ
う
言
ふ
題
材
に
感
興
の
湧
き
立
つ
て
来
た
人
ら
し
い
の
で
あ
る
。

そ
の
中
、

　
　
　
　
　
御
魚
屋
八
兵
衛

　
　
誠
あ
れ
ば
、
地
下







に
て
鳴
く
虫
の
声
も
　
雲
井
に
ひ
ゞ
く
な
り
け
り

此
は
八
郎
兵
衛
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
其
事
の
あ
つ
た
の
は
、
後
光
明
天
皇
の

承
応
三
年
で
あ
つ
た
。
其
か
ら
凡
百
九
十
年
、
二
百
年
に
は
な
ら
な
い
。
其
だ

の
に
、
世
の
中
は
又
、
か
や
う
で
あ
つ
た
。
草
莽
の
身
、
而
も
辺
土
の
微
臣
の

言
ふ
か
ひ
な
さ
を
、
ど
れ
だ
け
感
じ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
此
が
亦
、

結
び
つ
く
原
因
を
彼
の
心
に
索
め
さ
せ
た
で
あ
ら
う
。
歌
は
、
技
工
の
為
却
て

感
激
の
逸
れ
て
ゐ
る
不
満
は
あ
る
。
が
、
曙
覧
の
人
を
註
釈
に
し
て
、
皆
、
適

度
に
歌
以
上
の
情
熱
を
受
け
と
つ
て
ゐ
る
。
此
は
、
曙
覧
の
幸
福
で
あ
り
、
人

柄
の
よ
さ
の
致
す
所
で
あ
る
。
又
何
と
し
て
、
「
ゆ
ゝ
し
く
も
」
と
言
ひ
出
し

た
と
こ
ろ
に
、
他
の
語
に
替
へ
ら
れ
ぬ
妥
当
性
が
出
て
ゐ
る
。
彼
の
感
激
が
技

工
を
の
り
越
え
て
、
適
切
な
表
現
を
捉
へ
た
訣
だ
。
だ
が
二
句
以
下
に
な
る
と
、

知
性
に
こ
だ
は
り
、
其
結
果
、
下
句
の
抒
情
は
、
概
念
が
素
ど
ほ
り
す
る
の
で

あ
る
。
轜
車
そ
の
他
の
威
儀
・
厳
装
の
、
仏
家
式
で
お
あ
り
で
あ
つ
た
の
を
歎

く
あ
ま
り
に
、
大
御
車
と
言
ひ
、
牛
車
の
縁
で
憂﹅
し﹅
に
連
ね
て
来
た
の
だ
が
、

静
か
に
思
へ
ば
、
厳
粛
味
の
整
は
ぬ
発
想
法
で
あ
る
。
だ
が
さ
す
が
と
思
は
れ
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る
の
は
、
世
の
中
と
歎
き
お
と
し
た
所
で
あ
る
。
こ
の
語
が
適
当
だ
つ
た
、
と

い
ふ
の
で
は
な
い
。
世
道
人
心
を
歎
き
、
末
世
親
を
抱
い
た
の
が
窺
は
れ
る
点

で
あ
る
。

次
に
据
ゑ
た
歌
は
、
「
む
す
め
健
女
今
と
し
四
歳
に
な
り
に
け
れ
ば
…
…
」
と

端
作
り
し
た
、
痘
瘡
で
死
ん
だ
子
を
悲
し
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
　
き
の
ふ
ま
で
　
吾
衣
手
に
と
り
す
が
り
、
父
よ
　
父
よ
と
　
い
ひ
て
し
も

　
　
の
を

此
と
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
健
女
み
ま
か
り
て
後
、
い
く
ば
く
も
あ
ら
ぬ
ほ
ど
に
、
山
本
氏
が

　
　
　
　
　
り
府
中
に
も
の
し
て
帰
る
さ
、
れ
い
は
待
ち
む
か
へ
よ
ろ
こ
べ
り

　
　
　
　
　
し
、
を
さ
な
い
が
こ
と
を
、
せ
ち
に
思
ひ
い
で
ゝ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
声
た
て
ぬ
す
も
り
か
な
し
み
、
ね
ぐ
ら
に
も
　
か
へ
り
う
く
す
る
親
鴉
か

　
　
な

弘
化
元
年
二
月
に
亡
く
な
つ
た
子
を
憶
う
た
二
首
で
あ
る
。
端
書
で
見
る
と
、

「
今
と
し
四
歳
云
々
」
と
あ
つ
て
、
泉
山
御
大
葬
と
同
年
の
事
の
や
う
に
見
え

る
が
、
此
は
、
単
に
当
年
四
歳
に
な
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
言
う
た
ま
で
ゞ
あ
ら
う

が
、
後
の
書
き
方
で
、
同
年
の
事
の
や
う
に
見
え
る
の
は
、
歌
序
と
し
て
巧
み

で
な
い
。
「
き
の
ふ
ま
で
」
の
方
は
、
所
謂
万
葉
調
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
要

素
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
扨
見
る
と
、
何
処
と
言
つ
て
、
万
葉
式
で
は
な

い
。
唯
全
体
と
し
て
さ
う
感
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
存
外
、
語
や
句
に
は
、
近

代
感
が
纏
綿
し
て
ゐ
る
。
「
き
の
ふ
ま
で
吾
…
…
す
が
り
」
な
ど
、
相
当
後
代

様
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
分
裂
感
を
起
さ
せ
な
い
所
の
、
単
純
な
も
の
言
ひ
が
、

万
葉
歌
に
似
た
、
あ
る
印
象
を
与
へ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
た
単
純
化
の
行
は

れ
た
も
の
と
し
て
は
、
調
子
の
上
に
今
一
つ
緊
張
し
た
も
の
が
出
て
来
ね
ば
な

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
此
歌
に
は
其
が
欠
け
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
常
識
以
上
に
、

個
性
の
出
な
い
憾
み
を
感
じ
、
情
熱
の
不
足
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此

だ
け
の
輪
郭
を
描
く
す
ら
、
凡
庸
で
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

「
声
た
て
ぬ
」
は
、
国
学
者
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
歌
に
通
じ
た
上
に
出

て
来
た
調
子
は
、
か
う
言
ふ
姿
で
あ
つ
た
。
技
工
は
あ
る
。
だ
が
其
は
、
知
的

な
　
　
本
来
の
境
遇
か
ら
は
ひ
ど
く
違
つ
た
方
向
へ
持
つ
て
行
く
　
　
約
束
し

た
も
の
を
、
類
型
で
あ
つ
て
、
而
も
少
し
ば
か
り
類
型
か
ら
出
た
、
又
自
身
以

外
の
者
の
姿
と
し
て
哀
れ
な
影
を
見
よ
う
と
す
る
、
さ
う
し
た
色
々
な
動
機
を

ま
じ
へ
た
作
物
に
為
立
て
る
。

我
々
と
て
も
、
今
も
、
此
種
類
の
抒
情
法
に
賛
同
し
て
、
同
情
を
惜
し
ま
な
い

人
の
、
感
じ
方
を
も
失
つ
て
居
な
い
。
だ
が
そ
の
受
け
と
り
方
は
、
間
違
つ
て

ゐ
た
こ
と
に
も
気
が
つ
い
て
ゐ
る
。
孵
化
し
な
か
つ
た
卵
に
死
ん
だ
子
を
、
我

が
身
を
卵
の
親
鳥
に
譬
へ
る
。
か
う
言
つ
た
方
法
で
、
自
ら
憐
み
、
悲
し
み
を

そ
ら
し
て
居
た
昔
人
の
は
か
な
い
為
方
に
、
賛
成
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
見

る
と
ほ
り
、
す
べ
て
の
感
情
が
、
歌
の
中
に
包
み
込
ま
れ
て
し
ま
つ
て
内
攻
し

て
ゐ
る
。
又
作
歌
の
事
情
を
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
其
持
つ
て
ゐ
る
感
情
が
は

じ
め
て
ほ
ぐ
れ
て
来
る
。
さ
う
謂
つ
た
直
截
で
な
い
処
が
あ
る
。
此
に
ば
か
り

行
か
な
か
つ
た
処
、
　
　
前
者
の
方
面
に
向
つ
た
と
こ
ろ
に
、
曙
覧
の
生
命
が

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
曙
覧
ほ
ど
の
人
で
も
、
学
者
歌
と
言
ふ
側
で
は
、
加
納
諸

平
や
、
其
準
門
下
の
岩
崎
美
隆
に
は
、
遥
か
に
及
ば
な
か
つ
た
。
又
、
さ
う
し

た
処
に
囚
は
れ
な
か
つ
た
の
は
、
彼
の
優
れ
て
ゐ
た
素
質
の
為
で
あ
り
、
又
幸

福
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
健
女
の
死
後
六
年
、
嘉
永
三
年
正
月
に
、
国
学
の
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弟
子
種
痘
の
権
輿
笠
原
良
策
　
　
白
翁
　
　
の
需
め
で
作
つ
た
拝
除
痘
神
詞
に

「
…
…
此
館
内
爾
集
比
登
聚
来
留
這
子
・
立
子
女
男
乃
児
童
乃
尽
、
伯
神
痘
乎

令
接
伝
留
者
乃
限
理
…
…
」
な
ど
言
ふ
章
句
を
実
感
な
し
に
書
い
た
も
の
と
は

思
は
れ
な
い
。
府
中
の
山
本
氏
と
あ
る
の
は
、
武
生
の
伯
父
金
次
郎
で
あ
る
。

序
を
見
て
も
察
せ
ら
れ
る
の
は
、
伯
父
の
家
を
訪
れ
て
還
つ
て
後
、
送
つ
た
手

紙
に
書
き
添
へ
た
歌
で
あ
ら
う
。
又
「
れ
い
は
待
ち
む
か
へ
よ
ろ
こ
べ
り
し
」

と
言
ふ
の
も
、
何
時
も
の
外
出
帰
り
を
待
つ
た
と
い
ふ
よ
り
、
武
生
か
ら
の
戻

り
に
、
必
土
産
な
ど
多
く
携
へ
て
来
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

嘉
永
元
年
に
は
、
福
井
三
橋
町
に
移
る
こ
と
に
な
つ
た
。
足
羽
山
の
住
ひ
は
、

妻
子
の
為
に
は
、
不
便
極
り
な
か
つ
た
ら
う
し
、
又
其
が
人
目
を
惹
い
て
、
四

季
の
物
見
に
福
井
人
が
、
絶
え
ず
立
ち
寄
つ
て
、
却
て
静
か
な
思
ひ
に
叶
は
な

か
つ
た
も
の
と
見
え
る
。
思
ふ
に
、
足
羽
に
は
正
玄
の
家
の
隠
宅
の
や
う
な
物

で
も
あ
つ
た
か
、
其
よ
り
も
恐
ら
く
、
何
処
か
の
別
荘
の
や
う
な
空
屋
を
借
り

て
住
ん
だ
と
見
る
方
が
よ
い
だ
ら
う
。
黄
金
舎
と
言
ふ
屋
号
は
、
別
に
反
語
ら

し
い
響
き
を
持
つ
て
も
居
な
い
。

さ
て
、
こ
ゝ
に
一
つ
の
疑
ひ
が
あ
る
。
其
は
、
黄
金
舎
ら
し
い
家
に
つ
い
て
、

藁
屋
文
集
の
記
載
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
筑
前
国
蘆
屋
里
人
、
越
野
守
任
の

も
と
に
つ
か
は
し
け
る
文
」
の
一
節
で
あ
る
。

　
　
「
…
…
ま
こ
と
や
、
我
師
の
旅
の
や
ど
り
に
、
つ
る
が
の
里
に
お
な
じ
う

　
　
物
し
た
り
し
こ
と
の
、
き
の
ふ
け
ふ
の
ご
と
思
は
る
ゝ
を
、
お
よ
び
を
り

　
　
て
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
今
は
、
や
と
せ
・
九
年
ば
か
り
に
や
な
り
ぬ
ら
ん
。
…

　
　
…
六
十
と
い
ふ
齢
に
な
り
給
ひ
ぬ
る
に
よ
り
、
い
は
ひ
の
哥
、
物
し
く
れ

　
　
よ
と
の
給
ひ
お
こ
せ
た
る
…
…
こ
の
わ
た
り
は
火
の
わ
ざ
は
ひ
の
う
ち
つ
ゞ

　
　
き
て
、
お
の
が
ふ
せ
や
も
、
去
年
な
く
な
し
た
り
け
り
。
…
…
よ
ろ
づ
お

　
　
し
は
か
り
給
ひ
て
、
さ
の
み
は
な
に
く
み
給
ひ
そ
。
真

二

満

ぬ
し
に
は
、

　
　
さ
い
つ
こ
ろ
は
じ
め
て
た
い
め
し
お
き
け
る
が
、
き
の
ふ
三
国
よ
り
物
し

　
　
給
ひ
ぬ
と
て
、
お
ど
ろ
か
し
給
ひ
、
ま
ろ
も
、
今
し
ば
し
の
ほ
ど
に
は
、

　
　
帰
り
な
ん
と
思
ふ
を
、
同
じ
く
は
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
て
、
寿
の
ま
ど
ゐ

　
　
し
て
旅
の
う
さ
を
も
思
ひ
な
ぐ
さ
み
て
ん
と
の
給
へ
る
に
よ
り
、
こ
ゝ
な

　
　
る
あ﹅
す﹅
は﹅
山﹅
の﹅
お﹅
く﹅
に﹅
そ
れ
の
な
り
所
の
あ
る
に
、
さ
る
べ
き
人
た
ち
六

　
　
七
人
い
ざ
な
ひ
行
て
、
日
ひ
と
ひ
哥
よ
み
、
酒
の
み
あ
そ
び
た
り
け
る
を

　
　
…
…
」

此
消
息
は
、
日
づ
け
も
省
い
て
ゐ
る
が
、
「
お
の
が
ふ
せ
や
も
、
去
年
な
く
な

し
た
り
け
り
」
と
あ
る
の
か
ら
見
れ
ば
、
安
政
二
年
に
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

元
年
六
月
に
、
福
井
の
大
火
が
あ
つ
て
、
『
藁
屋
』
も
や
け
て
、
再
建
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
安
政
二
年
か
ら
溯
つ
て
、
八
・
九
年
と
言
へ
ば
、
弘
化
三
年
或

は
四
年
で
あ
る
が
、
大
秀
が
福
井
・
敦
賀
を
訪
れ
た
の
は
、
三
年
の
こ
と
で
、

曙
覧
が
入
門
し
た
翌
々
年
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
越
野
氏
へ
の
消
息
に

は
、
妙
に
書
き
も
つ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
節
は
、
大
秀
・
守
任
同
行
だ
つ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
、
そ
の
翌
年
は
、
大
秀
が
亡
く
な
つ
て
ゐ
る
。
ま
る
三
年
の

間
の
師
弟
の
交
り
に
な
つ
た
。
今
滋
作
る
「
小
伝
」
に
は
、
天
保
十
年
、
足
羽

山
黄
金
舎
に
移
る
。
さ
う
し
て
此
年
齢
二
十
五
と
言
ふ
風
に
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
既
に
述
べ
た
が
、
其
時
は
、
二
十
八
で
、
黄
金
舎
に
入
つ
た
と
い
ふ
の
も
、

何
か
の
間
違
ひ
ら
し
い
。
ど
う
言
ふ
訣
の
間
違
ひ
か
、
「
墓
碣
銘
」
と
比
べ
る

と
、
七
年
か
ら
の
相
違
で
あ
る
。
之
を
両
立
さ
せ
る
為
に
は
、
曙
覧
自
身
の
為

に
建
て
た
も
の
で
な
く
、
誰
か
の
持
ち
家
で
、
一
身
上
の
都
合
で
、
一
度
な
ら

ず
そ
れ
へ
身
を
寄
せ
た
家
だ
つ
た
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
。
今
滋
の
書
い
た
「
小

伝
」
に
拠
り
き
る
事
も
出
来
な
い
の
だ
か
ら
、
天
保
十
年
の
方
は
何
と
も
言
ふ

こ
と
は
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
二
年
住
ん
だ
の
と
、
十
年
居
た
の
で
は
、

た
と
ひ
記
憶
の
間
違
ひ
に
し
て
も
、
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、

35 二　壮年の境涯



ど
ち
ら
に
し
て
も
成
り
立
つ
案
は
、
今
も
謂
つ
た
他
人
の
隠
宅
の
様
な
も
の
を

思
ふ
こ
と
し
か
な
い
。
「
黄
金
舎
」
の
存
在
に
つ
い
て
惑
ひ
を
持
つ
私
か
ら
は
、

此
金
屋
何
某
の
別

荘







が
、
其
に
当
る
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

「
春
明
草
」
に
、

　
　
　
　
　
茶
つ
み
の
謌
、
金
屋
氏
の
乞
に
よ
り
て
、

　
　
茵

華







　
匂
ふ
少
女
が
玉
手
も
て
　
摘
み
つ
る
春
の
木
の
芽
　
め
し
ま
せ

と
言
ふ
の
も
、
お
な
じ
人
に
関
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
か
う
言
ふ
想
像
を
つ
け

加
へ
る
こ
と
も
、
わ
る
く
は
な
い
と
思
ふ
。
曾
て
別
荘
の
命
名
を
頼
ま
れ
て
、

金
屋
氏
の
家
だ
か
ら
、
旁
そ
の
富
み
を
祝
福
し
て
、
黄﹅
金﹅
舎﹅
と
捩
つ
た
。
後
、

其
別
荘
に
仮
り
住
ひ
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、

弘
化
三
年
か
ら
、
足
掛
け
三
年
位
、
住
ん
だ
と
い
ふ
の
も
適
当
で
あ
る
。
又
、

前
に
も
之
に
居
た
と
考
へ
る
こ
と
も
、
不
自
然
で
は
な
く
な
る
。

他
人
の
黄
金
舎
に
住
ん
だ
者
が
、
急
に
自
分
の
家
を
得
て
、
そ
の
嬉
し
さ
と
、

侘
し
さ
を
利
か
せ
て
、
藁
屋
と
言
つ
た
と
す
れ
ば
、
如
何
に
も
対
照
が
き
は
だ

つ
て
感
じ
ら
れ
る
し
、
又
曙
覧
の
喜
び
さ
う
な
親
し
ま
れ
る
戯
れ
で
も
あ
る
。

歌
集
巻
頭
三
首
目
の
、

　
　
か
き
よ
せ
て
　
拾
ふ
も
う
れ
し
。
世
の
中
の
塵
は
ま
じ
ら
ぬ
　
庭
の
松
葉






　
　
（
朝
ぎ
よ
め
の
つ
い
で
に
）

如
何
に
も
隠
者
ら
し
い
喜
び
を
持
つ
こ
と
に
満
足
し
て
ゐ
る
。
だ
が
、
さ
う
し

た
生
活
ば
か
り
で
な
か
つ
た
。

　
　
顔
を
さ
へ
　
も
み
ぢ
に
染



て
、
山
ぶ
み
の
か
へ
さ
に
来
よ
る
人
の
　
う
る

　
　
さ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
の
頃
、
人
し
げ
く
来
に
け
る
に
わ
び
て
）

歌
は
、
実
生
活
の
気
息
を
そ
の
ま
ゝ
寓
す
も
の
で
な
く
、
優
美
に
類
型
化
す
る

所
か
ら
、
悠
長
な
も
の
に
な
る
。
此
も
、
そ
の
ま
ゝ
う
け
と
れ
ぬ
と
し
て
も
、

歌
の
表
か
ら
見
れ
ば
、
余
裕
の
あ
る
生
活
を
感
じ
さ
せ
る
。
「
顔
を
さ
へ
も
み

ぢ
に
染
て
」
な
ど
、
貧
し
い
憤
り
で
は
な
い
。
唯
、
酔
人
の
菴
を
お
ど
ろ
か
す

事
を
、
半
興
じ
て
歌
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
あ
る
じ
は
と
　
人
も
し
問
は
ゞ
、
軒
の
松
　
あ
ら
し
と
い
ひ
て
、
吹



か
へ

　
　
し
て
よ
（
阿
須
波
山
に
す
み
け
る
こ
ろ
）

歌
は
、
前
の
二
首
に
此
べ
る
と
、
本
格
式
に
な
つ
て
居
る
。
併
し
感
じ
方
・
表

現
法
は
類
型
で
あ
る
。
下
句
の
を
さ
ま
つ
た
物
言
ひ
に
不
安
は
満
ち
て
ゐ
る
が
、

上
二
句
の
の
び
〳
〵
し
た
発
想
が
、
救
ひ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
あ﹅
ら﹅
し﹅
の
言
語
遊

戯
は
利
い
て
ゐ
る
が
、
「
吹
か
へ
し
て
よ
」
は
き
つ
過
ぎ
て
、
此
風
の
歌
の
の

ど
か
さ
を
破
つ
て
居
る
。
併
し
、

　
　
軒
の
松
。
昔
の
友
と
い
ふ
ば
か
り
、
わ
が
山
住
み
の
年
も
経
に
け
り
　
　

　
　
本
居
宣
長

歌
と
し
て
の
練
れ
は
、
此
側
に
は
十
分
見
え
る
。
感
情
が
纏
ま
り
過
ぎ
た
と
い

ふ
よ
り
、
唯
、
馴
れ
が
人
を
快
が
ら
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
か
う
し
た
の
よ
り
、

疵
は
あ
ら
は
で
も
、
「
あ
る
じ
は
と
」
の
方
が
、
や
は
り
詩
を
失
つ
て
居
な
い

と
言
へ
る
。
何
と
言
つ
て
も
、
生
活
味
が
薄
く
て
、
却
て
古
人
の
感
慨
を
仮
り

て
居
る
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。
曙
覧
は
、
そ
れ
で
も
、
こ
の
大
づ
か
み
な
も
の

言
ひ
を
自
分
の
代
表
的
な
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
同
時
に
そ
の
生
活
の

標
識
の
や
う
に
も
思
ひ
、
誇
り
を
覚
え
て
、
こ
ゝ
に
据
ゑ
る
こ
と
に
し
た
の
だ

ら
う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
野
辺
に
、
藁
屋
つ
く
り
て
、
は
じ
め
て
移
り
け
る
頃
、
妻
の
、
か
ゝ

　
　
　
　
　
る
所
の
す
ま
ひ
こ
そ
い
と
恐
し
け
れ
。
聞
き
給
へ
。
雨
い
み
じ
う
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な
む
ふ
る
。
盗
人
な
ど
の
来
べ
き
夜
の
さ
ま
な
り
な
ど
、
つ
ぶ
や

　
　
　
　
　
く
を
聞
き
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
春
雨
の
も
る
に
ま
か
せ
て
　
す
む
菴
は
、
壁
う
が
た
る
ゝ
お
そ
れ
げ
も
な

　
　
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
野
つ
ゞ
き
に
家
居
し
を
れ
ば
、
を
り
〳
〵
蛇
な
ど
出
で
け
る
を
、

　
　
　
　
　
妻
の
見
る
毎
に
う
ち
お
ど
ろ
き
て
、
う
た
て
も
の
す
ご
き
処
か
な

　
　
　
　
　
と
言
ひ
け
る
を
、
な
ぐ
め
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
お
そ
ろ
し
き
世
の
人
言
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
逶

※

い
づ
る
虫
の
　
口
は
も
の

　
　
か
は

藁
屋
の
名
は
、
此
後
久
し
く
彼
の
家
名
と
な
つ
て
居
た
。
此
二
首
な
が
ら
、
曙

覧
の
新
風
と
し
て
見
る
べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
ま
だ
前
の

「
壁
う
が
た
る
ゝ
…
…
」
に
は
、
詞
の
張
り
が
出
て
ゐ
る
が
、
「
お
そ
れ
げ
も

な
し
」
は
、
軽
く
実
感
を
逸
ら
し
て
ゐ
る
。
「
も
る
」
は
勿
論
、
「
漏
る
」

「
守
る
」
を
ひ
き
か
け
て
ゐ
る
の
だ
。
雨
の
洩
り
傍
題






な
の
を
、
語
の
上
だ
け

の
興
味
で
、
守

る
に
絡



め
た
の
で
あ
る
。
言
ひ
方
を
替
へ
て
説
く
と
、
春
雨
の

洩
る
こ
と
が
結
局
家
を
守

つ
て
ゐ
る
訣
だ
。
盗
人
に
壁
に
穴
を
あ
け
ら
る
ゝ
気

遣
ひ
も
な
く
な
つ
て
ゐ
る
、
と
言
ふ
の
だ
。
雨
の
洩
れ
る
程
な
ら
ば
這
入
り
た

い
ま
ゝ
な
の
を
、
守
る
に
聯
想
し
た
り
、
壁
を
き
ら
れ
る
虞
れ
も
な
い
、
と
反

語
ら
し
い
感
じ
を
持
た
し
て
、
其
を
合
理
化
す
る
語
づ
か
ひ
で
あ
る
。
だ
が
、

か
う
し
た
発
想
は
、
煩
は
し
い
ほ
ど
あ
る
所
の
、
短
歌
の
病
気
で
あ
る
。
文
学

と
し
て
の
よ
さ
で
な
く
、
此
は
寧
、
短
歌
の
民
謡
時
代
か
ら
持
ち
越
し
た
言
語

遊
戯
の
と
り
あ
げ
た
技
術
で
、
多
く
は
却
け
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
多
少

の
優
越
感
ら
し
い
も
の
を
出
し
て
ゐ
る
が
、
此
歌
に
は
、
短
歌
と
し
て
よ
り
も
、

夙
く
か
ら
彼
に
は
あ
つ
た
筈
の
狂
歌
の
興
味
が
現
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
歌
と
、
狂

歌
と
の
関
係
は
、
明
ら
か
に
、
又
極
め
て
多
く
痕
迹
を
残
し
て
ゐ
る
。

蛇
は
、
は﹅
ふ﹅
む﹅
し﹅
で
あ
る
か
ら
　
　
昆
虫
の
字
を
祝
詞
で
は
宛
て
ゝ
ゐ
る
が
、

は
ふ
む
し
の
本
体
は
、
蛇
で
あ
る
。
　
　
は
ふ
む
し
を
働
し
て
、
は
ひ
出
づ
る

虫
と
続
け
た
の
で
、
家
の
破
れ
穴
な
ど
を
思
は
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
口
と

字
は
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
く
ち
に
は
別
の
用
意
が
あ
つ
た
。
く﹅
ち﹅
又
は
く﹅
ち﹅
ば﹅

み﹅
と
言
ふ
、
蝮
の
字
を
宛
て
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
く﹅
ち﹅
な﹅
は﹅
の
語
中
に
も
出

て
ゐ
る
。
は
ひ
出
づ
る
虫
だ
け
で
は
表
現
の
不
完
全
が
、
く﹅
ち﹅
と
言
ふ
語
に
よ

つ
て
生
き
て
来
る
。
さ
う
し
て
こ
の
場
合
、
蛇
の
口
を
い
ふ
の
で
は
な
か
つ
た
。

へ﹅
び﹅
か
ら
聯
想
せ
ら
れ
る
く﹅
ち﹅
　
　
其
を
口
に
ひ
き
か
け
て
、
人
言
に
対
照
し

た
の
で
あ
る
。
さ
う
で
な
く
て
は
、
歌
と
し
て
の
鑑
賞
に
障
る
残
虐
性
が
出
て

来
る
。
蛇
の
口
は
噛
む
か
も
知
れ
ぬ
が
、
人
の
口
よ
り
ま
し
だ
　
　
こ
ん
な
む﹅

ご﹅
い﹅
こ
と
を
言
ふ
の
で
は
な
い
。
併
し
詞
書
き
を
思
は
せ
る
境
遇
に
対
し
て
、

歌
が
如
何
に
も
凡
俗
の
言
ひ
さ
う
な
類
型
思
想
で
あ
る
。
曙
覧
は
決
し
て
こ
ん

な
こ
と
ば
か
り
を
、
得
々
と
述
べ
て
ゐ
る
人
で
は
な
か
つ
た
。
だ
が
時
と
し
て

は
、
か
う
し
た
尖
鋭
な
詩
人
の
心
を
、
第
二
義
以
下
の
表
現
で
解
決
し
た
や
う

に
感
じ
て
了
ふ
弊
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
逶
迱
の
字
は
、
集
中
多
く
あ
る
、
出

典
の
あ
る
字
で
あ
る
。
此
頃
の
歌
ら
し
い
も
の
に
は
、
相
当
旧
風
な
も
の
が
あ

る
。
国
学
者
の
歌
以
前
の
も
の
、
即
二
条
家
風
の
も
の
、
端
的
に
言
は
ゞ
、
頓

阿
の
草
庵
集
式
の
も
の
も
見
え
る
。
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の
ど
か
な
る
花
見
車
の
あ
ゆ
み
に
も
　
お
く
れ
て
残
る
　
夕
日
か
げ
か
な

「
お
く
れ
て
残
る
」
の
句
は
、
彼
の
鋭
さ
を
消
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
閑
居
月

　
　
捨
て
ら
れ
て
　
身
は
木
が
く
れ
に
す
む
月
の
影
さ
へ
う
と
き
　
椎
が
も
と

　
　
か
な

あ
る
部
分
の
文
学
語
　
　
歌
語
　
　
は
歌
の
感
じ
を
調
へ
か
け
て
、
而
も
他
の

多
く
の
部
分
の
鈍
感
に
な
つ
た
表
現
の
為
に
、
力
を
失
う
て
了
う
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
花
ざ
か
り
に
、
玉
邨
江
雪
の
も
と
に
て

　
　
あ
だ
な
ら
ぬ
花
の
も
と
に
は
　
た
え
ず
来
て
、
年
に
稀
な
る
人
と
　
い
は

　
　
れ
じ

「
あ
だ
な
り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
。
桜
花
。
年
に
ま
れ
な
る
人
も
待
ち
け
り
」

（
古
今
集
巻
一
、
六
二
）
の
本
歌
ど
り
で
あ
つ
て
、
其
を
逆
用
し
て
花
を
讃
め
、

自
分
も
毎
年
、
其
お
か
げ
で
賞
讃
せ
ら
れ
て
来
た
と
言
ふ
の
は
才
気
は
見
え
る

が
、
歌
の
調
子
の
刺
戟
を
失
つ
て
ゐ
る
こ
と
、
此
が
曙
覧
か
と
思
は
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
。
此
人
で
も
、
曾
て
は
、
此
境
地
を
、
容
易
に
脱
却
し
き
れ
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
其
と
共
に
、
此
様
な
歌
口






で
な
け
れ
ば
、
鑑
賞
出
来
な
か
つ
た

彼
の
周
囲
を
段
々
引
き
ず
つ
て
行
つ
て
、
と
も
か
く
も
自
由
自
在
に
よ
み
こ
な

し
て
も
、
聊
か
の
ひ
け
目
も
、
気
が
ゝ
り
も
感
ぜ
な
い
ま
で
に
、
新
し
い
歌
の

発
表
出
来
る
ま
で
、
自
分
も
進
み
、
周
囲
を
も
進
め
て
行
つ
た
処
に
、
曙
覧
の

驚
く
べ
き
力
が
見
ら
れ
る
と
思
ふ
。
順
序
か
ら
言
へ
ば
、
お
な
じ
頃
の
も
の
と

思
は
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
人
の
刀
く
れ
け
る
と
き

　
　
抜



か
ら
に
、
身
を
さ
む
く
す
る
秋

霜







。
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
、
う
れ
し
か

　
　
り
け
り

若
し
、
年
代
順
に
此
歌
が
並
ん
で
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
人
の
生
活
情
調
な
り
、
表

現
な
り
と
言
ふ
も
の
は
、
一
様
に
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
今
述
べ
た
や
う

な
近
古
以
来
の
凡
庸
調
に
遊
ん
で
ゐ
る
人
が
、
か
う
し
た
古
風
を
超
え
て
、
近

世
の
感
覚
を
衝
く
や
う
な
姿
を
迸
ら
す
。
か
と
思
ふ
と
、
先
の
「
き
の
ふ
ま
で
」

や
、
後
に
あ
げ
る
「
今
も
世
に
」
「
髪
白
く
」
の
様
な
自
由
闊
達
で
あ
る
が
、

稍
近
代
に
泥
み
過
ぎ
る
か
と
思
は
れ
る
も
の
も
歌
ひ
上
げ
る
と
謂
つ
た
、
種
々

の
様
態
を
示
す
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此
歌
は
、
も
つ
と
歌
人
と
し
て
の
内
容
が

整
う
て
か
ら
の
作
物
で
な
い
か
と
思
ふ
。

此
人
の
作
に
は
、
剣
の
歌
人
と
謳
は
れ
さ
う
に
、
剣
の
歌
が
多
い
。
さ
う
し
て
、

其
が
皆
相
当
な
気
魄
の
籠
つ
た
作
物
な
の
は
、
あ
る
点
で
は
、
趣
味
の
人
過
ぎ

る
ほ
ど
趣
味
に
傾
き
過
ぎ
て
ゐ
る
彼
に
、
か
う
し
た
意
気
を
抱
い
て
ゐ
た
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
と
共
に
、
其
が
又
彼
に
と
つ
て
は
、
今
一
段
上

の
趣
味
と
見
る
方
が
正
し
い
の
だ
と
も
思
は
れ
る
。
此
は
彼
が
万
葉
ぶ
り
の
歌

人
だ
か
ら
、
男
性
的
な
性
格
だ
つ
た
か
ら
、
と
言
ふ
や
う
な
方
面
か
ら
、
説
明

は
出
来
な
い
。
彼
は
、
絵
に
異
常
な
嗜
欲
を
持
つ
た
や
う
に
、
書
に
も
、
骨
董

類
に
も
興
味
が
深
か
つ
た
。
此
点
で
は
彼
は
、
支
那
趣
味
で
あ
つ
た
。
硯
を
愛

し
た
作
物
群
も
、
其
現
れ
で
あ
る
。
剣
に
対
す
る
愛
執
と
言
ふ
か
、
憧
憬
と
言

ふ
か
、
或
は
又
畏
敬
と
い
ふ
か
、
其
も
や
は
り
さ
う
し
た
唐
土
の
詩
人
の
や
う

な
心
構
へ
の
上
で
の
事
と
思
は
れ
る
。

「
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
う
れ
し
か
り
け
り
」
か
う
言
ふ
近
代
的
な
感
動
は
、
ど
う

し
て
現
れ
て
来
た
の
か
、
私
に
は
ま
だ
訣
ら
ぬ
。
少
く
と
も
曙
覧
以
前
に
は
、

ま
だ
見
て
ゐ
な
い
。
新
派
短
歌
も
ま
だ
明
治
期
に
は
、
か
う
し
た
発
想
ま
で
は

要
求
し
て
居
な
か
つ
た
。
石
川
啄
木
の
事
業
が
、
歌
壇
の
上
級
の
人
た
ち
に
も

理
会
せ
ら
れ
て
、
最
適
当
に
利
用
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
　
　
と
だ

け
で
は
、
他
の
文
壇
の
動
き
を
見
な
い
も
の
に
な
る
。
自
然
派
文
学
が
、
英
雄
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主
義
や
激
動
の
描
写
ば
か
り
が
文
学
で
な
い
と
い
ふ
事
を
、
普
遍
知
識
に
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
短
歌
の
上
に
内
省
風
に
微
弱
な
感
動
を
描
写
す
る
こ
と
が
唱
へ

出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
か
う
し
た
唱
導
の
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
、
短
歌
製
作

者
の
心
向
け
は
、
変
つ
て
来
て
ゐ
た
の
だ
。
さ
う
言
ふ
時
に
な
つ
て
、
「
こ
ゝ

ろ
に
し
み
て
う
れ
し
か
り
け
り
」
の
発
想
法
が
、
省
み
ら
れ
出
し
た
の
だ
。
唯

一
度
使
は
れ
た
用
例
だ
が
、
こ
れ
に
添
う
て
解
説
せ
ら
る
べ
き
、
幾
多
の
歌
ひ

残
さ
れ
た
感
情
の
あ
る
事
を
覚
え
初
め
た
の
が
、
曙
覧
の
影
響
を
当
然
う
け
た

正
し
い
根
岸
派
の
人
々
で
あ
つ
た
。
「
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
う
れ
し
か
り
け
り
」

の
「
う
れ
し
か
り
け
り
」
で
な
い
、
も
つ
と
適
切
な
感
情
に
対
し
て
の
探
究
を

続
け
て
ゐ
た
と
も
言
へ
よ
う
。
単
な
る
此
句
を
な
ぞ
る
と
言
ふ
気
持
ち
ば
か
り

で
は
な
か
つ
た
。
さ
う
し
た
努
力
が
、
「
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
…
…
」
で
な
く
、

他
の
心
理
を
掴
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
ゝ
ま
で
近
代
風
で
微
妙

な
、
ゑ
ぐ
る
や
う
な
悲
し
み
を
湛
へ
た
、
さ
う
し
て
、
颯
爽
と
し
た
中
に
、
ざ

つ
く
ば
ら
ん
に
人
の
心
を
捲
き
た
て
る
様
な
発
想
を
し
た
、
同
時
代
人
が
あ
つ

た
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
語
は
固
よ
り
曙
覧
の
創
め
て
作
つ
た
も
の
で
は
な
い
。

歴
代
の
歌
に
見
え
て
ゐ
る
も
の
で
、
其
が
前
代
の
歌
を
襲
う
て
来
た
と
言
ふ
ほ

ど
、
特
殊
な
形
の
語
で
は
な
か
つ
た
。
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
も
の
に
違
ひ
な
い

の
だ
。
万
葉
な
ど
を
見
て
も
、

　
　
韓
人






の
衣
染
む
と
ふ
紫
の
　
心
爾






染
而





お
も
ほ
ゆ
る
か
も
　
　
麻
田
陽
春

　
　
（
巻
四
、
五
六
九
）

少
く
と
も
、
古
今
集
以
後
の
書
き
物
に
出
た
「
心
に
し
み
て
」
の
用
語
例
と
、

万
葉
の
と
は
大
分
変
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
平
安
朝
以
後
の
用

語
例
を
見
て
も
、
た
ゞ
抒
情
詩
と
し
て
の
誇
張
味
を
見
せ
た
ゞ
け
の
も
の
が
多

か
つ
た
。
「
心
に
ぞ
し
む
」
な
ど
言
ふ
使
ひ
方
は
、
語
は
お
な
じ
向
き
に
あ
つ

て
も
、
副
詞
形
態
を
経
て
居
な
い
だ
け
、
表
現
は
大
ざ
つ
ぱ
で
あ
る
。
殆
、
言

語
が
違
つ
て
ゐ
る
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。
此
語
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
日
常
語

の
直
訳
で
は
な
か
つ
た
。
古
い
語
の
中
か
ら
、
か
う
し
た
感
動
の
盛
れ
る
も
の

を
と
り
あ
げ
て
、
せ﹅
つ﹅
な
い
や
う
な
感
情
を
寓
し
た
の
は
、
此
人
に
あ
つ
た
古

典
表
現
の
上
に
、
切
実
な
近
代
精
神
を
展
い
て
行
く
力
を
思
は
せ
る
の
で
あ
る
。

「
う
れ
し
か
り
け
り
」
が
意
表
に
出
た
続
き
合
ひ
の
様
に
思
は
れ
て
、
や
は
り

こ
の
満
悦
は
「
心
に
し
み
て
」
と
言
ふ
こ
と
よ
り
外
に
、
的
確
な
も
の
ゝ
な
か

つ
た
事
が
わ
か
る
。
其
と
共
に
何
処
ま
で
も
、
妥
当
性
が
な
い
や
う
で
、
結
局

妥
当
性
を
生
じ
て
来
る
表
現
が
、
新
し
い
技
工
と
し
て
受
け
と
ら
せ
る
の
で
あ

る
。
尤
、
か
う
し
た
為
方





は
、
今
は
も
う
避
く
べ
き
こ
と
を
知
つ
て
来
た
が
、

尚
此
歌
の
場
合
、
棄
て
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

「
身
を
さ
む
く
す
る
」
も
「
秋
の
霜
」
も
此
歌
に
は
適
切
な
不
即
不
離
の
快
い

語
感
を
持
つ
て
ゐ
る
が
、
尚
生
命
あ
る
聯
絡
を
欠
い
て
ゐ
る
処
が
あ
る
。
其
は
、

「
抜
く
か
ら
に
」
と
い
ふ
、
常
識
風
の
散
文
式
表
現
が
、
二
三
句
を
し
て
ば
ら

〳
〵
の
効
果
し
か
生
ぜ
し
め
な
い
為
で
あ
る
。
今
か
ら
言
へ
ば
、
此
だ
け
の
不

足
も
指
摘
出
来
る
が
、
時
代
と
し
て
見
れ
ば
、
価
値
を
高
く
見
ね
ば
な
ら
ぬ
作

物
で
あ
る
。

曙
覧
は
、
古
典
学
者
で
あ
り
、
擬
古
文
学
作
家
で
あ
つ
た
に
繋
ら
ず
、
一
面
、

極
気
さ
く
に
当
代
の
物
を
う
け
入
れ
て
ゐ
る
。
重
く
る
し
く
古
風
に
荘
重
が
ら

ぬ
よ
さ
が
あ
る
。
足
羽
の
庵
を
黄
金
舎
と
命
け
た
の
も
、
ほ
ん
の
即
興
か
ら
出

た
も
の
ら
し
く
、
典
拠
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
も
、
な
い
や
う
で
あ
る
。
何
と
な

く
、
国
学
者
・
儒
者
の
も
の
〳
〵
し
さ
を
、
嗤



笑
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。

町
は
づ
れ
に
還
り
住
ん
だ
家
を
藁
屋
と
言
つ
た
の
も
、
や
は
り
其
で
あ
ら
う
。

　
　
世
の
中
は
　
と
て
も
か
く
て
も
過
し
て
む
。
宮
も
　
藁
屋
も
、
果
て
し
な

　
　
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
昔
物
語
巻
二
四
ノ
二
二
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隠
者
蝉
丸
の
歌
と
伝
へ
る
も
の
か
ら
出
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
や
う
だ
が
、

あ
ま
り
名
高
く
て
、
平
凡
な
感
じ
ゝ
か
与
へ
な
く
な
つ
て
居
る
、
此
歌
な
ど
か

ら
取
つ
た
も
の
と
も
思
へ
な
い
。
が
、
隠
者
の
歌
だ
け
に
、
隠
者
気
分
に
喜
び

を
感
じ
て
居
た
彼
で
あ
り
、
歌
に
つ
い
て
は
、
一
隻
眼
も
双
眼
も
あ
つ
た
人
の

こ
と
だ
か
ら
、
「
と
て
も
か
く
て
も
…
…
」
な
ど
言
ふ
平
等
観
な
ど
に
よ
さ
を

感
じ
て
な
ら
、
つ
け
ぬ
名
と
も
限
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
庭
な
る
山
吹
の
、
秋
、
花
咲
き
け
る
を
見
て

　
　
黄
金
色
と
ぼ
し
き
屋

所

と
い
ふ
人
に
　
見
せ
ば
や
。
秋
の
山
吹
の
花

歌
集
の
順
序
か
ら
、
藁
屋
で
の
作
と
思
は
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
が
、
黄
金
舎
と
言

ふ
名
に
似
合
は
ぬ
と
言
ふ
人
が
あ
つ
た
の
に
、
答
へ
た
と
見
る
方
が
よ
さ
ゝ
う

だ
。
だ
か
ら
や
は
り
、
足
羽
山
居
で
の
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
藁
屋
の
建

て
物
に
つ
い
て
は
、
森
恒
救
さ
ん
の
「
橘
曙
覧
翁
の
藁
屋
」
と
言
ふ
回
想
録
が
、

「
橘
曙
覧
書
簡
集
」
に
再
録
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
（
あ
ま
り
正
確
に
書
か
れ
過
ぎ

て
ゐ
る
虞
れ
は
あ
る
が
、
優
れ
た
記
録
で
あ
る
。
）

此
家
は
途
中
一
度
火
事
に
遭
う
て
、
建
て
替
へ
ら
れ
た
が
、
前
後
二
十
一
年
嘉

永
元
年
か
ら
慶
応
四
年
八
月
死
ぬ
る
時
ま
で
住
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
森
さ
ん

の
記
述
に
よ
る
と
、
福
井
米
町
の
内
藤
理
右
衛
門
　
　
内
藤
言
寿
か
　
　
が
敷

地
を
提
供
し
、
同
門
の
山
口
弥
太
郎
と
相
謀
つ
て
建
て
与
へ
た
も
の
だ
と
い
ふ
。

恐
ら
く
地
所
の
都
合
で
、
用
水
を
隔
て
ゝ
西
山
町
通
り
に
向
つ
た
間
口
二
間
半
、

建
て
坪
十
三
・
四
・
五
坪
に
二
階
つ
き
の
妻
入
り
　
　
恐
ら
く
物
置
の
様
な
も

の
で
あ
ら
う
　
　
の
家
が
出
来
た
の
で
あ
ら
う
。
屋
敷
は
、
森
さ
ん
の
物
に
よ

る
と
、
百
十
七
坪
六
合
と
あ
り
、
東
西
に
狭
く
、
南
北
に
広
い
地
面
で
あ
つ
た

ら
し
い
。
八
畳
半
・
六
畳
・
四
畳
半
に
板
間
と
言
ふ
の
だ
か
ら
、
決
し
て
広
く

は
な
い
が
、
家
族
の
少
か
つ
た
移
住
当
時
は
、
さ
し
て
手
狭
に
も
感
じ
な
か
つ

た
ら
う
し
、
新
し
く
建
て
た
家
な
り
、
大
工
も
名
誉
の
者
だ
つ
た
と
言
ふ
か
ら
、

さ
の
み
陋
屋
と
言
ふ
で
も
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

嘉
永
七
年
六
月
の
大
火
に
、
此
奥
行
き
の
長
い
家
は
類
焼
し
て
、
庭
木
ま
で
も

焼
い
た
様
で
あ
る
。
又
々
前
の
内
藤
と
、
山
口
の
弟
　
　
彼
の
門
弟
　
　
清
香

の
世
話
で
出
来
た
と
い
ふ
。
今
度
は
平
入
り
に
改
め
た
ら
し
く
、
向
き
も
、
西

山
町
通
り
に
脇
を
向
け
て
、
西
正
面
に
建
て
ら
れ
た
。
八
畳
二
間
・
七
畳
、
其

に
下
屋
つ
き
の
三
畳
・
二
畳
の
平
屋
作
り
で
あ
る
。
建
て
坪
は
や
が
て
廿
坪
も

あ
つ
た
と
見
え
る
。
此
家
は
晩
年
、
足
か
け
十
五
年
も
住
み
、
子
も
三
人
に
な

つ
た
の
だ
か
ら
、
住
み
荒
し
た
こ
と
で
も
あ
ら
う
。
松
平
春
嶽
が
藁
屋
を
訪
れ

た
の
は
、
十
二
年
目
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
壁
落
ち
か
ゝ
り
、
障
子
は
破
れ
、

畳
は
き
れ
、
…
…
な
ど
写
し
て
ゐ
る
の
も
、
う
ま
人
の
馴
れ
ぬ
目
か
ら
見
た
誇

張
で
は
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
「
…
…
ち
ひ
さ
き
板
屋
の
あ
さ
ま
し
げ
に

て
、
か
こ
ひ
も
占
め
た
ら
ぬ
に
、
そ
こ
か
し
こ
は
ら
ひ
も
せ
ぬ
に
や
、
塵
ひ
ぢ

山
を
な
せ
り
。
…
…
」
此
「
橘
曙
覧
の
家
に
い
た
る
詞
」
を
読
む
と
、
如
何
に

も
親
し
げ
で
、
而
も
之
を
又
書
き
与
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
家
あ
る
じ
を
か

ら
か
ふ
と
言
ふ
、
狃
れ
〳
〵
し
い
よ﹅
さ﹅
が
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
…
…

お
の
れ
言
へ
ら
く
、
み
ま
し
の
屋
の
名
を
わ
ら
や
と
い
へ
る
は
ふ
さ
は
し
か
ら

ず
。
橘
の
え
に
し
あ
れ
ば
、
忍
ぶ
の
屋
と
け
ふ
よ
り
あ
ら
た
め
よ
と
い
へ
り
。

…
…
屋
の
汚
き
こ
と
譬
へ
む
に
も
の
な
し
。
虱
て
ふ
虫
な
ど
も
這
ひ
出
で
ぬ
べ

く
お
も
ふ
ば
か
り
な
り
。
」
森
さ
ん
の
記
録
に
は
、
前
後
の
藁
屋
、
屋
根
は
柿





葺
き
で
、
語
ど
ほ
り
の
藁
葺
き
で
は
な
か
つ
た
と
あ
る
の
は
、
春
嶽
の
文
章
に

板
屋
と
あ
る
の
が
、
観
察
を
誤
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
だ
が
、
最

初
か
ら
果
し
て
板
屋
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
に
な
る
と
、
当
時
親
し
く
住
み
も
し
、

見
聞
き
も
し
た
と
は
言
へ
、
記
憶
に
錯
誤
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
。
初
め
は
く﹅

ず﹅
や﹅
葺
き
の
藁
屋
で
あ
つ
た
の
が
、
類
焼
後
、
仮
り
屋
ら
し
い
柿
葺
き
で
あ
つ

た
事
が
、
如
何
に
も
第
一
の
藁
屋
ほ
ど
、
手
の
こ
ん
で
作
ら
れ
て
居
な
か
つ
た
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こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。
縁
や
床
の
下
か
ら
竹
の
出
て
来
る
な
ど

は
、
田
舎
家
の
常
で
は
あ
る
が
、
其
が
彼
の
常
用
の
書
斎
、
莚
敷
き
の
土
間
に

出
て
来
た
な
ど
言
ふ
の
は
、
此
莚
敷
き
の
三
畳
と
、
共
に
並
ん
だ
二
畳
間
と
だ

け
が
、
火
事
直
後
、
急
拵
へ
の
仮
り
屋
の
ま
ゝ
を
、
新
建
ち
へ
と
り
込
ん
だ
も

の
と
見
ら
れ
る
。
春
嶽
が
「
し
の
ぶ
や
」
に
改
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
藁

葺
き
か
と
思
つ
た
の
に
、
柿
葺
き
で
あ
つ
た
と
い
ふ
素
朴
な
失
望
も
あ
つ
た
ら

う
し
、
又
藁
屋
の
名
が
典
拠
な
げ
な
や
す
つ
ぽ
い
感
じ
の
す
る
上
に
、
音
覚
も

荘
重
味
を
欠
い
て
ゐ
る
。
曙
覧
は
、
そ
こ
を
快
し
と
し
て
名
と
し
た
天
狗
で
あ

つ
た
の
を
、
侯
に
と
つ
て
は
、
単
純
に
す
わ
り
悪
く
覚
え
た
の
で
あ
ら
う
。

「
し
の
ぶ
の
屋
」
に
「
志
濃
夫
廼
舎
」
を
宛
て
た
の
は
、
曙
覧
の
し
た
こ
と
で

あ
ら
う
が
、
之
を
思
ひ
浮
べ
た
侯
の
心
に
は
、
藁
屋
か
ら
聯
想
せ
ら
れ
た
軒
の

荵
草
で
あ
つ
た
ら
う
。
だ
か
ら
藁
屋
を
優
美
に
言
ひ
か
へ
た
ゞ
け
で
あ
る
。
荵

草
の
生
え
た
草
屋
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
其
と
同
時
に
、
橘
に
昔
を
偲
ぶ
と
言

ふ
古
歌
の
心
持
ち
を
、
格
別
ど
の
歌
に
拠
る
と
言
ふ
こ
と
な
し
に
思
ひ
寄
せ
た

ま
で
ゞ
あ
ら
う
。

藁
屋
へ
越
し
た
翌
年
　
　
嘉
永
二
　
　
は
曙
覧
生
母
鶴
の
三
十
七
年
忌
が
廻
つ

て
来
た
。

　
　
　
　
　
母
の
三
十
七
年
忌
に
お
の
れ
、
二
歳
と
い
ふ
年
に
、
み
ま
か
り
給

　
　
　
　
　
へ
り
し
な
り
け
り

　
　
は
ふ
児
に
て
　
わ
か
れ
ま
つ
り
し
身
の
う
さ
は
、
面
だ
に
母
を
知
ら
ぬ
な

　
　
り
け
り

ち
よ
う
ど
此
七
年
前
、
天
保
十
三
年
に
は
、
父
五
郎
右
衛
門
の
十
七
年
忌
を
修

し
た
。
其
頃
は
ま
だ
福
井
の
町
中
に
住
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
父
の
十
七
年
忌
に

　
　
今
も
　
世
に
い
ま
さ
れ
ざ
ら
む
よ
は
ひ
に
も
　
あ
ら
ざ
る
も
の
を
、
あ
は

　
　
れ
　
親
な
し

　
　
髪
白
く
な
り
て
も
　
親
の
あ
る
人
も
　
お
ほ
か
る
も
の
を
。
わ
れ
は
親
な

　
　
し

併
せ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
ど
れ
も
皆
、
当
代
の
歌
人
の
か
う
し
た
時
の
歌
口

と
は
違
つ
て
、
極
め
て
自
由
に
、
又
平
凡
に
歌
ひ
あ
げ
て
ゐ
る
。
歌
ひ
あ
げ
過

ぎ
て
ゐ
る
ほ
ど
安
げ
に
歌
ひ
廻
し
て
ゐ
る
。
今
す
こ
し
で
流
れ
る
と
言
ふ
と
こ

ろ
ま
で
行
つ
て
ゐ
る
。
而
も
特
殊
な
個
性
式
な
感
動
を
開
い
て
来
て
ゐ
る
。
万

葉
ぶ
り
の
歌
と
し
て
目
ざ
ゝ
れ
た
も
の
は
、
ど
う
し
て
も
一
度
、
か
う
し
た
達

意
で
、
流
暢
で
、
平
凡
な
や
う
な
姿
で
以
て
、
近
代
風
な
感
情
を
出
す
と
言
ふ

行
き
方
か
ら
出
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
万
葉
や
記
紀
の
語
彙
を

挿
入
す
る
形
式
派
か
ら
、
万
葉
の
純
情
を
思
は
せ
る
様
な
も
の
に
出
る
必
要
が

あ
つ
た
の
だ
。

　
　
学
ば
で
も
あ
る
べ
く
あ
ら
ば
　
生

れ
な
が
ら
、
聖
に
ま
せ
ど
　
そ
れ
　
猶

し
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ば
ざ
る
人
を
う
れ
へ
て
よ
め
る

　
　
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
、
う
つ
く
し
き
妹
を
ふ
り
す
て
　
旅
す
る
。
我

は
　
　
旅
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
安
宗
武

殊
に
、
宗
武
の
第
一
首
と
、
曙
覧
の
三
首
と
は
、
傾
向
の
よ
く
似
た
歌
口
を
持

つ
て
ゐ
る
。
言
ひ
過
ぎ
る
ほ
ど
表
現
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
同
時
に
亦
言
ひ
残
し

た
も
の
ゝ
あ
る
気
を
さ
せ
る
。
あ
ま
り
輪
郭
の
完
全
に
写
さ
れ
過
ぎ
て
、
内
容

と
な
る
感
激
が
一
足
遅
れ
て
来
る
や
う
な
気
が
す
る
の
だ
。
「
は
ふ
児
に
て
」

の
「
面
だ
に
」
は
、
唯
顔
も
記
憶
せ
な
い
と
言
ふ
の
で
は
な
い
。
お
も
は
俤



で

髣
髴
で
あ
る
。
幻
影






で
あ
る
。
幻
に
す
ら
母
を
浮
べ
知
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

此
早
調
子
で
な
く
、
考
へ
し
ま
せ
る
筈
の
歌
で
あ
る
。
一
・
二
句
と
三
句
以
下
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の
二
つ
の
部
分
に
分
れ
て
、
て
ん
で
に
歎
い
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、

第
三
句
に
踊
る
も
の
が
あ
る
。
之
を
緊
め
れ
ば
よ
か
つ
た
に
と
思
ふ
。
か
う
言

ふ
調
子
も
、
併
し
万
葉
ぶ
り
が
一
度
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
復
興
形
式
な
の

で
あ
つ
た
。
父
の
方
を
見
て
も
、
「
…
…
よ
は
ひ
に
も
…
…
」
歌
全
体
を
口
説

き
す
ぎ
る
気
分
に
陥
し
こ
む
。
平
常
の
感
慨
で
あ
り
な
が
ら
、
其
を
歌
の
上
に

適
当
に
処
置
し
て
、
卑
俗
感
は
抱
か
せ
な
い
処
ま
で
行
き
乍
ら
、
第
三
句
で
風

格
を
下
げ
て
ゐ
る
。
「
髪
白
く
」
は
悉
く
同
感
出
来
る
感
情
で
あ
る
。
而
も
か

う
し
た
発
想
が
、
作
物
の
印
象
を
、
却
て
卑
俗
な
ら
し
め
て
来
る
。
「
髪
白
く
」

と
問
題
風
に
言
ひ
起
し
、
句
を
跨
つ
て
「
…
…
な
り
て
も
親
の
あ
る
人
も
」
と

言
ふ
風
に
折
つ
て
行
く
為
に
、
常
識
風
な
俗
情
が
聞
え
て
来
る
の
だ
。
だ
が
、

時
代
と
し
て
、
か
う
言
ふ
柔
軟
で
、
容
易
な
形
で
、
而
も
最
素
朴
に
見
え
る
行

き
方
で
、
類
型
を
突
破
し
た
処
に
、
大
き
な
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

昔
は
昔
、
今
は
今
で
あ
り
、
さ
う
し
て
今
は
文
学
価
値
論
の
最
誤
り
な
く
進
ん

で
ゐ
る
時
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
為
に
も
、
過
去
の
作
物
を
適
度
に
そ
の

時
代
に
据
ゑ
て
見
る
側
も
開
け
て
来
る
の
を
待
つ
。

　
　
さ
き
は
ひ
の
　
如
何
な
る
人
か
。
黒
髪
の
白
く
な
る
ま
で
、
妹
が
声
聞
く

　
　
（
万
葉
集
巻
七
、
一
四
一
一
）

此
歌
が
、
曙
覧
の
歌
の
暗
示
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
ほ
ゞ
疑
ひ
が
な
い
だ
ら

う
。
そ
れ
か
ら
、
曙
覧
は
曙
覧
と
し
て
、
時
代
の
生
活
の
上
に
其
を
違
つ
た
形

で
活
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
唯
、
時
と
し
て
、
彼
の
音
律
に
対
す
る
趣
味
と
、

又
別
に
崇
高
性
を
忘
れ
易
い
性
質
が
あ
つ
た
為
、
時
々
か
う
言
ふ
姿
を
と
つ
た

彼
が
出
て
来
る
の
で
あ
つ
た
。
歌
集
の
順
序
で
い
ふ
と
、
藁
屋
の
「
春
雨
の
」

の
歌
の
次
に
十
七
年
忌
の
作
が
列
ね
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
墓
に
ま
う
で
ゝ

　
　
慕
ひ
あ
ま
る
こ
ゝ
ろ
　
額
に
あ
つ
ま
り
て
、
う
ち
つ
け
ら
る
ゝ
　
地



の
上

　
　
か
な

此
も
父
を
憶
う
て
の
も
の
だ
ら
う
。
局
所
風
に
感
情
が
尖
鋭
に
出
て
来
る
人
で

あ
る
。
と
言
ふ
よ
り
、
殆
さ
う
言
つ
て
間
違
ひ
の
な
い
ほ
ど
、
技
工
が
部
分
と

し
て
徹
底
せ
ら
れ
て
来
る
。
唯
、
其
部
分
が
輝
き
過
ぎ
て
、
他
の
力
の
行
き
渉

ら
ぬ
処
が
白
け
て
見
え
、
軽
は
ず
み
に
見
え
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
結
局
技
工

と
し
て
の
効
果
が
、
技
工
の
為
に
減
殺
せ
ら
れ
る
訣
で
あ
る
。
「
額
に
あ
つ
ま

り
て
」
は
傍
観
し
過
ぎ
て
ゐ
る
。
条
件
を
知
り
過
ぎ
て
熱
が
生
じ
て
来
な
い
の

で
あ
る
。
抒
情
詩
で
あ
る
べ
き
を
、
叙
事
詩
の
や
う
に
出
、
又
其
間
に
極
め
て

軽
微
な
へ﹅
う﹅
き﹅
ん﹅
味
を
寓
し
て
来
る
。
其
が
我
々
の
父
の
墓
の
歌
と
し
て
欲
す

る
も
の
と
違
つ
た
歌
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
謂
は
ゞ
昔
に
お
い
て
、

既


く
写
生
の
輪
郭
を
知
つ
て
居
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
中
核
を

糶

り
出
さ
せ
る
事
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
竹
間
霰

　
　
村
竹
は
こ
と
な
し
ぶ
な
り
。
砕
け
よ
と
　
風
の
霰
は
　
う
ち
か
ゝ
れ
ど
も

此
時
代
に
は
、
珍
し
い
観
察
で
あ
る
。
だ
が
、
其
見
た
も
の
を
見
た
ま
ゝ
に
表

し
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
。
「
こ
と
な
し
ぶ
な
り
」
が
、
其
際
の
竹
藪
の
姿
で
あ
る

の
か
。
村
竹
の
動
き
　
　
或
は
不
動
を
表
さ
ず
に
、
概
念
と
し
て
、
村
竹
の
感

情
を
抽
象
し
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
事
は
な
い
訣
だ
。
第
一
、
頭
か
ら
何
の
用
意
も

な
く
「
村
竹
は
」
と
起
し
て
、
何
を
印
象
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
此
は
彼
が
感

情
を
以
て
、
自
然
の
姿
を
う
け
と
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
「
群
竹
は
そ
し
ら

ぬ
顔
で
、
何
も
な
か
つ
た
顔
を
し
て
ゐ
る
。
」
我
々
は
何
も
な
か
つ
た
顔
が
ど

ん
な
表
情
で
あ
る
か
胸
に
う
ち
つ
け
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
如
何
に

力
を
こ
め
て
、
風
や
霰
の
表
情
を
し
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
滑
つ
て
し
ま
は
ず
に

居
な
い
。
「
風
の
霰
」
も
す
つ
き
り
し
た
あ
る
場
合
の
効
果
を
予
期
さ
せ
る
語

だ
が
、
か
う
し
た
緊
密
は
、
霰
を
も
風
を
も
活
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
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ま
だ
三
句
以
下
は
、
一
・
二
句
の
斡
旋
次
第
で
此
以
上
に
活
き
た
で
あ
ら
う
。

写
生
の
手
前
で
止
つ
て
ゐ
る
形
が
見
え
る
で
は
な
い
か
。
擬
人
法
に
止
つ
て
ゐ

る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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三
　
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
抄

　
　
　

　
　
　

　
　
　
こ
の
小
さ
な
曙
覧
評
伝
を
書
く
う
ち
、
そ
の
性
質
の
上
か
ら
、
彼
の
人

　
　
　
の
作
物
に
対
し
て
持
つ
て
居
る
、
私
の
考
へ
の
傾
向
を
示
し
て
置
く
必

　
　
　
要
を
、
感
じ
つ
ゞ
け
て
居
た
。
其
で
、
第
三
章
と
し
て
、
「
志
濃
夫
廼

　
　
　
舎
歌
集
抄
」
を
撰
つ
て
見
た
。
さ
う
し
て
、
御
覧
に
な
る
方
々
の
参
考

　
　
　
に
、
私
の
採
り
方
の
標
準
を
お
目
に
か
け
る
つ
も
り
で
、
丸
印
や
胡
麻

　
　
　
印
な
ど
つ
け
て
置
い
た
。
甚
幼
稚
な
様
で
も
あ
る
し
、
第
一
、
私
な
ど

　
　
　
よ
り
は
、
遥
か
に
優
れ
た
む
か
し
人
に
対
し
て
、
点
を
つ
け
る
と
い
ふ

　
　
　
不
謙
遜
ら
し
い
態
度
は
、
申
し
訳
な
い
気
が
す
る
。
で
も
、
か
う
し
た

　
　
　
意
味
の
双
紙
に
は
、
さ
う
言
ふ
為
方
も
、
入
り
用
な
の
で
は
あ
る
ま
い

　
　
　
か
。
さ
う
思
う
た
か
ら
、
お
し
て
、
右
の
集
か
ら
、
歌
を
選
ん
で
見
た
。

　
　
　
八
百
六
十
首
の
中
か
ら
、
新
し
く
百
七
十
首
を
抜
き
出
し
た
こ
と
に
な

　
　
　
る
。
私
の
此
為
事
を
、
ど
う
か
、
よ
い
意
味
に
と
つ
て
頂
け
れ
ば
結
構

　
　
　
だ
が
と
思
ふ
。

　
　
　
さ
う
し
て
、
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
の
送
り
仮
名
な
ど
の
使
ひ
方
が
、
相
当

　
　
　
今
の
人
々
に
は
、
無
理
に
感
じ
ら
れ
る
点
が
あ
る
の
で
、
多
く
今
様
に

　
　
　
書
き
改
め
て
置
い
た
。
此
つ
い
で
に
言
ふ
。
（
一
）
・
（
二
）
の
文
中

　
　
　
の
引
用
は
概
ね
、
集
の
書
き
方
に
拠
る
こ
と
に
し
て
あ
る
。
其
か
ら
今

　
　
　
一
つ
す
べ
て
歌
は
、
私
自
身
の
採
る
表
記
法
で
、
句
読
や
休
止
を
示
す

　
　
　
あ﹅
き﹅
を
つ
け
た
り
し
た
。
此
も
、
か
う
い
ふ
形
で
、
私
は
う
け
と
つ
て

　
　
　
ゐ
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
此
亦
此
先
人
並
び
に
あ
な
た
方
の
理

　
　
　
会
を
願
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　

松

籟

艸











　
第
一
集

　
　
　
　
　
阿
須
波
山
に
住
み
け
る
こ
ろ

　
　
あ
る
じ
は
と
　
人
も
し
問
は
ゞ
、
軒
の
松
　
あ
ら
し
と
い
ひ
て
、
吹
き
か

　
　
へ
し
て
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
飛
騨
国
に
て
、
白
雲
居
の
会
に
、
初
雁

　
　
妹
と
寐

る
　
と
こ
よ
離
れ
て
、
こ
の
あ
さ
け
　
鳴
き
て
来
つ
ら
む
初
か
り

　
　
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　

　
　
　
　
　
同
じ
国
な
る
千
種
園
に
て
、
甲
斐
国
の
り
く
ら
山
に
雪
の
ふ
り
け

　
　
　
　
　
る
を
見
て

　
　
旅
ご
ろ
も
　
う
べ
こ
そ
さ
ゆ
れ
。
乗
る
駒
の
　
鞍
の
高
嶺

に
、
み
雪
つ
も

　
　
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　

　
　
　
　
　
苅
萱

　
　
敏
鎌
と
り
か
り
し
か
る
か
や
　
葺
き
そ
へ
て
　
聞
ば
や
、
庵
の
あ
き
の
夜

　
　
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆
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む
す
め
健
女
、
今
と
し
四
歳
に
な
り
に
け
れ
ば
、
や
う
〳
〵
物
が

　
　
　
　
　
た
り
な
ど
し
て
、
頼
も
し
き
も
の
に
思
へ
り
し
を
、
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
よ
り
、
痘
瘡





を
わ
づ
ら
ひ
て
、
い
と
あ
つ
し
て
な
り
も
て
ゆ
き
、

　
　
　
　
　
二
十
一
日
の
暁
み
ま
か
り
た
り
け
る
　
歎
き
に
し
づ
み
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
き
の
ふ
ま
で
　
吾
衣
手
に
と
り
す
が
り
、
父
よ
　
父
よ
と
　
い
ひ
て
し
も

　
　
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
人
の
刀
く
れ
け
る
と
き

　
　
抜
く
か
ら
に
、
身
を
さ
む
く
す
る
秋
の
霜
。
こ
ゝ
ろ
に
し
み
て
、
う
れ
し

　
　
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
父
の
十
七
年
忌
に

　
　
今
も
　
世
に
い
ま
さ
れ
ざ
ら
む
よ
は
ひ
に
も
あ
ら
ざ
る
も
の
を
、
あ
は
れ

　
　
　
親
な
し

　
　
髪
し
ろ
く
な
り
て
も
　
親
の
あ
る
人
も
お
ほ
か
る
も
の
を
。
わ
れ
は
　
親

　
　
な
し

　
　
　
　
　
母
の
、
三
十
七
年
忌
に

　
　
　
　
　
　
　
お
の
れ
二
歳
と
い
ふ
年
に
、
み
ま
か
り
給
へ
り
し
な
り
け
り

　
　
は
ふ
児
に
て
　
わ
か
れ
ま
つ
り
し
身
の
う
さ
は
、
面
だ
に
　
母
を
知
ら
ぬ

　
　
な
り
け
り

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
…
…
よ
し
や
今
は
よ
く
も
あ
し
く
も
己
が
心
の
む
き
に
こ
そ
と
、

　
　
　
　
　
綴
ぢ
た
る
物
を
も
か
た
へ
に
う
ち
や
り
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
夕
煙
　
今
日
は
け
ふ
の
み
た
て
ゝ
お
け
。
明
日
の
薪
は
、
あ
す
採
り
て
こ

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
帰
雁

　
　
春
か
け
て
　
門
田
の
面
に
群
れ
し
雁
　
一
つ
も
見
え
ず
な
る
日
　
さ
び
し

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
秋
田
家

　
　
蚱

※







う
る
さ
く
出
で
ゝ
と
ぶ
秋
の
　
ひ
よ
り
よ
ろ
こ
び
、
人
豆
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
越
智
通
世
が
妻
の
、
み
ま
か
り
け
る
と
ぶ
ら
ひ
に

　
　
亡
き
母
を
し
た
ひ
よ
わ
り
て
　
寝
た
る
児
の
　
顔
見
る
ば
か
り
、
憂
き
こ

　
　
と
は
あ
ら
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
木
屋
四
郎
兵
衛
が
、
父
の
喪
に
こ
も
り
を
る
に

　
　
言
あ
ら
く
　
い
さ
め
た
ま
は
む
声
を
だ
に
　
聞
か
ま
ほ
し
く
や
、
せ
め
て

　
　
こ
ふ
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
与
女
見
雪

　
　
妹



と
わ
れ
　
寝
が
ほ
な
ら
べ
て
、
鴛
鴦






の
浮
き
ゐ
る
池
の
雪
を
　
見
る
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆
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山
家

　
　
白
雲
の
行
き
か
ひ
の
み
を
見
お
く
り
て
、
今
日
も
さ
し
け
り
。
蓬
生
の
門



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
古
書
ど
も
読
み
耽
り
を
り
て

　
　
真
男
鹿









の
肩
焼
く
占



に
　
う
ら
ど
ひ
て
、
事
明



ら
め
し
神
代
を
ぞ
　
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
幽
居
雪

　
　
薄
し
ろ
く
な
り
て
　
た
ま
れ
る
雪
の
上
も
　
汚
さ
で
、
一
日
見
る
庵
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
跡
と
い
ふ
も
の
は
あ
ら
せ
ぬ
雪
の
う
へ
に
、
心
を
つ
け
て
　
独
り
見
る
か

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
南
部
広
矛
が
吾
嬬
へ
ゆ
く
に

　
　
わ
か
れ
に
は
、
涙
ぞ
出
づ
る
。
丈
夫






も
、
人
に
こ
と
な
る
こ
ゝ
ろ
も
た
ね

　
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
五
月

　
　
梅
子






の
　
う
み
て
昼
さ
へ
寐
ま
ほ
し
く
　
思
ふ
さ
月
に
、
は
や
な
り
に
け

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
雨
い
み
じ
う
降
り
つ
ゞ
き
て
、
人
皆
わ
び
に
わ
び
た
り
け
る
頃
、

　
　
　
　
　
め
づ
ら
し
う
晴
れ
そ
め
た
る
空
を
見
や
り
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
天
地
も
　
ひ
ろ
さ
く
は
ゝ
る
こ
ゝ
ち
し
て
、
ま
づ
あ
ふ
が
る
ゝ
　
青
雲
の

　
　
そ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
馬

　
　
※




を

と
ら
へ
ま
た
が
り
、
裸
馬
を
　
吾
嬬
男
子








の
、
あ
ら
な
つ
け
す
る
○

　
　

　
　
　
　
　
咏
十
二
時
抄

　
　
　
　
　
　
　
辰

　
　
や
ゝ
た
く
る
　
野
べ
の
朝
日
を
よ
ろ
こ
び
て
、
そ
ゞ
ろ
飛
び
た
つ
　
い
な

　
　
ご
ま
ろ
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
う
つ
ろ
ひ
て
南
に
か
ゝ
る
日
の
影
に
、
な
ま
が
わ
き
す
る
　
花
の
上
の
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
　
　
午

　
　
目
に
あ
ま
る
菜
の
葉
の
露
の
　
ひ
る
さ
び
し
。
機
お
る
音
も
　
里
に
と
だ

　
　
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
　
　
申
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あ
さ
り
あ
り
く
鶏



も
　
塒
に
か
へ
り
き
ぬ
。
夕
食





の
つ
ま
木

を
り
に
　
か
ゝ

　
　
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
　
　
酉

　
　
夕
顔
の
花
　
し
ら
／
″
＼
と
咲
き
め
ぐ
る
　
賤
が
伏
せ
屋
に
、
馬
洗
ひ
を

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
静
処
落
葉

　
　
ち
り
〳
〵
て
　
つ
も
る
木
の
葉
の
う
は
じ
め
り
、
風
も
　
音
な
き
庭
と
な

　
　
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
遠
山
見
雪

　
　
は
な
れ
う
き
朝
床
い
で
ゝ
、
を
と
め
ご
が
　
黒
髪
山
の
雪
を
見
る
か
な
※

　
　

　
　
　
　
　
雪
朝

　
　
宵
に
逢
へ
る
人
に
は
あ
ら
ね
ど
、
朝
寝
顔
　
む
か
ひ
く
る
し
き
　
雪
の
色

　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
蝨

　
　
著
る
物
の
縫
ひ
め
〳
〵
に
　
子
を
ひ
り
て
、
し
ら
み
の
神
世
　
始
ま
り
に

　
　
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
綿
い
り
の
縫
ひ
目
に
　
頭





さ
し
い
れ
て
、
ち
ゞ
む
蝨





よ
。
わ
が
思
ふ
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
屋
上
霰

　
　
音
き
け
ば
、
あ
な
い
た
や
と
ぞ
　
唸
か
る
ゝ
。
身
を
打
ち
た
ゝ
く
　
あ
ら

　
　
れ
な
ら
ね
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
春
よ
み
け
る
歌
の
中
に

　
　
す
く
〳
〵
と
　
生
ひ
た
つ
麦
に
　
腹
す
り
て
、
燕
飛
び
く
る
　
春
の
山
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
秋
夜

　
　
つ
ゞ
り
さ
せ
。
夜
ふ
け
て
虫
の
呼
ぶ
窓
に
、
火
あ
か
く
と
ぼ
し
　
在
る
は
、

　
　
誰
が
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
松
戸
に
て
、
口
よ
り
出
づ
る
ま
ゝ
に

　
　
ふ
く
ろ
ふ
の
、
糊
す
り
お
け
と
呼
ぶ
声
に
、
衣



と
き
は
な
ち
　
　
妹



は
夜

　
　
ふ
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
こ
ぼ
れ
糸
　
網
に
つ
く
り
て
　
魚
と
る
と
、
二
郎
　
太
郎
　
三
郎
　
川
に

　
　
日
く
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
我
と
わ
が
心
ひ
と
つ
に
語
り
あ
ひ
て
、
柴
た
き
ふ
す
べ
く
ら
す
　
松
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
人
み
な
の
こ
の
む
諂
ひ
　
言
は
れ
ざ
る
我
も
　
ひ
と
つ
の
か
た
は
も
の
な

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

47 三　志濃夫廼舎歌集抄



　
　
　
　
　
燈
明
寺
邨



な
る
新
田
義
貞
公
の
石
碑
見
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
碑
面
に
、
新
田
義
貞
戦
死
此
所
と
し
る
さ
れ
て
あ
り
。
此
の

　
　
　
　
　
　
　
石
の
あ
る
わ
た
り
を
、
世
に
、
に
た
つ
か
と
人
よ
び
て
、
地

　
　
　
　
　
　
　
名
の
ご
と
く
い
ひ
な
ら
は
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
ひ
田
塚
　
た
ゝ
か
ひ
ま
け
て
う
せ
ぬ
て
ふ
　
文
字
よ
み
を
れ
ば
、
野
風

　
　
身
に
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
三
線

　
　
寝
お
び
れ
て
　
鳴
く
う
ぐ
ひ
す
か
と
ば
か
り
に
、
弾
き
か
す
め
た
る
　
も

　
　
の
ゝ
音

の
よ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
酒
人

　
　
と
く
〳
〵
と
　
垂
り
く
る
酒
の
な
り
ひ
さ
ご
　
う
れ
し
き
音
を
　
さ
す
る

　
　
も
の
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
大
石
良
雄

　
　
睡
り
つ
と
　
あ
は
め
ら
れ
し
も
、
一
く
さ
の
名
し
ろ
と
な
り
ぬ
。
ま
す
ら

　
　
を
の
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
間
十
次
郎
光
興

　
　
血
つ
き
た
る
槍
ひ
き
さ
げ
て
、
落
ち
く
さ
の
柴
の
か
く
れ
が
　
我
ぞ
　
さ

　
　
ぐ
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
近
松
勘
六
行
重
母

　
　
剣
太
刀
　
焼
き
刃
に
　
我
と
身
を
ふ
れ
て
、
励
ま
し
や
り
つ
。
仇
ね
ら
ふ

　
　
子
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
玉
瀾
女

　
　
此
の
筆
は
　
眉
根
つ
く
ろ
ふ
筆
な
ら
ず
。
山
水






か
き
て
、
夫

に
見
す
る
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
池
無
名

　
　
勢
田
の
橋
　
そ
の
人
と
ほ
く
去
り
て
後
、
す
て
し
扇
を
　
見
欲
し
が
る
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
人
あ
ま
た
あ
り
て
、
此
の
わ
ざ
物
し
を
る
と
こ
ろ
見
め
ぐ
り
あ
り

　
　
　
　
　
き
て

　
　
日
の
ひ
か
り
　
い
た
ら
ぬ
山
の
洞
の
う
ち
に
、
火
と
も
し
入
り
て
、
か
ね

　
　
掘
り
出



す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
赤
裸
の
男
子





む
れ
ゐ
て
、
鉱




の

ま
ろ
が
り
砕
く
　
鎚
う
ち
揮

り
て
　
　
※

　
　

　
　
黒
け
ぶ
り
群





り
た
ゝ
せ
、
手
も
す
ま
に
　
吹
き
鑠



か
せ
ば
　
な
だ
れ
落
つ

　
　
る
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
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か
へ
り
か
ゝ
り
け
る
に
、
は
る
／
″
＼
送
り
き
て
、
今
は
別
れ
む

　
　
　
　
　
と
す
る
に
、
礼
彦
は
た
、
こ
ゝ
の
任
は
て
ゝ
、
日
を
経
ず
、
そ
の

　
　
　
　
　
国
に
帰
る
べ
き
な
り
と
き
け
ば

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
衣
手






の
　
飛
騨
は
百
重





の
山
の
あ
な
た
。
君
も
ま
た
来
じ
。
我
も
行
き
え

　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
君
も
来
じ
。
我
も
行
き
え
じ
と
思
へ
ど
も
、
ま
た
ゆ
く
り
な
く
　
逢
ふ
こ

　
　
と
も
有
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
秋
訪
田
家

　
　
余
所
人









は
見
な
れ
ぬ
里
の
一
く
る
わ
　
稲
こ
き
や
め
て
、
我
を
ゆ
び
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
山
家
老
松

　
　
眉
白
き
翁
出
で
来
て
、
千
と
せ
経
る
　
門
の
山
ま
つ
　
撫
で
褒
む
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
漁
村

　
　
家
々
の
窓
の
火
あ
か
し
。
網
む
す
ぶ
手
わ
ざ
に
、
夜
を
や
　
ふ
か
す
な
る

　
　
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅
、

　
　

　
　
　
　
　
行
路
雨

　
　
雨
ふ
れ
ば
、
泥
踏
み
な
づ
む
大
津
道
。
我
に
馬
あ
り
。
め
さ
ね
。
旅
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
雪
江
晩
釣

　
　
島
山
の
色
に
つ
ゞ
き
て
、
釣
夫






の
着
る
笠
白
し
。
た
そ
が
れ
の
雪
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
安
居
村
弘
祥
寺
に
、
春
ば
か
り
、
人
々
と
ゝ
も
に
行
き
て

　
　
す
ゝ
け
た
る
仏
の
か
ほ
も
　
は
な
や
か
に
　
う
ち
見
ら
れ
け
り
。
う
ぐ
ひ

　
　
す
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
人
小
槌
屋
善
六
が
八
十
八
賀

　
　
知
る
人
の
な
く
な
る
が
多
き
故



さ
と
に
、
ひ
と
り
あ
る
翁



　
千
代
も
か
く

　
　
も
が

襁
褓
艸







　
第
二
集

　
　
　
　
　
農

　
　
暇
な
き
田
廬





の
　
し
づ
の
な
り
は
ひ
や
、
昼
は
茅
か
り
、
夜
は
綯
索





ひ
﹆

　
　

　
　
　
　
　
水
風
涼

　
　
枕
よ
り
　
あ
と
よ
り
通
ふ
風
の
よ
さ
。
水
あ
る
宿
の
　
竹
の
し
た
ぶ
し
﹅

　
　

　
　
　
　
　
赤

　
　
賤



が
家



這
入





せ
ば
め
て
　
物
う
ゝ
る
畑
の
め
ぐ
り
の
　
ほ
ゝ
づ
き
の
色
※

　
　

　
　
　
　
　
山
家
床
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土

牀







む
し
ろ
の
上
に
、
来

し
か
た
も
　
行
末
も
な
く
　
い
び
き
か
く
ら

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
を
り
に
ふ
れ
て
、
詠
み
つ
ゞ
け
ゝ
る

　
　
起
き
臥
し
も
　
や
す
か
ら
な
く
に
、
は
な
が
た
み
　
目
な
ら
び
い
ま
す
　

　
　
神
の
目
お
も
へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
閑
庭
霜

　
　
庭
中
に
　
来
た
つ
狐
の
も
の
音
を
　
枯
れ
生
の
霜
に
聞
く
夜
　
さ
む
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
わ
ら
は
の
、
朝
い
し
つ
ゝ
な
き
い
さ
ち
け
る
を
、
い
た
く
さ
い
な

　
　
　
　
　
み
、
う
ち
た
ゝ
き
な
ど
し
け
る
時

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
撫
る
よ
り
打
つ
は
、
め
ぐ
み
の
力
入
り
　
渥



か
る
父
の
た
な
う
ら
と
　
知

　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
こ
と
し
、
父
の
三
十
七
年
、
母
の
五
十
年
の
み
た
ま
ま
つ
り
つ
か

　
　
　
　
　
う
ま
つ
る

　
　
な
に
を
し
て
　
白
髪
お
ひ
つ
ゝ
老
い
け
む
と
　
か
ひ
な
き
我
を
　
い
か
り

　
　
た
ま
は
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
富
田
礼
彦






が
む
す
め
の
、
み
ま
か
り
け
る
と
ぶ
ら
ひ
に

　
　
墨
を
す
り
　
木
の
芽
を
煮
や
し
、
朝
夕
に
つ
か
へ
し
容
儀





　
忘
れ
か
ぬ
ら

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
妓
院
雪

　
　
庭
の
雪
　
た
は
れ
ま
ろ
が
す
少
女
ど
も
。
其
の
手
は
、
誰
に
ぬ
く
め
さ
す

　
　
ら
む

　
　
　
　
　
侠
家
雪

　
　
真
荒
男









が
手
ど
り
に
し
つ
る
　
虎
の
血
の
た
ば
し
り
　
赤
し
。
門
の
し
ら

　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
ま
れ
人
を
屋

所

に
残
し
て
、
鳥
う
ち
に
　
我
は
出
で
ゆ
く
。
た
そ
が
れ
の

　
　
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
薔
薇

　
　
羽
な
ら
す
蜂
　
あ
た
ゝ
か
に
見
な
さ
る
ゝ
　
窓
を
う
づ
め
て
咲
く
　
さ
う

　
　
び
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
楳
子

　
　
雨



づ
ゝ
み
　
日
を
経
て
、
あ
み
戸
あ
け
見
れ
ば
、
※

ち
て
梅
あ
り
。
そ
の

　
　
実
三
つ
　
四
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
青
牛
翁
の
許
と
ぶ
ら
ひ
て
あ
り
け
る
つ
い
で
、
殊
更
に
乞
ひ
て
、
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書
画
ど
も
と
り
出
さ
せ
見
け
る
時

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
古
も
の
ゝ
中
に
、
君
を
も
す
ゑ
お
き
て
、
今
の
世
な
ら
ぬ
品
と
　
見
る
か

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ひ
た
土
に
、
莚
し
き
て
、
つ
ね
に
机
す
ゑ
置
く
ち
ひ
さ
き
伏
せ
屋

　
　
　
　
　
の
う
ち
に
、
竹
生
ひ
い
で
ゝ
、
長
う
の
び
た
り
け
る
を
、
其
の
ま
ゝ

　
　
　
　
　
に
し
お
き
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
壁
く
ゞ
る
竹
に
　
肩
す
る
窓
の
う
ち
。
み
じ
ろ
く
た
び
に
　
か
れ
も
え
だ

　
　
振
る

　
　
　
　
　
中
根
君
の
勘



じ
か
う
ぶ
り
て
、
こ
も
り
ゐ
給
ふ
こ
ろ
、
独
言
に
、

　
　
　
　
　
詠
み
つ
ゞ
け
ゝ
る

　
　
年

魚

と
る
と
　
網
う
ち
提



げ
、
川
が
り
に
行
き
ま
す
時
に
　
な
り
け
る
も

　
　
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
府
中
の
松
井
耕
雪
が
、
大
き
な
る
黒
木
も
て
作
り
た
る
火
桶
く
れ

　
　
　
　
　
け
る
を
、
膝
の
へ
に
す
ゑ
お
き
、
肱
も
た
せ
、
頬
づ
ゑ
つ
き
、
朝

　
　
　
　
　
夕
の
友
と
す

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
よ
そ
あ
り
き
し
つ
ゝ
帰
れ
ば
、
さ
び
し
げ
に
な
り
て
、
ひ
を
け
の
す
わ
り

　
　
を
る
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
つ
れ
／
″
＼
な
る
ま
ゝ
に

　
　
一
人
だ
に
　
我
と
ひ
と
し
き
心
な
る
人
に
遇
ひ
得
で
、
此
の
世
す
ぐ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
う
ま
れ
つ
き
　
拙
き
人
に
ま
じ
ら
へ
ば
、
わ
か
れ
て
後
も
、
こ
ゝ
ち
あ
し

　
　
き
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
寒
艸

　
　
枯
れ
の
こ
る
茎
　
う
す
赤
き
※




の

腹
ば
ふ
庭
に
、
霜
ふ
り
に
け
る
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
田
家
灯

　
　
賤



ど
ち
の
、
夜
も
の
語
り
の
あ
り
さ
ま
を
　
篁
ご
し
に
見
す
る
　
と
も
し

　
　
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
銭
乏
し
か
り
け
る
時

　
　
米
の
泉



な
ほ
た
ら
ず
け
り
。
歌
を
よ
み
、
文
を
作
り
て
、
売
り
あ
り
け
ど

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
島
崎
土
夫
主
の
、
軍
人
の
中
に
あ
る
に

　
　
帰
り
来
ば
、
脚

結

ひ
の
紐
も
　
と
か
ぬ
間

に
、
ま
づ
顔
見
せ
よ
。
待
ち
つ
ゝ
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あ
る
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
朝
夕
に
あ
ひ
て
語
ら
ふ
君
来
ね
ば
、
さ
び
し
き
庵
に
　
さ
び
し
く
ぞ
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
佐
野
君
の
も
と
に

　
　
君
は
や
く
　
帰
れ
を
と
の
み
思
は
れ
つ
。
み
母
の
み
顔
　
見
る
た
び
ご
と

　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
畑
中
君
の
も
と
に

　
　
髪
白
き
翁
に
て
ま
す
父
君
を
　
お
き
て
行
き
つ
る
こ
ゝ
ろ
　
い
か
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
或
日
、
多
田
氏
の
平
生
窟
よ
り
、
人
お
こ
せ
て
、
お
の
が
庵
の
壁

　
　
　
　
　
の
頽
れ
か
ゝ
れ
る
を
つ
く
ろ
は
す
。
来
つ
る
男
の
こ
、
ま
め
や
か

　
　
　
　
　
な
る
者
に
て
、
此
の
わ
た
り
は
さ
て
お
け
。
よ
か
め
り
、
と
お
の

　
　
　
　
　
が
い
ふ
と
こ
ろ
／
″
＼
を
も
ゆ
る
し
な
う
、
机
も
、
な
に
も
う
ば

　
　
　
　
　
ひ
と
り
て
、
こ
な
た
か
な
た
へ
う
つ
し
や
る
。
己
れ
は
、
盗
人
の

　
　
　
　
　
入
り
た
ら
ん
夜
の
心
地
し
て
、
う
ろ
た
へ
つ
ゝ
、
か
た
へ
な
る
所

　
　
　
　
　
に
身
を
小
く
な
し
て
、
こ
の
を
の
子
の
あ
り
さ
ま
見
を
る
、
我
な

　
　
　
　
　
が
ら
を
か
し
さ
念



じ
あ
へ
で

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
あ
る
じ
を
も
　
こ
ゝ
に
か
し
こ
に
追
ひ
た
て
ゝ
、
壁
ぬ
る
を
の
こ
　
屋
中

　
　
塗
り
め
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
千
松
湾
雨
声

　
　
浜
づ
た
ひ
　
砂





た
ゝ
き
て
降
る
雨
に
、
こ
ず
ゑ
鳴
り
来

る
　
松
の
村
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
蘭
画

　
　
山
に
生
ひ
て
、
人
き
ら
ふ
ら
む
花
の
絵
を
　
み
か
は
や
う
ど
も
　
画
く
世

　
　
な
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
門
柳

　
　
陽
炎
の
も
ゆ
る
岡
辺
に
、
つ
く
る
屋
の
か
ど
の
青
柳
　
風
に
枝
ふ
る
　
﹆

　
　

　
　
藁
ぶ
き
に
　
鶏




さ

け
ぶ
賤
が
門



。
一
も
と
柳
　
　
昼
し
づ
か
な
り
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
人
に
示
す

　
　
眼

前







　
今
も
神
代
ぞ
。
神
な
く
ば
、
艸
木
も
生
ひ
じ
。
人
も
う
ま
れ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　春

明

艸











　
第
三
集

　
　
　
　
　
正
月
の
つ
い
た
ち
の
日
、
古
事
記
を
と
り
て

　
　
春
に
あ
け
て
　
ま
づ
看
る
書



も
、
天
地
の
始
の
時
と
　
読
み
い
づ
る
か
な
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○

　
　

　
　
　
　
　
海
浦
妙
泉
寺
と
ぶ
ら
ひ
け
る
時

　
　
魚
多
き
浦
辺
に
い
り
て
、
魚
食
は
ぬ
寺
に
や
ど
り
つ
。
二
夜
さ
へ
に
も
﹅

　
　

　
　
　
　
　
美
人
撲
蝶
図

　
　
う
つ
く
し
き
蝶
ほ
し
が
り
て
、
花
園
の
花
に
　
少
女
の
汗
こ
ぼ
す
か
な
﹅

　
　

　
　
　
　
　
敗
荷

　
　
茎
折
れ
て
、
水
に
う
つ
ぶ
す
枯
蓮
の
　
葉
う
ら
た
ゝ
き
て
、
秋
の
雨
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
夜
山

　
　
影
垂
る
ゝ
星
に
せ
ま
り
て
、
薄
黒
き
色
た
ゝ
な
は
る
　
お
ぼ
ろ
夜
の
山
○

　
　

　
　
　
　
　
雲
荘
畊
隠
図

　
　
吾
が
庵
を
　
外
山
の
雲
の
末
に
見
て
、
小
雨





ふ
る
田
に
、
牛
ぬ
ら
す
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
万
竹
図

　
　
あ
り
と
有
る
竹
に
　
風
も
つ
谷
の
奥
。
水
の
響
き
を
そ
へ
て
　
鳴
り
来

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
河
隈
の
巌





に
根
延

ふ
竹
と
　
竹
。
な
び
き
ぞ
回



る
。
水
を
狭
め
て
。
　
﹆

　
　

　
　
澗



め
ぐ
り
流
る
ゝ
水
を
　
は
る
／
″
＼
と
　
靡
き
　
お
く
り
て
つ
ゞ
く
　

　
　
竹
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
滑
ら
か
に
露
も
つ
苔
路
　
風
あ
り
て
、
下
陰
ぐ
ら
き
竹
の
奥
か
な
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
疎
竹
三
禽
図

　
　
茂
か
ら
ぬ
一
も
と
竹
の
　
細
き
枝
に
、
乗
り
て
親
ま
つ
　
雀
の
児
三
（
？
）

　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
山
が
ら
と
　
雀
と
二
つ
、
今
一
つ
　
何
鳥
な
れ
か
、
竹
く
ゞ
り
を
る
　
﹆

　
　

　
　
竹
の
霜
　
う
ち
と
け
顔
に
、
頭
三
つ
　
集
め
て
か
た
る
　
友
す
ゞ
め
か
な

　
　
竹
の
霜
　
解
け
て
雀
の
睡
る
か
な
。
三
つ
　
一
枝
に
、
羽
を
ま
ろ
め
て
﹆

　
　

　
　
　
　
　
山
中

　
　
樵

歌







。
鳥
の
さ
ひ
づ
り
。
水
の
音
。
ぬ
れ
た
る
小
艸





。
雲
か
ゝ
る
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
画
石

　
　
筆
採
り
て
　
五
日
経
に
け
む
明
け
が
た
に
、
ほ
の
／
″
＼
　
石
の
　
形
見

　
　
せ
け
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
剣

　
　
福
艸






の
　
三
尺





に
余
る
秋
の
霜
　
枕
辺
に
お
き
て
、
梅
が
香
を
嗅
ぐ
　
﹆
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（
南
部
広
矛
北
潟
の
鮒
贈
り
く
れ
た
る
）
こ
の
中
に
、
二
つ
と
い

　
　
　
　
　
ふ
も
の
は
、
こ
と
に
能
く
動
く
や
う
な
り
け
れ
ば
、
物
に
水
い
れ

　
　
　
　
　
て
放
ち
お
き
け
る
に
、
日
を
経
て
益
〻
勢
づ
き
け
る
を
見
る
〳
〵

　
　
　
　
　

　
　
静
か
な
る
　
こ
ゝ
ろ
の
友
と
見
を
る
か
な
。
鰭
ふ
る
魚
に
、
我
も
ま
じ
り

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
わ
ざ
を
な
み
、
静
か
に
あ
そ
ぶ
魚
ぞ
善
き
。
夜
中
　
暁
　
い
つ
見
て
も
、

　
　
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
戯
れ
に

　
　
吾
が
歌
を
よ
ろ
こ
び
、
涙
こ
ぼ
す
ら
む
。
鬼
の
な
く
声
す
る
　
夜
の
窓
﹆

　
　

　
　
　
　
　
春
水
満
四
沢

　
　
道
の
辺
の
桑
の
立
ち
木
も
、
沢
水
の
中
に
な
り
た
り
。
春
の
雪
ど
け
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
首
夏

　
　
若
葉
さ
す
こ
ろ
は
、
い
づ
こ
の
山
見
て
も
　
何
の
木
見
て
も
、
麗
し
き
か

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
里
梅

　
　
風
の
う
め
　
斜
に
ふ
き
て
、
ち
り
ぞ
入
る
。
藁
う
つ
戸
口
　
牛
吼
ゆ
る
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
里
に
入
る
　
す
な
は
ち
、
に
ほ
ひ
嗅
せ
つ
る
梅
に
来
に
け
り
。
石
橋
の
つ

　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
池
蓮

　
　
し
づ
ま
れ
る
華
う
ご
か
し
て
、
夕
蛙
　
は
す
咲
く
池
を
　
と
び
く
ゞ
る
か

　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　
独
楽
吟

　
　
た
の
し
み
は
、
艸
の
い
ほ
り
の
莚
敷
き
　
ひ
と
り
　
心
を
静
め
を
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
妻

子

む
つ
ま
じ
く
う
ち
つ
ど
ひ
、
頭
な
ら
べ
て
　
物
を
く

　
　
ふ
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
空
暖
か
に
う
ち
晴
れ
し
　
春
秋
の
日
に
、
出
で
あ
り
く
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
心
に
う
か
ぶ
は
か
な
ご
と
　
思
ひ
つ
ゞ
け
て
、
煙
艸
す
ふ

　
　
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
銭
な
く
な
り
て
　
わ
び
を
る
に
、
人
の
来
り
て
、
銭
く
れ

　
　
し
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
昼
寝
せ
し
ま
に
、
庭
ぬ
ら
し
　
ふ
り
た
る
雨
を
　
さ
め
て

　
　
知
る
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
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た
の
し
み
は
、
昼
寝
目
ざ
む
る
枕
べ
に
、
こ
と
〳
〵
と
　
湯
の
煮
え
て
あ

　
　
る
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
機
お
り
た
て
ゝ
新
し
き
こ
ろ
も
を
縫
ひ
て
、
妻
が
着
す
る

　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
人
も
訪
ひ
こ
ず
　
事
も
な
く
、
心
を
い
れ
て
　
書
を
見
る

　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
田
づ
ら
に
行
き
し
わ
ら
は
等
が
、
耒
鍬






と
り
て
　
帰
り
く

　
　
る
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
童





墨
す
る
か
た
は
ら
に
、
筆
の
運
び
を
思
ひ
を
る
時
　
﹆

　
　

　
　
た
の
し
み
は
、
神
の
御
国
の
民
と
し
て
、
神
の
教
へ
を
　
ふ
か
く
お
も
ふ

　
　
と
き

　
　
　
　
　
山
室
山
に
の
ぼ
り
て
、
鈴
屋
先
生
の
御
墳
拝
み
て

　
　
お
く
れ
て
も
　
生
れ
し
我
か
。
同
じ
世
に
あ
ら
ば
、
履
を
も
と
ら
ま
し
翁



　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
み
や
こ
に
上
り
て
あ
り
け
る
こ
ろ
、
山
紫
水
明
処
と
い
ふ
離
れ
屋

　
　
　
　
　
に
や
ど
り
を
り
て

　
　
紫
に
匂
へ
る
山
よ
。
透
き
と
ほ
る
水
の
流
れ
よ
。
見
あ
く
時
な
き
　
　
﹅

　
　

君
※
艸










　
第
四
集

　
　
　
　
　
華

　
　
か
ひ
あ
り
と
　
思
は
れ
ぬ
る
は
、
世
の
中
に
　
桜
見
く
ら
す
日
数
な
り
け

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
正
月
十
五
日
、
慶
応
三
年
丁
卯
お
の
が
家
に
て
、
謌
の
会
始
め
物

　
　
　
　
　
し
け
る
に
、
青
牛
翁
来
た
り
て
、
や
ん
ご
と
な
き
御
懐
紙
と
り
出

　
　
　
　
　
し
、
且
言
へ
ら
く
、
宰
相
君
の
、
今
日
の
会
ゆ
か
し
が
ら
せ
給
へ

　
　
　
　
　
る
余
り
、
己
れ
に
行
き
て
、
そ
の
有
様
見
て
ま
ゐ
り
、
つ
ば
ら
か

　
　
　
　
　
に
語
り
聞
か
せ
よ
、
と
の
た
ま
へ
る
仰
せ
か
う
ぶ
り
け
る
よ
、
と

　
　
　
　
　
示
さ
る
ゝ
、
…
…
人
々
よ
り
つ
ど
ひ
、
く
つ
ろ
ぎ
ざ
ま
に
、
物
す

　
　
　
　
　
る
円
居





の
様
な
ど
、
御
ら
ん
じ
ほ
し
う
思
さ
る
ら
ん
か
し
。
こ
ゝ

　
　
　
　
　
を
も
て
、
今
日
の
会
の
始
め
終
り
の
さ
ま
、
謌
に
よ
み
つ
ゞ
り
、

　
　
　
　
　
青
牛
翁
し
て
、
御
ら
ん
じ
さ
せ
ぞ
し
け
る
。
…
…

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
人
麿
の
御
像





の
ま
へ
に
　
机
す
ゑ
、
燈




か

ゝ
げ
　
御

酒

そ
な
へ
お
く
　
﹆

　
　

　
　
設



け
題
　
よ
み
て
持

て
来
る
歌
ど
も
を
　
神
の
御
前
に
、
な
ら
べ
も
て
ゆ

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆
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こ
と
／
″
＼
く
　
歌
よ
み
い
で
し
顔
を
見
て
、
や
を
ら
　
晩

食








の
折
敷





　
　
な
ら
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
老
い
し
妻
の
、
飯
匕






と
り
て
盛
り
た
る
を
、
一
口
　
君
に
さ
ゝ
げ
見
ま
ほ

　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
汁
食





と

　
す
ゝ
め
ゝ
ぐ
り
て
、
と
ぼ
し
た
る
火
も
き
え
ぬ
べ
く
、
人
突
き

　
　
あ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
客
人






も
　
あ
る
じ
も
　
身
を
ぞ
縮
め
を
る
。
下
冷

え
つ
よ
き
　
狭
き
屋
の

　
　
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
戸
を
あ
け
て
還
る
人
々
　
雪
白
く
た
ま
れ
り
と
い
ひ
て
、
わ
び
〳
〵
ぞ
行

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
閨
怨

　
　
火
に
弾



く
丸



の
音
づ
れ
　
懼

づ
お
づ
も
　
吾
が
夫

の
ゆ
く
へ
　
人
に
問
は

　
　
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
荒
き
波
　
よ
る
昼
思
ひ
さ
わ
が
れ
つ
。
水

漬

く
屍
に
、
君
や
　
ま
じ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
初
午
詣

　
　
稲
荷
坂
　
見
あ
ぐ
る
朱



の
大
鳥
居
。
ゆ
り
動
し
て
、
人
の
ぼ
り
来
る
　
○

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
伊
吹
舎
先
生
の
書
き
す
て
給
へ
り
し
反
古
一
ひ
ら
、
今
の
先
生
よ

　
　
　
　
　
り
う
け
て
、
持
ち
伝
ふ
る
に
、
哥
一
つ
そ
へ
て
く
れ
よ
、
と
芳
賀

　
　
　
　
　
真
咲
が
こ
ひ
け
る
に
よ
り
、
詠
み
て
あ
た
へ
た
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
こ
れ
や
此
の
　
書
看





ふ
け
れ
ば
、
夜
七
夜
も
　
寝
で
あ
り
き
と
ふ
　
神
の

　
　
筆
蹟






　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
聚
蟻

　
　
地

上







に
堕

ち
て
朽
ち
け
む
　
菓




の

※



く

ろ
め
て
、
蟻
の
む
ら
が
る
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
赤
心
報
国

　
　
真
荒
男









が
　
朝
廷





思
ひ
の
忠
実
心







。
眼

を
血
に
染
め
て
　
焼
刃





見
澄
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
国
汚
す
奴
あ
ら
ば
と
　
大
刀
抜
き
て
、
仇
に
も
あ
ら
ぬ
　
壁
に
物
い
ふ
﹆

　
　

　
　
　
　
　
ひ
と
り
ご
と
に

　
　
歌
よ
み
て
、
遊
ぶ
外
な
し
。
吾
は
た
ゞ
　
天



に
あ
り
と
も
　
地



に
あ
り
と

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
河
野
通
雄
が
、
刀
佩
き
氏
名
よ
ぶ
こ
と
を
公
よ
り
許
さ
れ
け
る
祝

　
　
　
　
　
ひ
に
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う
け
ば
り
て
　
世
に
氏
の
名
を
よ
ぶ
こ
と
を
　
許
し
給
ひ
き
。
河
野
氏







の

　
　
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　白

蛇

艸











　
第
五
集

　
　
　
　
　
咏
剣

　
　
肝
冷
す
腰
の
白
蛇
。
吾
が
魂



は
う
づ
み
鎮
め
つ
。
山
松
の
根
に
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
破
研

　
　
山
に
在
り
て
　
磨
り
や
ぶ
り
た
る
古
硯
。
奪
は
む
と
に
や
　
雲
窓
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
破
れ
た
る
硯
い
だ
き
て
、
窓
囲
む
竹
看
る
心
　
誰
に
か
た
ら
む
　
　
　
※

　
　

　
　
砕
き
つ
る
吾
が
腕
臂






の
な
ご
り
を
ば
　
窪
み
に
見
す
る
　
古

研







か
な
※

　
　

　
　
※

瓦







　
硯
ひ
と
つ
に
心
い
れ
て
、
山
買
ふ
銭
を
　
無
く
し
た
り
け
り
※

　
　

　
　
古
硯
　
ゆ
が
み
し
石
は
、
吾
が
た
か
ら
。
価
か
た
る
な
。
軒
の
山
松
　
﹆

　
　

　
　
愚
に
も
　
山
を
出

し
か
な
。
※

瓦







硯
嚢
に
い
れ
て
、
は
る
／
″
＼
　
﹆

　
　

　
　
松
の
露
う
け
て
墨
す
る
雲
の
洞



。
硯
と
い
ふ
も
、
山
の
石



く
づ
　
　
　
﹆

　
　

福
寿
艸









　
補
遺

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
大
御
政
、
古
き
大
御
世
の
す
が
た
に
立
ち
か
へ
り
ゆ
く
べ
き
御
い

　
　
　
　
　
き
ほ
ひ
と
成
り
ぬ
る
を
、
賤
夫
の
何
わ
き
ま
へ
ぬ
も
の
か
ら
、
い

　
　
　
　
　
さ
ま
し
う
思
ひ
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
百
千
歳
　
と
の
曇
り
の
み
し
つ
る
空
　
き
よ
く
晴
れ
ゆ
く
時
　
片
ま
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
あ
た
ら
し
く
な
る
天
地
を
　
思
ひ
き
や
。
吾
が
目
眛



ま
ぬ
う
ち
に
見
む
と

　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　

　
　
　
　
　
あ
る
時

　
　
友
ほ
し
く
　
何
お
も
ひ
け
む
。
歌
と
い
ひ
、
書
と
い
ふ
友
あ
る
我
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅

　
　

　
　
草

※







　
さ
ひ
づ
り
め
ぐ
る
朝
雀
　
寝
耳
に
聞
き
て
　
時
う
つ
す
か
な
※

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
天
使
の
、
は
る
／
″
＼
下
り
給
へ
り
け
る
、
あ
や
し
き
し
は
ぶ
る
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ひ
人



ど
も
、
あ
つ
ま
り
ゐ
る
中
に
う
ち
ま
じ
り
つ
ゝ
、
御
け
し
き

　
　
　
　
　
を
が
み
見
ま
つ
る

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
天
皇






の
大
御
使








と
聞
く
か
ら
に
、
は
る
か
に
を
が
む
。
膝
を
り
伏
せ
て
○

　
　

　
　
　
　
　
紙
漉
き

　
　
家
々
に
　
谷
川
引
き
て
　
水
湛
へ
、
歌
う
た
ひ
つ
ゝ
　
少
女
紙
す
く
　
※

　
　

　
　
紙
買
ひ
に
来
る
人
お
ほ
し
。
さ
ね
か
づ
ら
這
ひ
ま
と
は
れ
る
　
垣
を
し
る

　
　
べ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
黄
昏
に
咲
く
花
の
色
も
、
紙
を
干
す
板
の
し
ろ
さ
に
ま
け
て
、
見
え
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
鳴
き
た
つ
る
蝉
に
ま
じ
り
て
、
草
た
ゝ
く
音
き
か
す
る
や
、
紙
す
き
の
小

　
　
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
　

　
　
　
　
　
示
人

　
　
天
皇






は
　
神
に
し
ま
す
ぞ
。
天
皇
の
勅





と
し
い
は
ゞ
、
か
し
こ
み
ま
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　

　
　
天

下







清
く
払
ひ
て
、
上
古






の
御

ま
つ
り
ご
と
に
復
る
　
よ
ろ
こ
べ
　
◎

　
　

　
　
物
部






の
お
も
て
お
こ
し
と
　
勇
み
た
ち
、
錦
の
旗
を
い
た
ゞ
き
て
行
け
﹆

　
　

　
　
　
　
　
岩
佐
十
助
主
に

　
　
さ
し
た
つ
る
錦
の
旗
の
下
に
立
つ
　
身
を
よ
ろ
こ
び
て
、
太
刀
と
り
か
ざ

　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
秋
甫
編
纂
橘
曙
覧
全
集
拾
遺

　
　
　
　
　
咏
十
二
時

　
　
　
　
　
　
　
寅
時

　
　
檜

は
だ
ぶ
き
　
簷
端
に
せ
ま
る
星
み
れ
ば
、
し
の
ゝ
め
近
く
成
ぬ
。
此
夜

　
　
も

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（
原
文
、
ひ﹅
に
見
え
る
字
な
の
だ
ら
う
。
建





の
事
を
い
ふ
の
ら
し
い

　
　
　
　
か
ら
、
を
か
た
ぶ
き
か
ゐ
（
居
）
か
た
ぶ
き
で
あ
ら
う
。
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
丑
時

　
　
漏
水






の
お
と
も
　
さ
び
し
く
ふ
け
に
け
り
。
人
ま
ち
よ
ば
り
　
う
し
と
い

　
　
ふ
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹆

　
　

　
　
　
　
　
失
題

　
　
そ
ゝ
ぎ
つ
る
野
路
の
朝
雨
　
か
つ
は
れ
て
、
た
く
る
日
影
に
、
い
な
ご
と

　
　
ぶ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹅
﹅
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万
歳

　
　
故
郷
の
三
河
は
、
梅
も
さ
き
　
さ
か
ず
し
ら
で
、
都
の
春
に
な
る
ら
む
※
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四
　
こ
の
双
紙
の
あ
と
に

橘
曙
覧
一
代
を
、
評
伝
体
に
書
い
て
見
よ
う
と
考
へ
て
か
ゝ
つ
た
の
が
、
此
草

稿
で
あ
る
。
途
中
幾
度
も
、
そ
の
企
て
は
、
挫
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
何
よ

り
も
よ
く
な
か
つ
た
こ
と
は
、
曙
覧
の
境
涯
に
つ
い
て
、
私
の
知
識
の
乏
し
か

つ
た
こ
と
で
あ
る
。
深
い
尊
敬
を
持
つ
て
る
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
は
、
か
う
い

ふ
為
事
の
、
出
来
な
い
こ
と
を
、
つ
く
／
″
＼
覚
つ
た
。
そ
れ
に
今
一
つ
は
、

曙
覧
伝
に
も
つ
と
よ
い
物
の
出
来
て
ゐ
て
く
れ
な
か
つ
た
事
で
あ
る
。
尤
、
か

う
言
つ
て
は
、
此
翁
の
事
に
、
半
生
の
苦
労
を
か
け
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
永
井

環
さ
ん
・
山
田
秋
甫
さ
ん
等
の
業
績
に
対
し
て
相
す
ま
ぬ
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、

や
は
り
此
等
の
方
々
の
著
手
せ
ら
れ
た
の
が
、
も
う
大
分
時
遅
れ
で
あ
つ
た
の

で
あ
る
。
人
々
の
記
憶
を
問
ひ
知
れ
る
だ
け
は
知
ら
う
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
如
何
に
せ
む
、
曙
覧
と
親
し
く
相
物
語
つ
た
人
が
、
殆
な
く
な
り
か
け
た

時
分
か
ら
、
此
方
々
の
為
事
が
初
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
上
、
人
の
記
憶
と

い
ふ
も
の
は
、
凡
あ
て
に
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
曙
覧
の
場
合
、
殊
に
痛
切
に
、

其
が
感
じ
ら
れ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
曙
覧
の
四
十
代
以
後
の
生
涯
を
、
生
き
た

目
で
見
て
来
ら
れ
た
、
そ
の
長
男
井
手
今
滋
さ
ん
の
書
い
た
「
橘
曙
覧
小
伝
」

が
あ
つ
て
、
其
を
深
く
思
は
せ
る
の
で
あ
る
。
今
滋
さ
ん
が
、
其
を
書
い
た
明

治
三
十
六
年
に
は
、
曙
覧
未
亡
人
直
刀
自
が
、
其
去
々
年
米
寿
を
祝
ひ
、
そ
の

後
も
尚
年
嵩
さ
を
重
ね
て
、
大
正
二
年
ま
で
居
た
の
で
あ
る
。
多
少
記
憶
お
ぼ

ろ
に
な
つ
て
居
た
と
し
て
も
、
若
い
曙
覧
と
相
添
う
て
三
十
年
、
夫
の
姿
を
見

瞻
つ
て
来
た
人
で
あ
る
。
か
う
し
た
生
証
人
中
の
生
証
人
を
控
へ
て
書
か
れ
た

の
に
繋
ら
ず
、
小
伝
の
記
述
は
、
可
な
り
後
先
ゆ
き
あ
は
ぬ
も
の
を
含
ん
で
居

る
。
そ
の
十
一
年
前
（
明
治
二
十
七
年
）
に
、
依
田
学
海
に
あ
と
ら
へ
て
書
い

て
貰
つ
た
「
井
手
曙
覧
翁
墓
碣
銘
」
よ
り
も
、
確
か
さ
で
は
劣
る
ふ
し
が
多
い

や
う
で
あ
る
。
井
手
氏
の
家
人
す
ら
、
既
に
さ
う
な
の
だ
か
ら
、
早
く
か
ら
相

応
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
せ
、
此
人
の
真
価
が
見
直
さ
れ

た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
の
子
規
の
紹
介
以
後
の
事
な
の
だ
か
ら
、
郷
里
で
も

今
一
度
曙
覧
の
記
憶
を
呼
び
起
さ
う
と
し
た
の
は
、
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
曙
覧
歿
後
、
三
十
年
・
四
十
年
た
つ
て
か
ら
、
ほ
ん
た
う
の
伝
記

研
究
家
も
出
て
来
た
訣
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
時
既
に
遅
か
つ
た
と
思
ふ
。

私
が
書
か
う
と
思
ふ
評
伝
に
、
欲
し
い
と
思
ふ
入
り
こ
ん
だ
事
件
の
説
明
な
ど

は
、
も
う
誰
か
ら
も
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
ま
づ
此
翁
学
問
に
志
を
立
て
、
歌
も
亦
大
い
に
変
化
し
よ
う
と
し
た

時
代
を
書
い
て
見
た
。
だ
が
、
そ
の
愈
製
作
に
あ
ぶ
ら
の
ゝ
つ
て
来
る
時
代
に

這
入
ら
う
と
す
る
と
、
出
て
来
さ
う
で
影
を
顕
さ
な
い
資
料
を
想
像
す
る
心
が

隔
て
に
立
つ
て
、
ど
う
し
て
も
、
私
の
書
き
進
む
心
を
妨
げ
た
。
そ
れ
に
ど
う

も
早
く
書
い
て
あ
げ
ね
ば
す
ま
な
い
程
、
時
が
た
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
思
ひ

き
つ
て
、
新
し
い
方
面
に
手
を
つ
け
て
見
た
。
而
も
其
は
私
だ
け
に
新
し
い
事

で
あ
つ
て
、
世
間
で
は
、
曙
覧
と
い
ふ
と
、
す
ぐ
に
其
聯
想
を
浮
べ
る
位
な
、

そ
の
国
事
に
持
つ
た
情
熱
を
表
現
し
た
作
物
の
評
論
で
あ
る
。

珍
ら
し
げ
の
な
い
為
事
だ
け
れ
ど
も
、
一
つ
〳
〵
の
歌
の
見
方
に
、
あ
る
と
謂

へ
ば
あ
る
筈
の
、
私
だ
け
の
考
へ
方
が
出
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
、
言
ふ
こ
と
だ
け

を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
「
晩
年
」
を
書
い
て
、
壮
年
に
対
せ
し
め
た
。

そ
れ
で
残
る
と
こ
ろ
は
、
彼
の
作
物
の
成
熟
し
た
初
老
以
後
の
時
期
で
あ
る
。

此
に
は
、
私
の
い
ら
ざ
る
解
説
や
、
批
評
を
挿
ま
な
い
も
の
を
、
お
目
に
か
け

て
曙
覧
の
文
学
に
つ
い
て
、
読
者
自
身
の
見
識
を
立
て
ゝ
貰
ふ
こ
と
に
し
よ
う

と
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た
。
つ
ま
り
早
期
と
、
い
り
ま
へ
の
曙
覧
を
論
ず
る
に
、

其
文
学
の
価
値
よ
り
も
、
人
間
や
境
涯
を
書
か
う
と
し
た
点
に
、
乞
ひ
目
を
お
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い
た
の
だ
か
ら
、
此
章
で
こ
そ
、
ほ
ん
た
う
の
彼
の
文
学
を
見
て
貰
は
う
と
思

ふ
の
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
翁
の
作
物
は
、
子
規
以
後
一
種
の
鑑
賞
法
が
既
に
生

じ
て
ゐ
る
し
、
又
此
双
紙
を
読
ま
れ
る
筈
の
方
々
の
半
分
位
は
、
文
学
に
関
聯

の
な
い
為
事
を
な
さ
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
短
歌
の
文
学
と
し
て
の
側
は
、
多

少
、
お
ひ
き
廻
し
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
へ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
私
だ
け
の
見
方
に
這
入
つ
て
来
る
。
ま
づ
曙
覧
の
作
物
の
中
の
相
当

な
も
の
と
思
は
れ
る
も
の
だ
け
を
抜
い
て
見
た
。
か
う
言
ふ
形
を
と
つ
て
見
る

こ
と
も
、
ま
あ
こ
ん
な
事
情
か
ら
は
、
意
味
の
あ
る
企
て
に
な
つ
た
や
う
で
あ

る
。
橘
曙
覧
の
「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」
は
、
明
治
十
一
年
八
月
に
木
板
に
な
つ

て
居
り
、
明
治
三
十
六
年
九
月
に
は
、
「
橘
曙
覧
全
集
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
、

冨
山
房
か
ら
出
て
ゐ
る
。
二
つ
乍
ら
井
手
今
滋
さ
ん
の
手
で
校
訂
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
其
後
昭
和
二
年
八
月
、
岩
波
書
店
か
ら
、
前
の
全
集
と
お
な
じ
装

幀
で
、
相
応
な
改
訂
を
加
へ
て
橘
曙
覧
全
集
が
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
に
は
、
斎

藤
茂
吉
さ
ん
が
後
記
を
書
い
て
居
ら
れ
る
。
そ
れ
と
、
山
田
秋
甫
さ
ん
の
「
橘

曙
覧
伝
並
短
哥
集
」
の
末
に
、
二
十
七
首
を
補
足
し
て
居
る
。
此
か
ら
選
ん
で

見
る
と
、
多
く
は
、
本
集
に
は
択
び
棄
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
が
訣
る
。

本
集
の
歌
を
抄
し
た
態
度
で
は
採
る
べ
き
歌
が
な
か
つ
た
。
だ
が
、
山
田
さ
ん

の
努
力
を
感
謝
す
る
心
で
、
そ
の
中
か
ら
、
少
し
ば
か
り
抜
い
た
。

　
何
に
し
て
も
、
こ
の
双
紙
の
文
章
は
、
ま
る
二
年
に
渉
つ
て
、
時
々
思
ひ
出

　
し
て
は
書
き
〳
〵
し
た
も
の
で
あ
る
。
矛
盾
も
あ
り
、
辻
褄
の
あ
は
ぬ
処
も

　
あ
る
。
読
み
返
し
て
見
て
、
冷
汗
を
覚
え
る
。
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